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独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センタ ー と学校法人津曲学園鹿児島国際大学
との看護学部設立・運営に関する包括連携協定書

独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センタ ー（以下「甲」という。）と学校法人津曲学園鹿
児島国際大学（以下「乙」という。）は， 次のとおり包括連携に関する協定を締結する。
（目的）
第 1 条 本協定は，甲と乙が，包括的な連携の下，それぞれの人的・知的資源，機能及び施設設

備等 教育環境の活用を図りながら，看護職育成に係る，教育・研究における交流及び連携を推
進し，相互の 教育・研究の一層の進展と地域社会の発展に寄与することを目的とする。

（連携協力事項）
第2条 甲と乙は， 前条の目的を達成するために，次に掲げる事項について連携及び協力する。

(1) 看護職育成に係る，教育・研究に関する相互支援に関すること
(2) 教職員の派遣及び研修等相互交流に関すること
(3) 社会貢献に関すること
(4) 学生の実習の推進に関すること
(5) その他甲及び乙が協議し同意した連携事業に関すること

（協議会の設置）
第3条 甲と乙は，前条に掲げる各項目の具体的な取組について協鏃するため，甲乙双方の代表

者から構成される連絡協諧会（仮称）（以下「協議会」という。）を設置する。
（有効期間）
第4条 この協定の有効期間は，協定締結日より，2026（令和8)年3月31 日までとする。た

だし，協定の有効期間満了の日の 1 か月前までに， 甲又は乙から特段の申立てがない場合は，
有効期間満了の日の翌日から更に5年間有効とする。 その後においてもまた同様とする。

（ 協議）
第5条 この協定に定める事項について疑義が生じた場合又は 本協定に定めのない事項につい

て必要な事項は，第3条で規定する協議会で協議の上定めるものとする。

上記の協定締結を証するため，本協定書 2 通を作成し，両者署名押印して，各 1 通を保有する
ものとする。

2砂0（令和ュ）年II月2？日
甲 鹿児島県鹿児島市城山町 8 番 1 号

独立行政法人国立病院機構
鹿児島医療センタ ー

隠 l 
兎療構国g
是也混立灯

政
印夕島膨

乙 鹿児島市坂之J:: 8 丁目 34 番 1 号
学校法人津曲学園

鹿児島国際大学
？巧 杉
手ベ

久條幸

■鹿児島医療センターと鹿児島国際大学の包括連携協定書 資料1 
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■日本の人口の推移予測  資料 2 

（グラフで見る！日本の人口推移 2000-2045）: https://jp.gdfreak.com/public/detail/jp010050000001000000/1 より

り）

65 歳以上 

人口割合 

40.8％ 

生産年齢 

人口割合 

47.5％ 

（グラフで見る！鹿児島県の人口推移 2000-2045）: https://jp.gdfreak.com/public/detail/jp010050000001046000/1 より

り）

（グラフで見る！垂水市の人口推移 2000-2045）: https://jp.gdfreak.com/public/detail/jp010050000001046000/1 より

り）

65 歳以上 

人口割合 

56.0％ 

生産年齢 

人口割合 

36.6％ 

鹿児島県の人口の推移 

垂水市の人口の推移 

日本の人口の推移 
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資料 3 ■2025 年度の看護職職員の需要推計
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資料 4-1 ■鹿児島県の現状

【鹿児島県の過疎地域】 

（鹿児島県過疎地域自立促進方針：平成 28 年度～平成 32 年度，資料 1-ｐ1，より） 

（令和 3年版鹿児島県看護人材確保計画：ｐ10-11より） 

【鹿児島県の高齢者世帯の割合】 

【鹿児島県の高齢者世帯の割合】 

【鹿児島県の常駐医師のいない有人離島での看護職配置】 
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資料 4-2 

【日本のへき地で働く看護師が直面する問題】 

【災害時の看護活動における課題】 
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資料 5-1 ■鹿児島県の看護職就業・養成の状況

【鹿児島県民の保健衛生サービスへの希望（重複回答）】 

【鹿児島県の看護職員の人口 10 万対就業者数】 

鹿児島県看護人材確保計画（鹿児島県，ｐ.11，令和 3 年 3 月）より 
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資料 5-2 

【都道府県別の大学における看護師養成定員数（令和 2 年度）】 

令和 2 年 『看護関係統計資料集』日本看護協会出版会編集より 

都道府県 学校数 1学年定員 総定員 都道府県 学校数 1学年定員 総定員

全養成定員 861 54,440 189,146 24三重県 4 360 1,440

全国:大学 288 24,695 98,730 25滋賀県 3 210 840

01北海道 13 1,017 4,008 26京都府 9 685 2,740

02青森県 6 460 1,840 27大阪府 18 1,590 6,420

03岩手県 3 260 1,040 28兵庫県 15 1,330 5,320

04宮城県 4 325 1,300 29奈良県 4 329 1,304

05秋田県 3 220 880 30和歌山県 2 170 680

06山形県 2 123 492 31鳥取県 2 160 640

07福島県 2 164 656 32島根県 2 140 560

08茨城県 5 360 1,440 33岡山県 6 460 1,840

09栃木県 4 390 1,560 34広島県 8 795 3,180

10群馬県 7 600 2,400 35山口県 3 215 860

11埼玉県 11 1,075 4,300 36徳島県 3 260 1,040

12千葉県 18 1,745 6,980 37香川県 2 130 520

13東京都 26 2,511 9,964 38愛媛県 4 295 1,180

14神奈川県 12 1,090 4,360 39高知県 2 140 560

15新潟県 6 452 1,808 40福岡県 13 1,228 4,914

16富山県 2 200 800 41佐賀県 2 150 600

17石川県 5 360 1,440 42長崎県 3 205 820

18福井県 4 220 880 43熊本県 3 270 1,100

19山梨県 3 240 960 44大分県 2 140 560

20長野県 5 396 1,604 45宮崎県 2 160 640

21岐阜県 10 740 2,960 46鹿児島県 2 125 500

22静岡県 5 530 2,120 47沖縄県 3 220 880

23愛知県 15 1,450 5,800

鹿児島県看護関係者の現状（鹿児島県くらし保健福祉部，ｐ.1，令和元年）より 

【鹿児島県の看護職員就業者の年齢構成（平成 20 年と 30 年の比較）】 
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資料 5-3 

【鹿児島県の看護師の養成状況（令和 2 年度）】 （単位：人） 

区分 施設数 課程数 1 学年定員 

大学 2 5 125 

保健師 2 2 選択可能定員：79 

助産師 2 2 32 

看護師 3 年課程 14 14 700 

2 年課程 3 （1） 3 （150） 220

5 年一貫 6 6 560 

小計 22 23 1480 

准看護師 5 （1） 5 （40） 169

合計 29 （2） 35 (190) 1806

※「施設数」の「小計」「合計」は，複数課程を有する養成施設分を調整しているため，積上げ数値とは一致し

ない。（ ）：通信制で内数  

鹿児島県看護人材確保計画，令和 3 年 3 月，鹿児島県，p15 を一部改変して作成 

【鹿児島県の看護職員養成数（1 学年定員）の比較（人口 10 万対）】 

（令和元年鹿児島県看護関係者の現状Ⅱ養成・確保の状況，ｐ.23 より） 

-設置等の趣旨(資料)-11-



資料 5-4 

【鹿児島県の看護系大学進学者の県外入学者推計】 

【鹿児島県の看護系学校の卒業生の就業状況】 

令和 2 年度 

全卒業生の

5％ 

令和 3 年 「鹿児島県看護人材確保計画」ｐ.16 より 
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資料6-1■要望書：鹿児島国際大学看護学部設置の必要性
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資料6-2
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資料6-3
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資料6-4
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■主要概念の定義及びその知識・スキル・態度を基にした全開設科目と『看護学教育モデル・コア・カリキュラム』の学修目標との照合 資料７
主要概念 定義 知識 スキル 態度　 開設科目 モデル・コア・カリキュラム

1.いのちを支える地球 いのちをはぐくむ地球 Ａ1-3)①、B2-2)②④

　・宇宙の中の地球 生命科学 Ａ1-3)①、B2-2)①②

　・地球生態系・秩序 環境科学 B2-2)①②③④⑤

　・生物多様性
　・地球生態系の現状
　・保全活動
2.生物としての人間

3.生命倫理
4.人間の進化 　　　　　　いのちと看護

統合 統合 統合 　　　　　→看護専門科目へ

地球で生きるいのち Ａ1-3)①、B2-2)①②④

Ａ1-3)①、Ａ3-1)①②③、B2-2)①②③④⑤

いのち

　地球に生息するあらゆるいのちは、生態系システムが健全に営ま
れることによって存続可能となる。このシステムは、生物の活動を
維持する自然界の秩序によって支えられ、相互に物質的・エネル
ギー的に結ばれ全体としての秩序を保っている。人間も、この地球
生態系を構成する多様な生物の一員であり、それらの生物は、他の
多くの生物と共存することによって生きていくことができる。した
がっていのちをとうとび、はぐくみ、つないでいくためには、この
地球生態系の秩序を尊重し、生物多様性を保全していく必要があ
る。

1.いのちの成り立ちと尊
厳を理解する技能

1.いのちをとうとび、は
ぐくみ・つなぐ態度

2..人間を地球生態系を構
成する生物の一員として
とらえる技能

2.人間を地球生態系を構
成する生物の一員とし
てとらえる態度
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主要概念 定義 知識 スキル 態度　 開設科目 モデル・コア・カリキュラム

1.人間の心理 哲学 B-1①、Ｂ2-3)①

2.社会的存在としての人間 倫理学 Ａ1-3)③

心理学 Ｂ2-3)⑧

コミュニケーション力育成 A4-1)①②③

キャリア形成のための一般教養Ⅰ A4-1)①②③

キャリア形成のための一般教養Ⅱ A4-1)①②③

キャリア形成のための一般教養Ⅲ A4-1)①②③

キャリア形成のための一般教養Ⅳ A4-1)①②③

教養特講Ⅰ A4-1)①②③

3.教育 教育方法学 A9-1)①②③

社会心理学 B2-1)③④、B2-3）⑧

生涯発達論 Ｃ2-１)(3)②③、Ｃ2-2)①

4.文化 日本文学 B1-①

外国文学 Ａ7-3)②

音楽文化論 B1-①

日本史 B1-①

西洋史 Ａ7-3)②

東洋史 Ａ7-3)②

東西文化の交流 Ａ7-3)②

Japanology Ａ4-1)①②

海外インターンシップ Ａ4-1)①②③、Ｂ3-3)②

英語オーラル・コミュニケーションⅠ Ａ4-1)①②

英語オーラル・コミュニケーションⅡ Ａ4-1)①②

英語海外研修 Ａ4-1)①②③、Ｂ3-3)②

英語リーディング Ａ4-1)①②

英語ライティング Ａ4-1)①②

英文読解の技法 Ａ4-1)①②

TOEIC・TOEFL対策 Ａ4-1)①②

コミュニケーションのための英文法 Ａ4-1)①②

Global Economy and Business Ａ4-1)①②

基礎中国語Ⅰ Ａ4-1)①②

基礎中国語Ⅱ Ａ4-1)①②

基礎フランス語Ⅰ Ａ4-1)①②

基礎フランス語Ⅱ Ａ4-1)①②

基礎ドイツ語Ⅰ Ａ4-1)①②

基礎ドイツ語Ⅱ Ａ4-1)①②

基礎韓国語Ⅰ Ａ4-1)①②

基礎韓国語Ⅱ Ａ4-1)①②

韓国語海外研修 Ａ4-1)①②③、Ｂ3-3)②

文化人類学

日本史特論 B1-①

鹿児島の歴史 B1-①

5.人間が共存する仕組み

統合 統合 統合 　　　　　　人間と看護
　　　　　→看護専門科目へ

1.人間の文化的側面をと
らえる態度

Ｂ1-①、B2-2)⑥、Ｂ2-3)①、Ｃ2-１)(3)④、Ｃ2-３)②

Ａ1-3)①、Ａ3-1)①②③、B2-2)①②、Ｂ2-3)①、Ｃ2-1)(1)
①②、Ｃ2-１)(3)①-⑤、Ｃ2-3)①②、Ｃ2-4)①②③

人間

　人間は生物としてだけでなく、心理・社会的にも成長・発達する
ことにより、文化を生み出し・発展させ、人為的環境を作り出し、
地球生態系に働きかけることのできるようになった唯一の存在であ
る。こうした側面を持つ人間は、文化による産物を用いて生物多様
性によってはぐくまれるいのちを破壊することができる一方、様々
な文化や価値を有する人々と協働し、いのちをとうとび、はぐく
み、つなぐこともできる。

1.人間を心理・社会側面
を有し、成長・発達する
存在としてとらえる技能

1.人間を心理・社会側面
を有し、成長・発達す
る存在としてとらえる
態度

1.人間の文化的側面をと
らえる技能
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主要概念 定義 知識 スキル 態度　 開設科目 モデル・コア・カリキュラム

1.暮らしと生活 新入生ゼミナール A2-1)②③④、A3-1)①-③、B2-4)①②

2.生活の場 政治学 B2-2)①、Ｂ2-5)①

地理学 Ｂ2-2)①②

かごしま教養プログラム Ａ3-1)①②③、Ｂ1①、Ｂ2-4)①②

かごしまフィールドスクール Ａ3-1)①②③、Ｂ1①、Ｂ2-4)①②

ボランティア活動 A2-1)④、A3-1)①②③、C2-3)①②

教養特講Ⅱ A2-1)③④、A3-1)①②③

教養特講Ⅲ A2-1)④、A3-1)①②③、B2-5）①、C2-3)①②

地域社会論 A1-1)①、Ｂ1①、Ｂ2-3)①、Ｂ2-４)①、Ｃ2-３)①

まちづくり概論 B１-①、Ｃ2-4)①

3.集団と個人 社会学 B2-2)①

地域創生Ⅰ B１-①、B2-4)①②、Ｃ2-3)①②

地域創生Ⅱ B１-①、B2-4)①②、Ｃ2-3)①②

4.生活と経済 経済学 B2-2)①、Ｂ2-5)①、C2-2)⑧

5.人間にとっての労働 地域経済論 B2-2)①②、B2-5）①、C2-2)⑧

環境経済論Ⅰ B2-2)①②③④

環境経済論Ⅱ B2-2)①②④

6.先端技術・情報生活 データサイエンス・AI入門 B2-６)④、G2-2)①

情報処理 B2-６)④、G2-2)①

確率と統計 A2-1)①

論理的思考と数的処理 A2-1)①

キャリア形成のための文章力育成 A2-1)①

数学Ⅰ A2-1)①

数学Ⅱ A2-1)①

地域から世界へ B2-4)①②、B3-3)②

医療情報活用論 B2-6)④⑤

7.暮らしをまもる制度 法学 A１-1)①、Ａ1-2)①、Ａ1-3)①

日本国憲法 A１-1)①、Ａ1-2)①、Ａ1-3)①

暮らしをまもる制度 B-2-3)⑦、Ｂ2-5)①②③④

　　　　　暮らしと看護
　　　　　→看護専門科目へ

暮らし

　暮らしとは、生物・心理・社会的側面を有する人間が営んでいる
食生活、住生活、対話生活、家庭生活、労働生活、情報生活等のよ
うな様々な生活の側面に、その人らしい価値や生き方が反映される
ことによって、全体像として捉えられるものをいう。

1.人間の暮らしを多様な
生活の側面からとらえる
技能

1.人間の暮らしを多様な
生活の側面からとらえ
る態度

A1-1)①、Ａ1-2)①、Ａ3-1)①②③、A5-１)①②③、Ｂ1①
②、Ｂ2-2)①②④、B2-3)⑥⑦、B2-４)①②、Ｂ2-5)①-
④、Ｃ2-３)①②

1.個人を関係する集団の
一員として位置付け理解
する技能

1.個人を関係する集団の
一員として位置付け理
解する態度

1.個人を社会を担う一員
としてとらえ理解する技
能

1.個人を社会を担う一員
としてとらえ理解する
態度

1.情報化社会における自
己の在り方を検討し、活
用する技能

1.情報化社会における自
己の在り方を検討し、
活用する態度

1.個人の価値観や生き方
を暮らしを通して理解す
る技能

1.個人の価値観や生き方
を暮らしを通して理解
する態度

統合 統合 統合
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主要概念 定義 知識 スキル 態度　 開設科目 モデル・コア・カリキュラム

1.健康とは 日常生活に生かすスポーツ科学 Ｂ2-1)③、Ｃ2-1)(2)⑫

現代社会とスポーツ B2-2)②

スポーツ実習Ⅰ～Ⅴ A4-1)①、B2-3)③

からだの仕組みと働きⅠ

からだの仕組みと働きⅡ Ｃ3-2)(4)①②③、Ｃ3-2)(5)①-⑧、

3.健康現象 代謝と栄養 Ｃ2-1)(2)①②③④、C5-2)⑤

4.生命力
5.健康回復の促進

感染と防御 C4-2)(6)①②③、Ｃ5-3)(12)①

からだの異常の診断技術 C4-1)(1)①②③、C5-2)①、C5-4)(2)①-⑧、Ｄ2-4)①

薬理学 C5-4)(1)①-⑪

健康障害とその治療Ⅰ

健康障害とその治療Ⅱ

健康障害とその治療Ⅲ

健康障害とその治療Ⅳ

6.保健医療システム 健康をまもる法律 B2-5)⑤⑥、B3-1)①③、C1-2)②

7.社会の動向と健康 働く人の健康 Ｂ2-1)①-⑦、Ｂ2-3)②③④

保健統計学 B2-６)①-⑤

疫学 Ｂ1②、B2-６)①-⑤

8.医療倫理

　　　　　　健康と看護
　　　　　→看護専門科目へ

B2-5)①-⑥、Ｂ2-3)⑤、Ｂ2-4)①②、E1-1)⑦、E1-2)⑦、
Ｅ2-1)①‐⑨

健康

　健康とは、人間の暮らしを支えるいのちに関する現象であり、こ
の健康現象は個人を構成する細胞レベルから個人を取り巻く生態系
や人為的環境、成長・発達における生の実現に多大の影響を及ぼす
ものである。
　健康現象は、生命力が最良に発揮している状態から生命力の喪失
という連続的な過程及び、いのちの生物・心理・社会的側面が互い
に影響しあっている様、さらに独自な存在としての個人の主観的評
価によって、総合的に理解されるものである。

1.健康を個人の中でよい
状態から悪い状態まで連
続体として変化するもの
ととらえ理解する技能

1.健康を個人の中でよい
状態から悪い状態まで
連続体として変化する
ものととらえ理解する
態度 Ｃ3-2)(1)①②③④、Ｃ3-2)(2)①②、Ｃ3-2)(3)①-⑥、C3-

1)(1)①②③、C3-1)(2)①

1.健康回復には、治療と
自然治癒力を要すること
を理解する技能

2.健康回復には、治療と
自然治癒力を要するこ
とを理解する態度

からだの異常と発生メカニズム C4全て、C3-1)(1)①②③、C3-1)(2)①、Ｃ3-3)(3)①－③、
Ｃ5-3)(12)①、Ｂ2-1）⑦

C5-1)①②、Ｃ5-２)①-⑦⑩、C5-３)(1)①、Ｃ5-3)(2)①、
Ｃ5-3)(3)①、Ｃ5-3)(4)①

Ｃ5-1)①②、Ｃ5-２)①-⑧⑩、Ｃ5-3)(5)①、Ｃ5-3)(6)①、
Ｃ5-3)(7)①、Ｃ5-3)(8)①、Ｃ5-3)(9)①

Ｃ3-3)(1）①－⑦、Ｃ3-3)(2）①②、C5-1)①、Ｃ5-3)(11)
①

B-2-3)④、Ｃ3-3）(2)④、Ｃ3-3)(3)①-③、C5-1)①、Ｃ5-
2)①②⑥⑨、Ｃ5-3)(10)①、Ｄ3-4）①②

Ａ3-1)①②③、Ｂ1-①②、B2-1)①②④⑤⑥⑦、Ｂ2-2)①
②、Ｃ2-1)(1)②、Ｃ2-1)(3)①－⑤、Ｃ2-3)①②、C2-4)①
②、Ｃ2-1)(2)⑰⑲⑳㉒

1.保健医療システムを理
解し、自己の役割と関連
づけてとらえる技能

1.保健医療システムを理
解し、自己の役割と関
連づけてとらえる態度

保健医療福祉行政論

統合 統合 統合

1.社会状況の変化が健康
に及ぼす影響を理解す
る態度

1.医療倫理を理解し、倫
理的に行動する技能

1.医療倫理を理解し、倫
理的に行動する態度

→看護倫理へ

1.社会状況の変化が健康
に及ぼす影響を理解する
技能
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主要概念 定義 知識 スキル 態度　 開設科目 モデル・コア・カリキュラム

1.看護職の使命、役割 看護への招待

2.看護実践の基礎
1）対象の基本的人権の尊重

2）対人関係 援助関係論
3）ケアリング

4）看護技術 生活機能援助論Ⅰ：安全をまもる機能

生活機能援助論Ⅱ：生きるを支える機能

生活機能援助論Ⅲ：食物・水分摂取を支える機能

生活機能援助論Ⅳ：排便・排尿を支える機能

生活機能援助論Ⅴ：動くを支える機能

生活機能援助論Ⅵ：休むと情報交換を支える機能

生活機能援助論Ⅶ：子どもを産み育てることを支える機能

看護

　看護は、いのち、人間、健康、暮らしについての洞察や理解を深
めつつ、専門職業人としての倫理的、科学的態度を基礎にしなが
ら、個人あるいは地域社会で生活している人々を対象として、その
人らしくより健康的な暮らしを営めることを目指して働きかける行
為である。
　看護の独自性は、健康現象を対象が一体化して生活している暮ら
しの場で生じている人間反応としてとらえ、その苦悩に対処すると
共に、そこでの関わりを通じて認識された課題を、健康現象過程、
対象の様々な生活の側面、発達過程、集団レベルにおいて動的にと
らえ、よりよい援助を実施するという過程を積み重ねていくことに
よって螺旋的に発展していくものである。
　これらの働きかけの根幹には、看護者が対象の人権を尊重し、対
象との対人関係を築くことが据えられなければならない。この対人
関係は、両者が目標を共有しながら、相互理解を深めていく過程に
おいて、さらに発展していくものである。この相互理解の深まりが
看護の働きかけの質に影響する。
また、様々な場や状況にある対象の医療ニーズを満たしていくため
に、組織として看護に取り組み、多職種と関係を築き協働していく
必要がある。
　これらの看護実践能力を高めていくために、看護職は生涯にわ
たって看護を探求し、自己研鑽していく必要がある。

2.看護が果たすべき役
割を歴史的・今日的に
検討し、自らと関連づ
ける態度

3.対象のおかれた状況を
共感的に理解し、対象に
よい変化をもたらし、信
頼される関係を築く技能

3.対象のおかれた状況
を共感的に理解し、対
象によい変化をもたら
し、信頼される関係を
築く態度

1.看護とは何かの探求を
通して、自らが考える看
護と比較検討し、看護の
本質を深く理解する技能

1.看護とは何かの探求
を通して、自らが考え
る看護と比較検討し、
看護の本質を深く理解
する態度

看護学概論 Ａ1-1)①②③④、A1-2)①-⑤、A7-1)①②、A7-2)①②、
A7-3)①②③、A9-1)①②③、Ｂ3-1)①②③、Ｂ3-3)①②
③、Ｃ1-3)①②、Ｃ5-1)①、E1-1)⑨,E1-2)⑨⑩、A2-1)
②、A-5-1)①、A-5-1)②、A-5-1)③、C1-2)②③

1.対象の基本的人権の尊
重について深く洞察し、
自らの行動と関連付けて
検討する技能

1.対象の基本的人権の
尊重について深く洞察
し、自らの行動と関連
付けて検討する態度

看護倫理 Ａ1-2)①－⑤、Ａ1-3)①-③、B3-2)-(1)①②③④、B3-2)(2)
①-⑤、Ｃ3-3)(3)①-③、Ｄ4-5)②③⑥

2.看護職に求められる倫
理を検討し、自らと関連
づけて理解する技能

2.看護職に求められる
倫理を検討し、自らと
関連づける態度

2.看護が果たすべき役割
を歴史的・今日的に検討
し、自らと関連づけて理
解する技能

Ａ1-2)①-⑤、Ａ1-3)①、A4-1)①②③、Ｂ3-2)(2)①－⑤、
Ｄ1-1)①②③、Ａ9-1)②、Ｃ2-1)(2)⑱

4.看護実践の基本となる
専門的知識（看護過程、
看護技術、発達過程、健
康現象過程、場、集団レ
ベルに応じた看護実践）
を探求し、その基本的事
項を実践する技能

4.看護実践の基本とな
る専門的知識（看護過
程、看護技術、発達過
程、健康現象過程、
場、集団レベルに応じ
た看護実践）を探求
し、その基本的事項を
実践する態度

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｃ2-1)（2）⑧
⑨、Ｃ5-3)(8)①、Ｄ2-1)①②③、Ｄ2-2）(1)①－④、Ｄ2-
2)(2)①②、Ｄ2-2)(4)①、Ｄ2-3)①⑤、A2-1)②

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｃ5-3)(1)①,Ｃ5-
3)(2)①,Ｃ5-3)(3)①、Ｄ2-1)①②③、Ｄ2-2）(1)①-④、Ｄ
2-2)(4)①、Ｄ2-3)⑥、A2-1)②

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｃ2-1)(2)①②③
④⑤、Ｃ5-3)(4)①、Ｃ5-3)(6)①、Ｄ2-1)①②③、Ｄ2-
2)(1)①－④、Ｄ2-2)(4)①、Ｄ2-3)②、A2-1)②

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｃ2-1)(2)⑥⑦、
Ｃ5-3)(4)①,Ｃ5-3)(7)①,Ｄ2-1)①②③、Ｄ2-2)(1)①－④、
Ｄ2-2)(4)①、Ｄ2-3)③、A2-1)②

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ａ6-2)①-③、Ｃ
2-1)(2)⑩⑫⑬、Ｃ5-3)(9)①、Ｄ2-1)①②③、Ｄ2-2)(3)
①、Ｄ2-3)⑤、Ｄ2-2)(4)①、Ｄ2-2)(1)①－④、A2-1)②

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｃ2-1)(2)⑪、Ｃ
5-3)(9)①、Ｄ2-1)①②③、Ｄ2-2)(3)②③、Ｄ2-3)④、Ｄ2-
2)(4)①、Ｄ2-2)(1)①－④、Ｃ2-1)(2)⑰㉑、A2-1)②

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｃ2-1)(2)⑭⑮
⑯、Ｃ3-3)(1)⑤-⑦、Ｃ3-3)(2)①②、Ｄ2-1)①②③、Ｄ2-
2)(4)①、Ｄ2-2)(1)①－④、Ｄ3-1)②④⑥、Ｄ3-2)⑥、A2-
1)②

Ｃ1-1)①②③、Ｃ1-2)①、Ｃ1-3)①②、Ｄ1-1)①②③、Ａ6-
1)①、A2-1)②

-設置等の趣旨(資料)-21-



主要概念 定義 知識 スキル 態度　 開設科目 モデル・コア・カリキュラム

生活機能援助論Ⅷ：救命救急・診療の補助

生活機能援助論Ⅸ：在宅展開・事例展開

5）家族の理解 1.対象を家族の一員とし
て捉え理解する技能

1.対象を家族の一員と
して捉え理解する態度

家族看護論 Ｃ2-2)①-⑨、Ｄ2-2)(1)⑦

6）看護展開 看護展開基礎論　

3.健康な人を対象とする看護

1）健康現象と人間反応 健康増進看護総論Ⅱ：成育保健 D3-1)①－⑩、D3-2)①-⑪、C3-3)(2)①②

2）場に応じた看護 健康増進看護総論Ⅲ：成人老年保健 D3-3)①-④、D3-4)①-⑧、C3-3)(2)③④

3）集団レベルに応じた看護 健康増進看護総論Ⅳ：精神保健 D5①-⑩、C3-3)(2)③

4）地域包括ケア 健康増進ケア論Ⅰ：地域保健看護活動の基礎 E2-1)①-⑨、B3-3)①

健康増進ケア論Ⅱ：対象の発達段階に応じた地域看護活動 E2-2)①-⑦

健康増進ケア論Ⅲ：健康課題の特性に応じた地域看護活動 E2-2)①-⑦、B3-3)①②③

健康増進ケア論Ⅳ：学校・産業保健活動 E1-1)⑤⑥、E1-2)⑤⑥、B3-3①②③

1）発達過程に沿った看護 健康回復過程論Ⅰ：急性-回復期・治療過程における看護 D4-2)①-⑪、D4-3)①-⑧、C2-1)(3)③

2）健康現象過程に沿った看護 健康回復過程論Ⅱ：リハビリ期・慢性期の看護 D4-3)①-⑧、D4-4)①-⑩、C2-1)(3)③

成育健康回復ケア概論 D3-1)①-⑩、D3-2)①-⑪、E1-1)④、E1-2)④

成人老年健康回復ケア概論 D3-3)①－④、D3-4)①-⑧、E1-1)③④、E1-2)③④

成育健康回復ケア論Ⅰ D3-1)①-⑩、E1-1)④、E1-2)④

成育健康回復ケア論Ⅱ D3-2)①-⑪、E1-1)④、E1-2)④

成人健康回復ケア論 D3-3)①－④

老年健康回復ケア論 D3-4)①-⑧、E1-1)③④、E1-2)③④

精神健康回復ケア論 D5①-⑩、E1-1)④、E1-2)②④

在宅健康回復ケア論 E1-1)②③④⑧、E1-2)②③④⑧、E2-2)①-⑦

健康回復看護総論実習 F1-1)①②④、F1-2）②

看護

1.看護実践力を育成す
る専門的知識（健康現
象過程、場、集団レベ
ルに応じた看護実践、
地域包括ケア）を探求
し、その基本的事項を
実践する態度

健康増進ケア論実習

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｃ5-3)(1)①、Ｃ
5-3)(2)①、Ｃ5-3)(3)①、Ｃ5-3)(6)①、Ｄ2-1)①②③、Ｄ
2-2)(4)①、Ｄ2-4)②③④⑤、Ｄ2-2)(1)①－④、A2-1)②

健康増進看護総論Ⅰ：地域保健
B-2-3)④、D4-1)①－⑥、E1-1)⑤⑥⑦⑧、E1-2)②、B3-3) 
①②③

Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

4.健康障害を有する人を対象と
する看護

1.看護実践力を育成する
専門的知識（発達過程、
健康現象過程に沿った看
護）を探求し、その基本
的事項を実践する技能

1.看護実践力を育成す
る専門的知識（発達過
程、健康現象過程に
沿った看護）を探求
し、その基本的事項を
実践する態度

健康回復看護総論 E1-1)①⑧、E1-2)①②、D6-3)①-⑧、C1-2)②、C2-1)(3)
③、C2-2)①

健康回復過程論Ⅲ：人生の最期のとき・外来通院期の看護 D4-5)①-⑧、Ｃ2-4)③、C2-1)(3)③、E2-2)①、D4-4)⑨

精神・在宅健康回復ケア概論 D-5①-⑩、E1-1)②③④⑧、E1-2)②③④⑧、E2-2)①-⑦

A2-1)③、Ａ2-2)①②③④、A3-1)①②③、Ｄ2-2)(1)①-
⑧、Ｄ2-2)(2)①②、Ｄ2-2)(3)①②③、Ｄ2-2)(4)①、Ｄ2-
3)①-⑥,E1-2)⑧、A2-1)②

Ａ3-1)①②③、A4-1)①②③,C1-4)①-⑦、D1-1)①②③、Ｄ
1-2)①-⑤、Ｄ1-3)①-⑥、Ｄ1-4)①-⑤,D2-2)(1)①-⑤、D2-
2)(2)①②、D2-2)(3)①-③、D2-2)(4)①,D2-3)①-⑥,C2-
1)(2)①-⑬㉑

看護展開基礎実習 Ｆ1-1)①-④⑥、F1-2)①、Ｆ2-1)①-③、⑤⑥⑦⑧,Ｆ2-2)①
-⑤、Ｆ2-3)①-⑥

1.看護実践力を育成する
専門的知識（健康現象過
程、場、集団レベルに応
じた看護実践、地域包括
ケア）を探求し、その基
本的事項を実践する技能

成育健康回復ケア論実習Ⅰ Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

成育健康回復ケア論実習Ⅱ Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

1.対象との援助関係をも
とに、ケアニーズを的確
に判断し、よりよい健康
状態に向けて看護できる
技能

1.対象との援助関係を
もとに、ケアニーズを
的確に判断し、よりよ
い健康状態に向けて看
護しようとする態度
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主要概念 定義 知識 スキル 態度　 開設科目 モデル・コア・カリキュラム

2）健康的な生活の発展 健康増進ケア論発展実習

看護管理論

5）多職種連携 地域包括チームケア論

6）災害時の看護 災害支援論 Ｅ3-1)①-⑤、Ｅ3-2)①-⑥

看護研究 Ａ8-1)①②③、A9-1)①－③、Ｇ-1①-④、Ｇ2-1)①②、G2-
2)①－④

看護キャリア発達論 A9-1)①②③、A9-2)①②、B3-3)①②③

看護

5.総合的看護
1）長期療養を必要とする人を
対象とする看護

1.看護の総合的な実践を
探求する技能

1.看護の総合的な実践
を探求する態度

1.多職種と協働し、地域
や非常事態下で看護職と
して果たすべき役割を
チームにおいて発揮する
技能

1.多職種と協働し、地
域や非常事態下で看護
職として果たすべき役
割をチームにおいて発
揮する態度

成人健康回復ケア論実習 Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

D4-3)⑦、D4-4）①-⑩、E1-1)⑧、E1-2)⑧、E2-1)⑦⑧、
E2-2)①-⑦

長期療養生活ケア論 D4-3)⑦、D4-4）①-⑩、E1-1)⑧、E1-2)⑧、E2-1)⑦⑧、
E2-2)①-⑦

長期療養生活ケア論実習 Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

長期療養生活看護総論

老年健康回復ケア論実習 Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

精神健康回復ケア論実習 Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

在宅健康回復ケア論実習 Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

1.社会のニーズを踏ま
えた良質で安全なケア
を組織を通して提供す
る態度

B～Eまでの知識・技術を用いた思考・判断

Ａ6-1)①②③、Ａ6-2)①－④、D6-1)①-⑧、Ｄ6-2)①-⑧

4）学士課程の学びの統合と活
用

1.様々な看護の状況にお
いて既修得内容を統合し
活用する技能

1.様々な看護の状況に
おいて既修得内容を統
合し活用する態度

D6-3)①-⑧、E1-1)①②③④⑦⑧、E1-2)①②③④⑦⑧⑨、
E2-1)①-⑨、E2-2）①-⑦、A-5-1)①、A-5-1)②、A-5-1)③

6.看護探究 1.看護実践能力を高める
探求と自己研鑽をし続け
る技能

1.看護実践能力を高め
る探求と自己研鑽をし
続ける態度

暮らし探索フィールドワーク C2-1)(3)④⑤、C2-3)①②、C2-4)①、D3-4)①⑧、E1-1）
⑧、E1-2)⑧

卒業研究Ⅰ Ａ8-1)①②③、A9-1)①－③、Ｇ-1①-④、Ｇ2-1)①②,Ｇ2-
2)①-④、Ｇ2-3)①②

卒業研究Ⅱ Ａ8-1)①②③、A9-1)①－③、Ｇ-1①-④、Ｇ2-1)①②,Ｇ2-
2)①-④、Ｇ2-3)①②

看護統合演習

Ｆ1-1)①-⑨、F1-2)①-⑥、Ｆ2-1)①-⑧、Ｆ2-2)①-⑤、Ｆ
2-3)①-⑥

3）社会のニーズを踏まえた組
織的看護

1.社会のニーズを踏まえ
た良質で安全なケアを組
織を通して提供する技能
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暮らしと
看護

健康増進看護総論
Ⅰ地域保健 Ⅱ成育保健
Ⅲ成人老年保健 Ⅳ精神保健

健康増進ケア論 Ⅱ対象の発達段階に応じた地域看護活動

Ⅰ地域保健看護活動の基礎 Ⅲ健康課題の特性に応じた地域看護活動

Ⅳ学校・産業保健活動

成育健康回復ケア論Ⅰ

成育健康回復ケア論Ⅱ
成人健康回復ケア論
老年健康回復ケア論
精神健康回復ケア論
在宅健康回復ケア論

いのち
と看護

災害支援論

地域包括チームケア論

長期療養生活看護総論 長期療養生活ケア論

看護管理論

健康増進ケア論発展
実習

長期療養生活ケア論実習

看護統合演習

暮らし探索
フィールドワーク

看護研究 卒業研究Ⅱ

看

護

実

践

能

力

育

成

科

目

看
護
探
究
科
目

CP4
学生が看護職としての専門性を築きつつ、
着実に看護実践能力を修得できるように、
学生の意欲・関心を起点とし、それらを
拡大発展できるように授業科目を配置し
ます。

CP3
1～2年次には、キャリア教育を含む幅広
い総合的な内容からなる共通教育科目と
ともに、主要概念に基づく看護構想科目
群を主体的に学び、豊かな人間性を有す
る自律した医療人としての基礎を育む構
成とします。

CP5
初年次から、「生活機能援助論」を開講し、
看護への関心を専門職としての知識・スキ
ル・態度の修得に方向づけ、主体的な学習
態度を修得できるように配置します。

CP6
「生活機能援助論」は、基礎看護技術と専門

領域の技術を統合して教授します。
そして、対象の健康状態や出現症状を適
切にアセスメントし、援助技術を考案・実施
・評価することにより、どのような場におい
ても対象に必要な援助を自ら判断し提供で
きる看護実践能力を育む構成とします。

CP7
看護実践能力育成科目群は、保健師と看
護師の役割を統合して果たせる実践能力
を育成するために、対象の健康レベルを枠
組みとして、健康な人を対象とする健康増
進看護、健康障害を有する人を対象とする
健康回復看護、さらに長期療養を必要とす
る人を対象とする長期療養生活看護として
編成します。また、多職種とのチームケア能
力を育むために他学部学生と学ぶ時間を設
けた地域包括チームケア論や災害支援論
などの発展科目も配置します。

CP9
初年次から、多文化について学び国際的
視野を養うとともに、「暮らし探索フィール
ドワーク」等により人々の地域での暮らしに
関心をもてるようにし、社会に貢献する
看護を様々な視点から探究する「卒業研
究」に発展できるように編成します。

CP8
実習では、最初に「既修得理論・技術」の学
習の時間を設けます。また、実習後には、
実習内容を整理・統合する「実践と理論の
統合」の時間を設け、看護の役割の明確化
と自覚を高めるとともに、自身の看護実践を
説明可能なものとできるように構成します。

共通教育科目

〔人間教養科目〕自然科学（2）
生命科学 環境科学

DP1（知識・技能）
いのちについて多角的
にとらえ検討して説明
できる。

DP2（知識・技能）
対象を地域で暮らす人
として全人的にとらえて
説明できる。

DP3（思考・判断・表現）
様々な健康レベルにある
対象の生活・健康状態を
根拠に基づいて判断する
能力が身についている。

DP6（関心・意欲・態度）
対象の尊厳を護る態度
が身についている。

DP5（思考・判断・表現）
対象の健康課題を解決
する能力が身について
いる。

DP4（思考・判断・表現）
対象から信頼される関係
を築くことができる。

DP7（関心・意欲・態度）
地域包括ケアチームに
おいて保健師と看護師
の役割を統合した看護
の専門性を発揮し、協働
できる能力が身について
いる。

DP8（関心・意欲・態度）
よりよい看護実践に意
欲と関心をもち、グロー
カルな視点を基に探究
し続ける姿勢が身につ
いている。

【人材養成像】いのちをとうとび、はぐくみ、つなぐことを基本姿勢とし、人々が地域において健康的な暮らしを営めるように、よりよい健康課題の解決法を探究しつつ取り組むことができる看護職

主
要
概
念

科
目
群

アドミッション・
ポリシー

カリキュラム・ポリシー

DP9
その人らしい地域での暮
らしを支えることができる。

DP10
生活に密着した予防活
動を行うことができる。

DP11
健康課題の解決を手助
け、支援することができ
る。

DP12
生活機能の回復・維持を
手助け、支援することが
できる。

DP13
健康的な生活をチームで
支えることができる。

DP14
国際・地域社会のニーズ
の変化に対応し、生涯を
通して自己を高めること
ができる。

【総合的な看護実践能力】

看護展開
基礎実習

援助関係論

看護学概論

看護展開基礎論

生活機能援助論
Ⅰ：安全をまもる機能
Ⅱ：生きるを支える機能

Ⅲ：食物・水分摂取を支える機能
Ⅳ：排便・排尿を支える機能

Ⅴ：動くを支える機能
Ⅵ：休むと情報交換を支える機能

Ⅶ：子どもを産み育てることを支える機能

Ⅷ：救命救急・診療の補助
Ⅸ：在宅展開・事例展開

看護倫理

家族看護論

健康回復看護総論

健康回復過程論
Ⅰ急性‐回復期・治療過程における看護 Ⅲ人生最期のとき・外来通院

Ⅱリハビリ期・慢性期の看護 期の看護

成育健康回復ケア概論
成人老年健康回復ケア概論
精神・在宅健康回復ケア概論

専門基礎科目

看
護
実
践
コ
ア
科
目

地域社会論（前）
まちづくり概論（前）
地域経済論
環境経済論Ⅰ(前)
環境経済論Ⅱ

教育方法学
文化人類学（前）
社会心理学
日本史特論
鹿児島の歴史（前）

いのちをはぐくむ地球

生涯発達論

からだの仕組みと働きⅠ
体の仕組みと働きⅡ
代謝と栄養
からだの異常と発生メカニズム

感染と防御
からだの異常の診断技術
働く人の健康

薬理学
保健統計学
疫学
健康をまもる法律
保健医療福祉行政論
健康障害とその治療Ⅰ
健康障害とその治療Ⅱ
健康障害とその治療Ⅲ

健康障害とその治療Ⅳ

CP2
全開設科目を、看護構想、看護実践コア、
看護実践能力育成、看護探究の科目群に
分類し、体系的に編成します。

CP1
人材養成像を基に、保健師と看護師の役割
を統合して果たせる看護職を養成するための
カリキュラムの主要概念を「いのち」「人間」
「暮らし」 「健康」「看護」とし、教育科目を設
定します。

看

護

構

想

科

目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1年次 2年次 3年次 4年次

卒業研究Ⅰ

ディプロマ・ポリシー

（知識・技能）
AP1 看護学を学ぶ上で必要な基礎学力及び対人関係能力を有する人。

（思考力・判断力・表現力）
AP2 身近な問題を多角的・論理的に考え、説明できる人。
AP3 自身の体験したことを振り返り、他者が理解できるように説明できる人。

（関心・意欲・態度）
AP4 いのちをとうとび、はぐくみ、つなぐことに関心をもち、これを専門的に学ぶことに意欲のある人。
AP5 看護に必要な知識、スキル、態度を身につけることに熱心で、それらを発展させる意欲のある人。
AP6 地域に愛着をもち、地域のよりよい医療看護の発展に貢献したい意欲のある人。

医療情報活用論
暮らしをまもる制度

地球で生きるいのち

人

間

暮

ら

し

健

康

い
の
ち

看

護

<DP1> <DP2>

<DP3>

<DP4・5・6・7>

<DP11・12・13>

<DP9・10>

<DP14>

学修成果評価の重要科目 総合実践能力評価の重要科目

<DP8>

〔基礎科目〕キャリアデザイン（5）
コミュニケーション力育成 等

〔人間教養科目〕人文科学（10）
日本文学 等

〔人間教養科目〕地域志向（3）
地域創生Ⅰ・Ⅱ 等

〔コミュニケーションスキルズ科目〕英語（9）
英語オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 等

〔コミュニケーションスキルズ科目〕第二外国語（9）
基礎中国語Ⅰ・Ⅱ 等

〔基礎科目〕
数理・データサイエンス・AI（3） 情報処理等
キャリアデザイン（2） 論理的思考と数的処理等

〔人間教養科目〕
社会科学（6） 日本国憲法 等
自然科学（2） 数学Ⅰ・Ⅱ
地域志向（8） 地域から世界へ 等

〔スポーツ・健康科目〕
講義（2） 現代社会とスポーツ 等
実習（5） スポーツ実習Ⅰ～Ⅴ

学部横断科目

健康増進ケア論実習 在宅健康回復ケア論実習

成育健康回復ケア論実習Ⅰ 成育健康回復ケア論実習Ⅱ

成人健康回復ケア論実習 老年健康回復ケア論実習

精神健康回復ケア論実習

看護キャリア発達論
＊（4）

健康回復看
護総論実習

人間と
看護

看護への招待
健康と
看護

共通教育科目（再掲）

〔人間教養科目〕
日本文学 外国文学 音楽文化論
日本史 西洋史 東洋史
東西文化の交流
地域創生Ⅰ・Ⅱ Japanology
地域から世界へ かごしま教養プログラム
かごしまフィールドスクール
海外インターンシップ

〔コミュニケーションスキルズ科目〕
英語オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ
英語海外研修 英語リーデリング
英語ライティング 英文読解の技法
Global Economy and Business
基礎中国語Ⅰ・Ⅱ 基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ
基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ 基礎韓国語Ⅰ・Ⅱ
韓国語海外研修

地域社会論（前）
まちづくり概論（前）
地域経済論
環境経済論Ⅰ(前)
環境経済論Ⅱ

文化人類学（前）
日本史特論
鹿児島の歴史（前）

看護学概論（再掲）＊（2）

専門基礎科目(再掲)

共通教育科目

新入生ゼミナール

＊（ ）は国際看護・保健に
関するコマ数を示す

健康増進ケア論Ⅲ（再掲）

＊（2）
健康増進ケア論Ⅳ（再掲）

＊（2）

健康増進ケア論Ⅰ（再掲）

＊（1）
健康増進看護総論Ⅰ （再掲）

＊（2）

■看護学部看護学科カリキュラムマップ 資料8
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最低修得 最低修得

必修 選択 必修 選択 単位数 必修 選択 単位数

110027 2 30 前 1 104480 いのちをはぐくむ地球 1 15 1 前（集） 1

100076 データサイエンス・AI入門 2 30
履修
指定

前 1 104610 地球で生きるいのち 1 15 1 後 1

100076 情報処理 2 30 前 1 103711 教育方法学 2 30 前 1

104170 2 30 後 1 203890 文化人類学　♦ 2 30 前 1

116070 2 30 前（後） 1 203614 社会心理学 2 30 後 1

106070 2 30 前 1 202100 2 30 後 1

106070 2 30 後 1 202197 2 30 前 1

206070 2 30 前 3 101430 生涯発達論 2 30 2 後 2

206070 2 30 後 3 103335 地域社会論　♦ 2 30 前 1

206070 2 30 後 2 203335 まちづくり概論　♦ 2 30 前 1

206070 2 30 前 3 203329 地域経済論　♦ 2 30 後 1

109100 2 30 前（後） 1 205190 環境経済論Ⅰ　♦ 2 30 前 1

109300 2 30 前 1 205190 環境経済論Ⅱ　♦ 2 30 後 1

107620 2 30 後 1 104929 医療情報活用論 1 15 1 後 2

102100 2 30 前（後） 1 103640 暮らしをまもる制度 1 15 1 後 2

102300 2 30 前（後） 1 104911 からだの仕組みと働きⅠ 1 30 1 前 1

102200 2 30 前（後） 1 104911 からだの仕組みと働きⅡ 1 30 1 後 1

102090 2 30 前 1 104914 代謝と栄養 1 30 1 後 1

101000 2 30 前（後） 1 104916 1 30 1 後 1

101500 2 30 前（後） 1 104917 感染と防御 1 30 1 後 1

101401 2 30 前（後） 1 104921 からだの異常の診断技術 1 30 1 後 1

103210 2 30 前 1 104915 薬理学 1 30 1 前 2

103231 日本国憲法 2 30 前（後） 1 104929 働く人の健康 1 15 1 後 1

103110 2 30 前 1 104930 健康障害とその治療Ⅰ 1 30 1 前 2

103310 2 30 前（後） 1 104930 健康障害とその治療Ⅱ 1 30 1 前 2

103610 2 30 後 1 104930 健康障害とその治療Ⅲ 1 30 1 前 2

102901 2 30 前 1 104930 健康障害とその治療Ⅳ 1 30 1 後 2

104100 2 30 前 1 104980 保健統計学 1 30 1 前 2

104100 2 30 後 1 104980 疫学 2 30 2 前 2

104600 2 30 前（後） 1 104981 健康をまもる法律 1 30 1 前 2

104680 2 30 前（後） 1 104980 保健医療福祉行政論 2 30 2 前 2

103617 2 30 前 1 104929 看護への招待 1 30 1 前 1

103617 2 30 後 1 204929 看護学概論　♦ 1 30 1 後 1

102100 2 30 後 1 人間 204929 援助関係論 1 30 1 後 1

103336 2 30 前 1 204929 看護倫理 1 30 1 後 2

110000 2 30 前（集） 1 214929 生活機能援助論Ⅰ：安全をまもる機能 1 30 1 前 1

110000 2 30 前（集） 1 214929 生活機能援助論Ⅱ：生きるを支える機能 1 30 1 前 1

110000 2 90 後 1 214929 生活機能援助論Ⅲ：食物・水分摂取を支える機能 1 30 1 後 1

236070 3 120 前（後）集 2 214929 生活機能援助論Ⅳ：排便・排尿を支える機能 1 30 1 後 1

100000 2 30 前 1 214929 生活機能援助論Ⅴ：動くを支える機能 1 30 1 前 2

100000 2 30 後 1 214929 生活機能援助論Ⅵ：休むと情報交換を支える機能 1 30 1 前 2

100000 2 75 前 1 214929 生活機能援助論Ⅶ：子どもを産み育てることを支える機能 1 30 1 後 2

12831 1 30 前 1 214929 生活機能援助論Ⅷ：救命救急・診療の補助 1 30 1 後 2

128311 1 30 後 1 214929 生活機能援助論Ⅸ：在宅展開・事例展開 1 30 1 後 2

138300 2 90 前（集） 1 204929 家族看護論 1 30 1 後 2

128377 1 30 前(後） 1 204929 看護展開基礎論 1 30 1 前 2

128360 1 30 後 1 234929 看護展開基礎実習 2 90 2 前 2

108375 2 30 前 1 204929 1 30 1 後 1

108300 2 30 後 1 204929 1 30 1 後 1

118350 コミュニケーションのための英文法 2 30 前 1 204929 1 30 1 後 1

118378 2 30 後 1 204929 1 15 1 後 1

128200 1 30 前 1 204929 1 30 1 前 2

128200 基礎中国語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 後 2

128500 基礎フランス語Ⅰ　♦ 1 30 前 1 204929 1 30 1 後 2

128500 基礎フランス語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 後 2

128400 基礎ドイツ語Ⅰ♦ 1 30 前 1 204929 3 135 3 前・後 3

128400 基礎ドイツ語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 前 2

12829 基礎韓国語Ⅰ　♦ 1 30 前 1 204929 1 30 1 前 2

12829 基礎韓国語Ⅱ　♦ 1 30 後 1 204929 1 30 1 前 2

12829 韓国語海外研修　♦ 2 90 前（集） 1 204929 1 30 1 後 2

107801 日常生活に生かすスポーツ科学 2 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

107801 現代社会とスポーツ 2 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

127800 スポーツ実習Ⅰ（屋内集団球技） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

127800 スポーツ実習Ⅱ（屋内個人球技） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 前 2

127800 スポーツ実習Ⅲ（個人種目） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 後 2

127800 スポーツ実習Ⅳ（屋外個人球技） 1 30 前 1 204929 1 30 1 後 2

127800 スポーツ実習Ⅴ（屋外集団球技） 1 30 前（後） 1 204929 1 30 1 後 2

204929 1 30 1 後 2

204929 1 30 1 後 2

234929 1 45 1 前 2

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

234929 3 135 3 前・後 3

304929 1 15 1 後 3

304929 1 30 1 前 4

304929 2 90 2 前 4

334929 2 90 2 前 4

304929 1 30 1 前 4

314929 1 30 1 後 4

304929 地域包括チームケア論 1 30 1 後 3

304929 災害支援論 1 30 1 後 3

414929 1 30 1 後 1

404929 1 30 1 後 2

404929 1 30 1 前 4

404929 1 30 1 後 4

404929 1 30 1 後 4

卒業要件単位 129

看
護
探
究
科
目
♦

暮らし探索フィールドワーク

看護研究

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

看護キャリア発達論

探究

看護

共通教育科目計

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

ス

キ

ル

ズ

科

目

英語

健康回復看護総論実習

ス

ポ
ー

ツ

・

健

康

科

目

専門基礎科目計 79

在宅健康回復ケア論実習

発

展

長

期

療

養

生

活

看

護

健

康

回

復

看

護

長期療養生活看護総論

長期療養生活ケア論

長期療養生活ケア論実習

健康増進ケア論発展実習

看護管理論

看護統合演習

学

部

横

断

科

目

健康増進ケア論Ⅲ：健康課題の特性に応じた地域看護活動　♦

健康増進ケア論Ⅳ：学校・産業保健活動　♦

健康増進ケア論実習

健康回復看護総論

老年健康回復ケア論実習

精神健康回復ケア論実習

前 2

確率と統計

成育健康回復ケア概論

健康

成人老年健康回復ケア概論

精神・在宅健康回復ケア概論

成育健康回復ケア論実習Ⅰ

15 1

キャリア形成のための一般教養Ⅳ

暮らし

4単位
以上

日本史　♦

倫理学

在宅健康回復ケア論

暮らし

人間

看

護

導

入

科

目

キャリアデザイン

人文科学

15 1

数学Ⅰ
暮らし

数学Ⅱ

生命科学

環境科学

法学

政治学

経済学

社会学  

地理学

104929

看
護
構
想
科
目

15 1

暮らし

いのち

1

1

コミュニケーション力育成

人間

キャリア形成のための一般教養Ⅰ 日本史特論　♦

後 1

必修科目
10単位

選択科目
8単位以上

人間
4単位
以上 1

キャリア形成のための一般教養Ⅱ

15 1

2

論理的思考と数的処理
暮らし

キャリア形成のための文章力育成

日本文学　♦

人間

1

鹿児島の歴史　♦

キャリア形成のための一般教養Ⅲ

後

後 2

東洋史　♦

健康増進ケア論Ⅰ：地域保健看護活動の基礎　♦

健康増進ケア論Ⅱ対象の発達段階に応じた地域看護活動

18 精神健康回復ケア論

看
護
実
践
コ
ア
科
目

地域から世界へ　♦

海外インターンシップ　♦

教養特講Ⅰ

教養特講Ⅱ

人間

英語海外研修　♦

英語リーディング　♦

成育健康回復ケア論Ⅰ

成育健康回復ケア論Ⅱ

成人健康回復ケア論

英語オーラル・コミュニケーションⅠ♦

英語オーラル・コミュニケーションⅡ♦

英語ライティング　♦

英文読解の技法　♦

Global Economy and Business　♦

基礎中国語Ⅰ　♦

看
護
実
践
能
力
育
成
科
目

健康増進看護総論Ⅰ：地域保健　♦

成人健康回復ケア論実習

老年健康回復ケア論

からだの異常と発生メカニズム

心理学

西洋史　♦

看
護
構
想
科
目
群

主要
概念

科目区分

講義

実習

コア

健康

いのち

暮らし

暮らし

TOEIC・TOEFL対策

関連

中国語

フランス
語

第二外国
語

ドイツ語

韓国語

暮らし

看護学科共通教育科目
看護学科専門教育科目

専門基礎科目 専門科目

ナンバリ
ング

B_GEN
授業科目

単位数
時間 配当

年次
配当
年次

単位数
時間 開講

時期

ナンバリ
ング

B_NUR

主要概
念

授業科目配当
年次

科目群最低修得
単位数

開講
時期

科目区分 科目区分

人

間

教

養

科

目

教養特講Ⅲ

かごしま教養プログラム　♦

かごしまフィールドスクール　♦

ボランティア活動

東西文化の交流　♦

哲学

基

礎

科

目

新入生ゼミナール　♦

外国文学　♦

音楽文化論　♦

新入生ゼミナール

数理・データサイエン
ス・AI

地域創生Ⅰ　♦

社会科学

自然科学

地域志向

Japanology　♦

地域創生Ⅱ　♦

♦の科目は、看護探究科目群としても編成

32 専門科目計

統

合

科

目

授業科目
ナンバリ

ング
B_NUR

104929 いのちと看護

104929 人間と看護

暮らしと看護104929

健康と看護

健康増進看護総論Ⅱ:成育保健

健康増進看護総論Ⅲ:成人老年保健

健康増進看護総論Ⅳ：精神保健

健康回復過程論Ⅲ：人生の最期のとき・外来通院期の看護

健康回復過程論Ⅰ：急性-回復期・治療過程における看護

健康回復過程論Ⅱ：リハビリ期・慢性期の看護

健

康

増

進

看

護

成育健康回復ケア論実習Ⅱ

単位数
時間 開講

時期

■看護学部看護学科開設科目一覧 資料9
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看護学部履修規程 

令和３年 11月 24日制定 

第１章 総則 
第１条 鹿児島国際大学学則（以下「学則」という。）第 11条の２に基づき，看護学部

履修規程（以下「履修規程」という。）を定める。 

２ 卒業資格を得るための履修は，学則及び履修規程の定めるところによる。 

３ 学則及び履修規程は，原則として入学当時のものによる。 

第２章 科目の履修 

（卒業資格） 

第２条 卒業資格を得るためには，学則に定められた在学期間中に，別表第１及び別表第

２に従って授業科目を履修しなければならない。なお，卒業に必要な最低単位数は，

129単位とする。 

２ 卒業資格を満たした者は，看護師国家試験受験資格及び保健師国家試験受験資格を得

ることができる。 

（共通教育科目） 

第３条 共通教育科目は，別表第１に従って履修しなければならない。 

（専門教育科目） 

第４条 専門教育科目は，別表第２に従って履修しなければならない。 

（他学部・他学科，単位互換制度及び留学による認定科目） 

第５条 他学部・他学科において開設される授業科目のうち専門教育科目について，所定

の手続きを経て履修することができる。 

２ 前項の履修できる専門教育科目は以下の科目以外とする。 

(1) 演習，実習，事前登録を要する科目

(2) 福祉社会学部社会福祉学科の介護福祉関連科目及び介護福祉士課程科目

(3) 福祉社会学部社会福祉学科の発展科目群の精神保健福祉関連科目（「精神保健福祉

援助演習Ⅰ」「精神保健福祉援助演習Ⅱ」「精神保健福祉援助実習指導Ⅰ」「精神保

健福祉援助実習指導Ⅱ」「精神保健福祉援助実習指導Ⅲ」「精神保健福祉援助実

習」）

３ 履修した科目の修得単位は，「他学部・他学科履修科目」の単位として認定する。た

だし，卒業所要単位数には算入しない。 

４ 単位互換制度及び留学による修得単位の認定については，別に定める。 

（自由選択科目） 

第６条 単位互換制度・留学による修得単位の認定に関する規程に定める自由選択科目の

単位は卒業所要単位に算入しない。 

（年次別履修登録制限及び成績優秀者の表彰） 

第７条 卒業の要件として学生が修得すべき卒業所要単位について，１学期の履修科目と

して登録することができる単位数は，次の表に定める単位数を超えることはできない。 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次(留年生を含む) 

48 48 48 48 

前期 24 後期 24 前期 24 後期 24 前期 24 後期 24 前期 24 後期 24 

■看護学部履修規程 資料 1 0
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２ 卒業所要単位数としない履修科目の登録は，前項の表に示された単位制限には含まれ

ない。また，集中講義科目及び実習科目も前項の表に示された単位制限には含まれな

い。 

３ 前学期の GPAが 3.0を超えた学生は，所定の手続きを経て 25単位を上限として履修

登録できるものとする。この場合，追加単位の次学期への繰り越しはできない。 

４ 入学時から卒業時までの通算 GPAが 4.0の学生は，卒業時に成績優秀者として表彰す

る。 

（履修の順序） 

第８条 授業科目の履修は，低学年次配当科目から順次履修することが望ましい。 

２ 高学年次生が低学年次配当科目を履修することはさしつかえないが，低学年次生が高

学年次配当科目を履修することはできない。 

（転学部・転学科・復学者等の履修） 

第９条 転学科者，復学者の履修は入学時の学則及び履修規程によるものとする。 

２ 転学部者の履修は，特に定めがない限り，所属する学科の同学年の学生と同様の学則

及び履修規程によるものとする。 

（科目等履修生・聴講生の履修） 

第 10条 科目等履修生・聴講生の履修は，別に定める。 

（科目等の公示） 

第 11条 授業科目及び授業時間は，毎学年の始めにこれを公示する。履修に関するその

他の事項については，その都度掲示する。 

（登録） 

第 12条 学生は，毎学年の始めの指定の登録日までに所定の履修届を教務課に提出し，

履修科目を登録しなければならない。ただし，登録日までに登録できなかった場合でも

正当な理由があれば教務部長が登録を許可することがある。 

２ 各学期の開始時に履修登録修正期間を設け，登録済みの科目の取消し及び履修科目の

追加登録を認める。 

３ 前項の履修登録修正期間とは別に，学期の中途に履修登録取消期間を設ける。この期

間には登録済みの科目の取消しのみを認め，追加登録は認めない。 

４ 第２項及び第３項の期間以外に登録済みの科目の取消し及び履修登録の追加登録はで

きない。ただし，正当な理由があればこれを許可することがある。 

５ 演習及び実習については，担当教員の承認を受けて登録しなければならない。 

（二重登録の禁止） 

第 13条 同一時間に２つ以上の科目を重複して登録することはできない。 

（履修科目未登録者の取扱い） 

第 14条 正当な理由なく履修科目を登録しなかった者又は指示に従わない者は，その年

度の履修は認められない。 
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（進級） 

第 15条 次に掲げる進級要件を全て満たさない者は，現年次に留めおく。 

進級年次 進  級  要  件 

２年次 

(1) １年次に１年以上在籍（ただし，休学期間は除く）していること。

(2) １年次後期終了までに履修すべき専門基礎科目及び専門科目の必修

科目における単位未修得科目が２科目以内であること。

３年次 

(1) ２年次に１年以上在籍（ただし，休学期間は除く）していること。

(2) ２年次後期終了までに履修すべき専門基礎科目及び専門科目の必修

科目における単位未修得科目が２科目以内であること。

４年次 

(1) ３年次に１年以上在籍（ただし，休学期間は除く）していること。

(2) ３年次後期終了までに履修すべき専門基礎科目及び専門科目の必修

科目における単位未修得科目が２科目以内であること。

２ ただし，前項に限らず教授会が必要と認めた場合は，進級できる。 

３ 進級判定は各学期末に行い，第１項に掲げる進級要件を全て満たした学生は，翌期か

ら進級することができる。 

（学習支援及び修学確認） 

第 16条 前条に掲げる進級要件を満たせない恐れがある学生及び満たせなかった学生に

対しては，必要な学習支援を行うものとする。 

２ 進級できなかった学生に対して，学生部長は，必要に応じて，本人及び保証人に修学

の意思を確認することができる。 

３ 前学期の GPAが 1.5未満の場合は，担任又は指導教員が本人と面談し，必要な学習支

援を行う。 

４ GPA1.5未満が２学期連続，又は通算で３学期になった学生に対しては，担任又は指導

教員が本人及び保証人と面談し，必要な学習支援を行う。 

５ GPA1.0未満が３学期連続した学生に対しては，学生委員会及び教授会の審議を経て，

学長が必要と認めた場合にのみ，学生部長が本人及び保証人に対して，退学を含めた修

学の意思確認を行う。 

第３章 授業 

（授業） 

第 17条 学生は,登録した科目でなければ授業を受けることはできない。 

（授業の開設期間） 

第 18条 授業は，その開講期間によって次の種類とする。 

(1) 前期開設授業(前期開講，前期完結の授業)

(2) 後期開設授業(後期開講，後期完結の授業)

(3) 通年授業(１年間の継続授業)

(4) 集中講義

(5) 臨時授業

（授業の開講） 

第 19条 選択科目は,年度により開講しないことがある。 
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（授業を受ける人員の制限） 

第 20条 授業は,その内容・教室の都合により授業を受ける資格を限定し，その人数を制

限することがある。 

（授業の選択と指定） 

第 21条 同一科目につき２つ以上の授業が開講されているときは，受けるべき授業が特

に指定されている場合を除き，その中の１つを選択しなければならない。 

（感染症の防止と措置） 

第 22条 学校保健安全法施行規則に定める学校感染症（第一種から第三種）に罹患した

学生は，速やかに事務室へ連絡のうえ，必要な手続きを行わなければならない。必要な

手続きを行った学生に対しては，履修上不利益とならないように配慮する。 

第４章 単位の修得 

（単位の修得） 

第 23条 授業科目の単位を修得するためには，その授業科目を履修し，所定の試験に合

格しなければならない。 

２ その授業科目の単位が修得できず再履修する場合は，再度授業を受けなければならな

い。 

３ 前項の規定にかかわらず，専門基礎科目及び専門科目の必修科目における成績評価が

不可で，当該授業科目を再履修する場合は，再度授業を受けることを免除し，次学期以

降に行う当該授業科目の試験を受けることができる。ただし，再度授業を受けることを

指示された学生は授業を受けなければならない。 

４ 単位を修得した科目は，再度履修することはできない。 

第５章 試験 

（試験） 

第 24条 試験は各科目につき，原則として所定の授業が終了した学期末又は学年末に行

う。 

２ 通年科目においては，中間的な成績評価等のための試験を前期末に行うことがある。 

３ 試験は，研究報告，論文，実験，実習，実技の審査，その他の適切な評価手段をもっ

てこれに代えることがある。 

（受験資格） 

第 25条 次の各号の一に該当する者は，試験を受けることができない。 

(1) 試験を受けようとする授業科目の履修の登録を行っていない者

(2) 授業時数の３分の２以上出席していない者

(3) 授業料，その他の納付金未納の者

(4) 受験に際して有効な学生証を携帯していない者

(5) 試験監督者の指示に従わない者又は試験に関する注意事項を守らない者

（追試験） 

第 26条 追試験については，別に定める。 

（再試験） 

第 27条 再試験については，別に定める。 

 (成績) 

第 28条 成績評価については，別に定める。 
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第６章 規程の改廃 

 (規程の改廃) 

第 29条 この規程の改廃は，教務委員会，学部教授会及び大学評議会の審議を経て，学

長の承認を得なければならない。 

  附 則 

この規程は，令和５年４月１日から施行する。 
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別表第１ 看護学科共通教育科目 

科目区分 主要概念 授業科目 単位 配当年次 卒業所要単位数 

基
礎
科
目

新入生ゼミナール 

暮らし 

新入生ゼミナール 2 1 2単位 

共 

通 

教 

育 

科 

目 

合 

計 

18 

単 

位 

以 

上 

数理・データサイエン

ス・AI

データサイエンス・AI入門 2 1 
履修指定 
（注）参照

情報処理 2 1 2単位 

確率と統計 2 1 

コミュニケーション力育成 2 1 

キャリア形成のための一般教養Ⅰ 2 1 

キャリアデザイン 人間 キャリア形成のための一般教養Ⅱ 2 1 

キャリア形成のための一般教養Ⅲ 2 3 

キャリア形成のための一般教養Ⅳ 2 3 

暮らし 

論理的思考と数的処理 2 2 

キャリア形成のための文章力育成 2 3 

人
間
教
養
科
目

日本文学 2 1 

外国文学 2 1 

音楽文化論 2 1 

日本史 2 1 

人文科学 人間 

西洋史 2 1 

東洋史 2 1 

東西文化の交流 2 1 

哲学 2 1 

倫理学 2 1 

心理学 2 1 

法学 2 1 

日本国憲法 2 1 2単位 

社会科学 暮らし 
政治学 2 1 

経済学 2 1 

社会学 2 1 

地理学 2 1 

暮らし 
数学Ⅰ 2 1 

自然科学 
数学Ⅱ 2 1 

いのち 
生命科学 2 1 

環境科学 2 1 

暮らし 

地域創生Ⅰ 2 1 

地域創生Ⅱ 2 1 

人間 Japanology 2 1 

地域志向 地域から世界へ 2 1 
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暮らし かごしま教養プログラム 2 1 

かごしまフィールドスクール 2 1 

ボランティア活動 2 1 

人間 海外インターンシップ 3 2 

教養特講Ⅰ 2 1 

暮らし 教養特講Ⅱ 2 1 

教養特講Ⅲ 2 1 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ズ
科
目

英語オーラル・コミュニケーションⅠ 1 1 

2単位 
英語オーラル・コミュニケーションⅡ 1 1 

コア 英語海外研修 2 1 

英

語 

英語リーディング 1 1 

英語ライティング 1 1 

英文読解の技法 2 1 

関連 人間 
TOEIC・TOEFL対策 2 1 

コミュニケーションのための英文法 2 1 

Global Economy and Business 2 1 

第

二

外

国

語 

中国語 
基礎中国語Ⅰ 1 1 

基礎中国語Ⅱ 1 1 

フランス語
基礎フランス語Ⅰ 1 1 

基礎フランス語Ⅱ 1 1 

ドイツ語 
基礎ドイツ語Ⅰ 1 1 

基礎ドイツ語Ⅱ 1 1 

基礎韓国語Ⅰ 1 1 

韓国語 基礎韓国語Ⅱ 1 1 

韓国語海外研修 2 1 

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
目

講義 
日常生活に生かすスポーツ科学 2 1 

現代社会とスポーツ 2 1 2単位 

スポーツ実習Ⅰ（屋内集団球技） 1 1 

健康 スポーツ実習Ⅱ（屋内個人球技） 1 1 

実習 スポーツ実習Ⅲ（個人種目） 1 1 

スポーツ実習Ⅳ（屋外個人球技） 1 1 

スポーツ実習Ⅴ（屋外集団球技） 1 1 

（注） 

「データサイエンス・AI入門」は，履修指定とし，配当された年次に全員必ず登録し授業を受けなければ

ならない。 
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別表第２ 看護学科専門教育科目  

科目区分  
主要  

概念  
授業科目  単位  

配当  

年次  

卒業所要  

単位数  

専
門
基
礎
科
目

看護構想科目  

いのち  
いのちをはぐくむ地球  1 1 

2単位  

専

門

基

礎

科

目  

32

単

位

以

上  

地球で生きるいのち  1 1 

教育方法学  2 1 

4単位  

以上  

文化人類学  2 1 

人間  
社会心理学  2 1 

日本史特論  2 1 

鹿児島の歴史  2 1 

生涯発達論  2 2 2 単位  

地域社会論  2 1 

4単位  

以上  

まちづくり概論  2 1 

地域経済論  2 1 

暮らし  環境経済論Ⅰ  2 1 

環境経済論Ⅱ  2 1 

医療情報活用論  1 2 

暮らしをまもる制度  1 2 

からだの仕組みと働きⅠ  1 1 

からだの仕組みと働きⅡ  1 1 

代謝と栄養  1 1 

からだの異常と発生メカニズム  1 1 

感染と防御  1 1 

からだの異常の診断技術  1 1 

薬理学  1 2 20 単位  

健康  働く人の健康  1 1 

健康障害とその治療Ⅰ  1 2 

健康障害とその治療Ⅱ  1 2 

健康障害とその治療Ⅲ  1 2 

健康障害とその治療Ⅳ  1 2 

保健統計学  1 2 

疫学  2 2 

健康をまもる法律  1 2 

保健医療福祉行政論  2 2 

専
門
科
目

看 護 導

入科目  

いのち  いのちと看護  1 1 

専  

門  

科  

目  

79 

単  

位  

人間  人間と看護  1 2 

暮らし  暮らしと看護  1 2 

健康  健康と看護  1 2 

看護  看護への招待  1 1 

看 護 実 践 コ ア

科目  

看護学概論  1 1 

援助関係論  1 1 

看護倫理  1 2 

生活機能援助論Ⅰ：安全をまもる機能  1 1 

看護  
生活機能援助論Ⅱ：生きるを支える機能  1 1 

生活機能援助論Ⅲ：食物・水分摂取を支える機能  1 1 

生活機能援助論Ⅳ：排便・排尿を支える機能  1 1 

生活機能援助論Ⅴ：動くを支える機能  1 2 

生活機能援助論Ⅵ：休むと情報交換を支える機能  1 2 

生活機能援助論Ⅶ :子どもを産み育てることを支える機能  1 2 
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生活機能援助論Ⅷ：救命救急・診療の補助  1 2 

生活機能援助論Ⅸ：在宅展開・事例展開  1 2 

家族看護論  1 2 

看護展開基礎論  1 2 

看護展開基礎実習  2 2 

看

護

実

践

能

力

育

成

科

目  

健康増進  

看護  

健康増進看護総論Ⅰ：地域保健  1 1 

健康増進看護総論Ⅱ：成育保健  1 1 

健康増進看護総論Ⅲ：成人老年保健  1 1 

健康増進看護総論Ⅳ：精神保健  1 1 

健康増進ケア論Ⅰ：地域保健看護活動の基礎  1 2 

健康増進ケア論Ⅱ：対象の発達段階に応じた地域看護活動 1 2 

健康増進ケア論Ⅲ：健康課題の特性に応じた地域看護活動 1 2 

健康増進ケア論Ⅳ：学校・産業保健活動  1 2 

健康増進ケア論実習  3 3 

健康回復  

看護  

健康回復看護総論  1 2 

健康回復過程論Ⅰ：急性－回復期・治療過程における看護  1 2 

健康回復過程論Ⅱ：リハビリ期・慢性期の看護  1 2 

健康回復過程論Ⅲ：人 生 の 最 期 の と き ・ 外 来 通 院 期 の 看 護  1 2 

成育健康回復ケア概論  1 2 

成人老年健康回復ケア概論  1 2 

精神・在宅健康回復ケア概論  1 2 

成育健康回復ケア論Ⅰ  1 2 

成育健康回復ケア論Ⅱ  1 2 

成人健康回復ケア論  1 2 

看護  老年健康回復ケア論  1 2 

精神健康回復ケア論  1 2 

在宅健康回復ケア論  1 2 

健康回復看護総論実習  1 2 

成育健康回復ケア論実習Ⅰ  3 3 

成育健康回復ケア論実習Ⅱ  3 3 

成人健康回復ケア論実習  3 3 

老年健康回復ケア論実習  3 3 

精神健康回復ケア論実習  3 3 

在宅健康回復ケア論実習  3 3 

統

合

科

目  

長 期 療

養 生 活

看護  

長期療養生活看護総論  1 3 

長期療養生活ケア論  1 4 

長期療養生活ケア論実習  2 4 

発展  

健康増進ケア論発展実習  2 4 

看護管理論  1 4 

看護統合演習  1 4 

学 部

横 断

科 目  

地域包括チームケア論  1 3 

災害支援論  1 3 

看

護

探

究

科

目  

探究  

暮らし探索フィールドワーク  1 1 

看護研究  1 2 

卒業研究Ⅰ  1 4 

卒業研究Ⅱ  1 4 

看護キャリア発達論  1 4 

合計  111 単位  
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前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 履修単位 卒業要件

新入生ゼミナール 2

データサイエンス・AI入門 ②

情報処理 2

人間 西洋史 ②

暮らし 日本国憲法 2

いのち 環境科学 ②

暮らし 地域から世界へ ②

人間 英語オーラル・コミュニケーションⅠ 1 英語オーラル・コミュニケーションⅡ 1

健康 現代社会とスポーツ 2

いのち いのちをはぐくむ地球 1 地球で生きるいのち 1

人間 教育方法学 ② 社会心理学 ② 生涯発達論 2

まちづくり概論 ② 地域経済論 ② 医療情報活用論 1

暮らしをまもる制度 1

からだの仕組みと働きⅠ 1 からだの仕組みと働きⅡ 1 薬理学 1 健康障害とその治療Ⅳ 1

代謝と栄養 1 健康障害とその治療Ⅰ 1

からだの異常と発生メカニズム 1 健康障害とその治療Ⅱ 1

感染と防御 1 健康障害とその治療Ⅲ 1

からだの異常の診断技術 1 保健統計学 1

働く人の健康 1 疫学 2

健康をまもる法律 1

保健医療福祉行政論 2

いのち いのちと看護 1

人間 人間と看護 1

暮らし 暮らしと看護 1

健康 健康と看護 1

看護 看護への招待 1

生活機能援助論Ⅰ：安全をまもる機能 1 看護学概論 1 生活機能援助論Ⅴ：動くを支える機能 1 看護倫理 1

生活機能援助論Ⅱ：生きるを支える機能 1 援助関係論 1 生活機能援助論Ⅵ：休むと情報交換を支
える機能

1 生活機能援助論Ⅶ：子供を産み育てるこ
とを支える機能

1

生活機能援助論Ⅲ：食物・水分摂取を支
える機能

1 看護展開基礎論 1 生活機能援助論Ⅷ：救命救急・診療の補
助

1

生活機能援助論Ⅳ：排便・排尿を支える
機能

1 看護展開基礎実習※ 2 生活機能援助論Ⅸ：在宅展開・事例展開 1

家族看護論 1

健康増進看護総論Ⅰ：地域保健 1 健康増進ケア論Ⅰ：地域保健看護活動
の基礎

1 健康増進ケア論Ⅱ：対象の発達段階に応
じた地域看護活動

1 健康増進ケア論実習※ 健康増進ケア論実習※ 3

健康増進看護総論Ⅱ：成育保健 1 健康増進ケア論Ⅲ：健康課題の特性に応
じた地域看護活動

1

健康増進看護総論Ⅲ：成人老年保健 1 健康増進ケア論Ⅳ：学校・産業保健活動 1

健康増進看護総論Ⅳ：精神保健 1

健康回復看護総論 1 健康回復過程論Ⅲ：人生の最期のとき・
外来通院期の看護

1 成育健康回復ケア論実習Ⅰ※ 3 成育健康回復ケア論実習Ⅰ※

健康回復過程論Ⅰ：急性-回復期・治療過程
における看護

1 成育健康回復ケア論Ⅱ 1 成育健康回復ケア論実習Ⅱ※ 3 成育健康回復ケア論実習Ⅱ※

健康回復過程論Ⅱ：リハビリ期・慢性期
の看護

1 成人健康回復ケア論 1 成人健康回復ケア論実習※ 3 成人健康回復ケア論実習※

成育健康回復ケア概論 1 老年健康回復ケア論 1 老年健康回復ケア論実習※ 3 老年健康回復ケア論実習※

成人老年健康回復ケア概論 1 精神健康回復ケア論 1 精神健康回復ケア論実習※ 精神健康回復ケア論実習※ 3

精神・在宅健康回復ケア概論 1 在宅健康回復ケア論 1 在宅健康回復ケア論実習※ 在宅健康回復ケア論実習※ 3

成育健康回復ケア論Ⅰ 1

健康回復看護総論実習※ 1

長期療養生活看護総論 1 長期療養生活ケア論 1

長期療養生活ケア論実習※ 2

健康増進ケア論発展実習※ 2 看護統合演習 1

看護管理論 1

地域包括チームケア論 1

災害支援論 1

暮らし探索フィールドワーク 1 看護研究 1 卒業研究Ⅰ 1 卒業研究Ⅱ 1

看護キャリア発達論 1

79
単位

看
護
学
科
共
通
教
育
科
目

看護構想科目

（備考）単位数に〇がついた科目は選択科目、その他は必修科目である。※がついた科目については実習科目であり、看護学部履修規程により実習科目は、単位制限には含まないとしていることから、合計には「単位制限に含まれない科目」として（　）で示した。

基礎科目

人間教養
科目

コミニケーションス
キルズ科目

スポーツ・健
康科目

専門基礎科目

専門科目

129合計（単位制限に含まない科目）

人文科学

社会科学

自然科学

1年

18
単位

看護構想科目 32
32
単位

健康

暮らし

単位数
主要概念

2年 3年 4年

3

18

看護実践
コア科目

看
護
実
践
能
力
育
成
科
目

統
合
科
目

長期療
養生活
看護

発
展

看護構想
科目

看
護
導
入
科
目

学

部

横

断

科

目

暮らし

健康増進看
護

健康回復看
護

24

探究

79

科目区分

看
護
学
科
専
門
教
育
科
目

看護

新入生
ゼミナール

数理・データサ
イエンス・AI

　3（前・後期：21） 3（4）22

地域志向

英語

講義

看

護

探

究

科

目

24 22（3）

■看護学部看護学科履修モデル 資料11
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■4年間で行う実習の時期

実施年次 科目
単位

（時間数）

健康回復看護総論実習 1（45） ①

看護展開基礎実習 2（90） ②

健康増進ケア論実習 3（135）

成育健康回復ケア論実習Ⅰ 3（135）

成育健康回復ケア論実習Ⅱ 3（135）

成人健康回復ケア論実習 3（135）

老年健康回復ケア論実習 3（135）

精神健康回復ケア論実習 3（135）

在宅健康回復ケア論実習 3（135）

長期療養生活ケア論実習 2（90） ③

健康増進ケア論発展実習 2（90） ④

④「健康増進ケア論発展実習」：全実習施設が鹿児島市内であるため、重複する「健康増進ケア論実習」を鹿児島市内あるいはその近郊の市町村で実施する計画として、教員の移動に伴う
負担を最小にする。産業保健と学校保健に1名ずつ専任教員を配置する。「健康増進ケア論実習」と同時進行するため、担当者が講義等による不在時に必要により代行を行う。尚、産業保健
実習と学校保健実習には、1名ずつ臨地実習サポーターを配置し、教員、実習指導者と連携して実習指導を行う。

*実習期間の重複時の対応について

2グループ（1グループ40名）に分けて行う。学生は、長期療養生活ケア論実習2週間⇔健康増進ケア論発展実習2週間の計4週間実習を行う。

①「健康回復看護総論実習」：他学年の授業を実習期間中の1週間を休講し、補講を前期期間中に実施する。実習担当教員は、基礎看護学分野の教員5名（4名は健康回復ケア論実習の担当な
し）、そして健康回復ケア論実習科目責任者であるが日々の臨地での直接的実習指導を分担できる専任教員を配置している各分野の教授・准教授7名の、計12名で実施する。

②「看護展開基礎実習」：夏季休業期間であるため授業等はない。本実習は、全専門分野における実習の基礎となる看護展開法の修得を目指していることから、各専門分野の教員が共通認
識をもって実習指導に取り組む必要があることから、実習期間が重複する「健康増進ケア論実習」の担当者を除く、18人の専任教員と3名の助手、計21名が担当する。

③「長期療養生活ケア論実習」：実習担当教員は、成人看護学分野の専任教員2名、基礎看護学分野の教員5名（4名は健康回復ケア論実習の担当なし）、計7名で担当する。専任教員が2名1
組となり、2か所の病棟を担当する体制とし、実習期間中に他学年の講義・演習や会議がある時間については、講義等を担当しない教員が代行する。

3年次に実施する7分野の健康回復ケア論実習は、感染が流行しやすい冬季の12月～2月の期間を避けて、4月～11月の期間に、各分野を実習する学生10名を大グループとして編成し、8ロー
テーションを行い実習する計画である。そのため、実習期間が長期に亘ることから、2年次と4年次の①～④の実習と実習期間が重なる。
そこで、実習期間重複時における対応について以下のように計画する。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

*4年次の長期療養生活ケア論実習及び健康増進ケア論発展実習について

2年次

3年次

4年次

資料12

ｖ

ｖ ｖ

ｖ ｖ

ｖ ｖ

ｖ ｖ

ｖ ｖ

ｖ ｖ
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■科目別実習計画概要                             資料 13 

【健康回復看護総論実習】  

配 当  年 次 ：2 年次前期 

単位数(時間) ：1 単位（45 時間） 

 

1.科目の概要 

健康障害（またはその疑い）をきたし、医療機関を受診したり、入院生活を送る対象との関りを

通して、健康障害がこれまでの日々の暮らしにどのような影響を及ぼすのかを理解する。また、入

院、外来治療を受ける対象が描くこれからの暮らしと医療や看護に期待することを把握し、看護の

果たすべき役割を理解できる。 

 

2.到達目標 

1)地域で暮らす人々の日々の営みを考慮し、病院を訪れるということの意味を考え、インタビュー内 

容を計画する。 

2)コミュニケーションを通して、健康に異変を感じ自ら受診行動をおこした思いを傾聴する。 

3)健康に支障をきたしたことが日々の暮らしや健康に対する考え方にどのように影響するのかについ 

て考える。 

4)対象が外来受診や入院治療の経験を通してこれからの暮らしや健康について、どのように考えて 

いるのか、考えることができる。 

5)各自の実習内容を提示しながら、GW を通して自己の健康観、生活観を深める。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

    外来実習は、学生 4 名 1 グループで 20 グループに編成する。病棟実習は、学生 5 名 1 グループ

で 16 グループに編成する。教員 1 名が 1～2 グループを担当し、実習指導者と連携しながら実習を

行う。 

 

2)実習スケジュール 

    (1) 土曜日：学内実習（実習前週の土曜日半日・実習中に代休日を確保する）  

・全体オリエンテーション 

・実習グループ別オリエンテーション 

・既修得内容の復習・整理 

        ・実習課題の予習・明確化 

    (2)月曜日：病院見学実習 

実習施設：鹿児島医療センター 

       ・病院オリエンテーション 

       ・医療機関の組織・体制と役割の実際 

       ・医療機関において看護部が果たしている機能 

       ・医療安全の実際     等 

     (3)火～金曜日：外来・病棟実習 

病棟実習施設: 鹿児島医療センター 

外来実習施設：鹿児島医療センター、鹿児島市立病院、厚生連病院、相良病院 

いまきいれ総合病院、南風病院、今村総合病院 

    (4)土曜日：学内実習（土曜日半日・実習中に代休日を確保する） 

・実習内容の振り返りと整理    

・理論と実践の統合 

・実習成果の発表・討論・まとめ 

          ・実習用 e-ポートフォリオの記載 
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【看護展開基礎実習】 

配 当  年 次 ：2 年次前期 

単位数(時間) ：2 単位（90 時間） 

 

1.科目の概要 

既修得の学修成果を基に、医療機関で入院生活を送る対象のケアニーズに気づき、ケアの必要性を根

拠をもって判断(解釈)、実施(反応)し、その過程を省察することを通して、援助関係を発展させつつ、

看護を発展させる具体的な看護展開の基礎を学ぶ。また、対象の健康状態の回復を促進する日常生活の

重要性を理解し、より安全・安楽なケアを提供できるように学習、検討、考案しながら看護に取り組む

姿勢を身につける。 

 

2.到達目標 

1)入院生活を送る対象のケアニーズに「気づく」ことができる。 

2)ケアニーズが生じる対象の状況に関する情報収集を基に推論を行い、「解釈」を実施し、 

 必要なケアを判断することができる。 

3)対象に必要なケアを実施し、その効果を把握することができる（「反応」）。 

4)ケアを実施しつつその成果を把握し、それらの関連付づけを「省察」することにより、最適なケ 

アを実施できる。 

5)ケアを繰り返し実施することにより、対象から信頼される関係を築くことができる。 

6)一連のケアを通して対象の全体的なケア計画を立案し、対象と協議できる。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

  学生 5 名を 1 グループとして 16 グループを編成する。教員 1～2 名で 1 グループを担当し、 

実習指導者と連携しながら実習を行う。 

   

2)実習スケジュール 

(1)1 週目 1 日目：学内実習(1 日間) 

・全体オリエンテーション   

・実習グループ別オリエンテーション 

・既修得内容の復習・整理 

      ・実習課題の予習・明確化 

      ・自己の実習課題の明確化   

・技術演習 

(2)1 週目 2 日目～2 週 4 日目：病院実習(8 日間) 

  実習施設：対象を受け持ち看護展開する最初の実習であることから、比較的病態が理解しや 

すく、ケアニーズを把握しやすい対象が入院していると考えられる以下の病院の

病棟とした。 

鹿児島医療センター    南九州病院      

指宿医療センター       南風病院   

今村総合病院          JA 鹿児島厚生連病院 

        霧島市立医師会医療センター 

(3)2 週目 5 日目：学内実習(1 日間) 

・実習内容の振り返りと整理    

・理論と実践の統合         

・実習成果の発表・討論・まとめ 

・実習用 e-ポートフォリオの記載 

・実習自己評価・担当教員との個人面接 
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【健康増進ケア論実習】  

配 当  年 次 ：3 年次前期・後期 

単位数（時間）：3 単位（135 時間） 

 

1.科目の概要 

 公衆衛生看護学に関する既修得の学修内容を統合し、保健所、保健センターをはじめとする地域で暮ら

す様々な対象・健康レベルにある人々のある人びとへの看護活動を理解し、看護実践能力の基盤を養う。

具体的には、地域ケアシステムについて理解し、地域看護活動を実践するための基本的技術力を養う。同

時に、健康の保持・増進に向けて、地域診断に基づき、地域のヘルスニーズを充たすための地域看護の専

門的活動方法を理解する。 

 

2.到達目標 

   1)個人・家族への継続的な支援の意義と方法を説明できる。 

   2)地域の社会資源を活用し生活を支援する方法を説明できる。 

   3)ヘルスニーズを充たすための専門的活動方法を説明できる。 

4)保健医療福祉チームの一員として自覚を持ち、保健師の役割、専門性について説明できる。 

5)地域全体に対して PDCA を展開する過程を説明できる。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

     学生 10 名を大グループとし、8 ローテーションを行って全員が実習できるようにする。そし

て、実際の実習においては、10 名をさらに 2～3 名の小グループに編成して実習する。教員 1 名

が小グループの 1 つを担当し、遠隔地の実習場には臨地実習サポーターを配置し、実習指導者と

連携しながら実習を行う。 

 

2)実習スケジュール 

(1)学内実習（1～2 日間）  

 ＜理論と実践の統合Ⅰ＞ 

・オリエンテーション   

・実習の目的目標を確認し、準備性を高める 

・実習プログラムを踏まえ、自らの課題を整理し、取り組み方法を確認する 

・健康教育の準備を行う 

(2) 市町村実習（9～10 日間） 

   *委託型地域包括支援センター，難病療養者訪問看護等を含む 

 ・住民の身近な場所で健康と生活を守る市町村保健師の地区活動の展開方法と援助技術を 

学ぶ 

・個別及び地域全体のヘルスニーズをとらえる方法を家庭訪問の同行や保健事業への参加 

から学ぶ 

・市町村保健師の担う役割について検討する 

(3)保健所実習（2 日間） 

 ・複数の市町村を管轄する保健所の広域的・専門的機能、及び市町村支援の方法を保健師 

の地区活動実践から学ぶ。市町村実習での体験・学びを含め、保健師の役割について検討 

する 

(4)学内実習：2 日間 

＜理論と実践の統合Ⅱ＞ 

             ・実習体験の学びをもとに討論し、生活の営みの中で人々の健康生活を支える看護のあり

方と看護活動、それらの活動の基盤となる看護学についての理解を深めるとともに、看

護職の社会的使命について考える機会とする 
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       ・実習用 e-ポートフォリオの記載 

・実習自己評価・担当教員との個人面接 

 

 

【成育健康回復ケア論実習Ⅰ】  

配 当  年 次 ：3 年次前期・後期 

単位数（時間）：3 単位（135 時間） 

 

1.科目の概要 

  成育看護学に関する既修得の学修内容を基に、地域で暮らす子ども・子育て期にある人々の多様な健

康レベルに応じたその人らしい生活を送る上で抱える健康課題に対し提供される、保健・医療・福祉・

教育等の連携協働による包括的支援を実習を通して理解するとともに、支援における看護の役割を考察

することにより、地域で暮らす子ども・子育て期にある人々の特性を踏まえた看護を提供するための基

本的能力を養う。 

  地域で暮らす子ども・子育て期にある対象者の様々な健康レベルと対象者が抱える多様な健康課題に

対する多職種連携協働による対象中心の包括的支援について、妊娠期から子ども・子育て期までの切れ

目ない支援の場として保健・医療・福祉・教育機関等での実習を行う。 

 

2.到達目標 

  1)地域で暮らす子ども・子育て期にある人々の多様な健康レベル・健康課題を理解する。 

  2)その人らしい生活を支援するために多職種・機関連携協働による包括的支援を理解する。 

  3)地域で暮らす子ども・子育て期にある人々への多職種連携協働支援における看護の役割を理解す

る。 

  4)多様な健康課題を抱えながら地域で暮らす子ども・子育て期にある対象者への看護について述べら

れる。 

  5)実習を通じて、妊娠期から産後まで切れ目なく提供される子育て支援について理解する。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

     学生 10 名を大グループとし、8 ローテーションを行って全員が実習できるようにする。そし

て、実際の実習においては、10 名をさらに 2～4 名の小グループに編成して実習する。教員 1 名

が小グループの 1～3 グループを担当し、遠隔地の実習場には臨地実習サポーターを配置し、実

習指導者と連携しながら実習を行う。 

 

2)実習スケジュール 

母子保健施設(子育て支援センター)、教育施設(養護学校)、児童福祉施設(乳児院・保育園)等で 

の実習 

(1)臨地実習（12 日間）オリエンテーション・カンファレンスを含む 

 ・各実習場所に 2～3 名の学生を配置 

 (実習施設) 

  鹿児島市子育て支援施設 

  加治木養護学校 

  やくし乳児院 

 鹿児島市内の保育園（玉里保育園、あたご保育園、薬師保育園、下伊敷保育園、つくし保育園） 

  指宿医療センター(産科外来) 

(2) 学内実習(3 日間)  

＜理論と実践の統合＞ 

  ・実習内容の振り返りと整理 
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  ・理論と実勢の統合 

  ・実習の学びから実習内容に関連するテーマを設定し、意見交換、まとめ 

・実習用 e—ポートフォリオの記載 

    ・実習自己評価・担当教員との個人面接 

 

               【成育健康回復ケア論実習Ⅱ】 

配 当  年 次 ：3 年次前期・後期 

単位数（時間）：3 単位（135 時間） 

 

1.科目の概要 

 成育看護学に関する既修得の学修内容を基に、成育過程の周産期（妊娠・分娩・産褥・新生児期）、

乳幼児・学童・思春期における対象者の成長・発達的特徴を踏まえ、あらゆる健康レベルにいる対象者

とその家族について理解を深め、対象者の健康課題と健康レベルに応じた看護の実際を学ぶ。具体的に

は、医療施設で入院あるいは外来通院している対象の特性を理解し、周産期の母子を対象としたウエル

ネスの視点での看護の展開や、成育過程にある健康課題を有する対象者の看護の展開を通して、成育看

護に必要な基礎的な看護実践能力を修得する。また対象者や家族が直面する成育医療における様々な治

療やケアの選択場面の現状を理解し、意思決定支援における看護職の役割について考察することができ

る。さらに、成育過程にある様々な健康課題をもつ対象者への看護実践を通し、成育看護の対象者とそ

の家族を取り巻く保健医療チーム（施設内外、社会資源を含む）の役割について理解するとともに、次

世代成育過程の健康について、セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（SRHR）視点から考

察することができる。 

 

2.到達目標 

  1)対象者の健康状態、行われているケア、回復過程について説明できる。 

  2)対象者の健康課題を明らかにし、根拠に基づいて必要な看護を計画できる。 

  3)母子とその家族がよりよい健康生活を維持していけるための看護をウエルネスの視点で捉え考える 

ことができる。 

  4)対象者の発達課題を踏まえ、あらゆる健康レベルにいる対象とその家族に必要な看護を選択・実践 

し評価できる。 

  5)保健医療チームの一員としての自覚を持ち、倫理的行動がとれる。 

  6)対象を取り巻く保健医療チームにおける看護師の役割、専門性について理解、説明できる。 

  7)主体的に学びを深め、自己の看護観と課題を明らかにできる。 

 

3 実習計画の概要 

1)グループ編成 

      学生 10 名を大グループとし、8 ローテーションを行って全員が実習できるようにする。そし

て、実際の実習においては、10 名をさらに 2～5 名の小グループに編成して実習する。教員 1 名

が小グループの 1～3 グループを担当し、遠隔地の実習場には臨地実習サポーターを配置し、実

習指導者と連携しながら実習を行う。 

 

2)実習スケジュール 

(1)臨地実習(12 日間) オリエンテーション・カンファレンスを含む 

・各実習場所に 2～3 名の学生を配置。各自 1 名の受持ち患者の看護を通じて実習を展開する 

(実習施設) 

 指宿医療センター(産科病棟、小児科病棟・外来) 

 霧島市立医師会医療センター（小児科病棟・外来） 

 南九州病院 

 鹿児島市立病院(産科病棟) 
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(2)学内実習(3 日間) 

 ＜理論と実践の統合＞ 

・実習内容の振り返りと整理     

・理論と実践の統合 

・実習の学びから実習内容に関連するテーマを設定し、意見交換、まとめ 

・実習用 e-ポートフォリオの記載 

・実習自己評価・担当教員との個人面接 

 

【成人健康回復ケア論実習】 

配 当  年 次 ：3 年次前期・後期 

単位数（時間）：3 単位（135 時間） 

 

1.科目の概要 

成人看護学に関する既修得内容を活用し、成人看護の対象と医療機関において交流することを通して対

象を尊重した援助関係を構築し、健康障害の種類と回復過程に応じた看護の展開の実際を学ぶ。具体的に

は、成人期にある人の特性を理解し、対象が日常生活において自身の健康管理をどのように行っているか

を理解したうえで、健康障害が生じ、入院治療を余儀なくされた人を受け持ち、必要な看護を実践する。

また治療を終えた患者・家族の生活の再構築に向けて、チームで支援する看護の実際を学ぶ。 

 

2.到達目標 

1)健康障害が対象者の暮らしに及ぼしている影響について説明できる。 

2)対象者の疾患や病態、行われている治療、回復過程について説明できる。 

3)健康問題を明らかにし、必要な看護を計画、実施、評価できる。 

4)対象者の看護計画に沿った適切な看護を、根拠に基づいて選択し、実施できる。 

5)保健医療チームの一員としての自覚をもち、倫理的行動がとれる。 

6)対象を取り巻く保健医療チームにおける看護師の役割、専門性について理解、説明できる。 

7)主体的に学びを深め、自己の看護観と課題を明らかにできる。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

     2～3 名を 1 グループとして編成。教員 1 名が 1～3 グループを担当し、実習指導者と連携しな

がら実習を展開する。 

 

2)実習スケジュール 

(1)1 週目１日目：学内実習(1 日間)  

＜理論と実践の統合Ⅰ＞ 

・オリエンテーション     ・既修得内容の復習・整理 

      ・実習課題の予習・明確化  ・自己の実習課題の明確化     

 ・技術演習 

(2)1 週目 2 日目～3 週目 4 日目：臨地実習（13 日間） 

(実習施設) 

  鹿児島医療センター(5 病棟) 

*各病棟に 2〜3 名の学生を配置。各自 1 名の受け持ち患者の看護を通じて実習を展開す

る。患者は、急性期治療・手術症例・がん症例を優先して担当する。 

 

*実習期間中にクリティカル実習を行う 

        ICU、救急外来において見学実習を行う(各 1 日又は半日) 

        詳細な日程、実習内容についてはオリエンテーションで確認する。 
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(3)3 週目 5 日目：学内実習(1 日間)  

 ＜理論と実践の統合Ⅱ＞ 

・実習内容の振り返りと整理    

・理論と実践の統合         

・普遍的看護と成人看護学分野特有の看護の明確化  

・実習成果の発表・討論・まとめ  

・実習用 e-ポートフォリオ記載 

        ・実習自己評価・担当教員との個人面接 

 

【老年健康回復ケア論実習】 

配 当  年 次 ：3 年次前期・後期 

単位数（時間）：3 単位（135 時間） 

 

1.科目の概要 

老年看護学に関する既修得内容を活用し、老年看護の対象と医療機関、グループホーム等において交流

することを通して対象を尊重した援助関係を構築し、健康障害の種類と回復過程に応じた看護の展開の実

際を学ぶ。具体的には、高齢者の特性を理解し、健康を維持・回復・増進し、その人らしく暮らしていこ

うとする思いを受け止め支援する看護の実際に取り組む。自立した生活の維持・拡大、個人や家族が描く

これからの生活に向けて、チームで支援する看護の実際を学ぶ。 

 

2.到達目標 

1)高齢者の身体・精神的、社会的特性を踏まえて対象を理解、説明することができる。 

2)健康障害や生活に及ぼす影響について総合的にアセスメントし、必要な看護を計画・実施、評価で 

きる。 

3)対象を取り巻く家族への支援について検討することができる。 

4)多職種連携における看護師の役割、専門性について理解、説明できる。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

    4～5 名を 1 グループとして編成。教員 1～2 名が 1 グループを担当し、実習指導者と連携しなが

ら実習を展開する。 

 

2)実習スケジュール 

(1)1 週目 1 日目：学内実習（1 日間） 

 ＜理論と実践の統合Ⅰ＞ 

・オリエンテーション      

・既修得内容の復習・整理 

      ・実習課題の予習・明確化    

・自己の実習課題の明確化 

      ・技術演習   

(2)1 週目 2 日目～第 2 週 5 日目：病院実習(9 日間) 

  (実習施設) 

   鹿児島共済会南風病院 

   霧島市立医師会医療センター 

  *各病棟に 2〜3 名の学生を配置。各自 1 名の受け持ち患者の看護を通じて実習を展開する。 

 (3)3 週目 1～3 日目：グループホーム実習(3 日間) 

  (実習施設) 
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 グループホームはるかぜ他、4 施設 

    (4)3 週目 4～5 日目：学内実習（2 日間） 

＜理論と実践の統合Ⅱ＞ 

・実習内容の振り返りと整理  

・理論と実践の統合         

・普遍的看護と老年看護学分野特有の看護の明確化  

    ・実習成果の発表・討論・まとめ 

    ・実習用 e-ポートフォリオの記載 

    ・実習自己評価・担当教員との個人面接 

 

  【精神健康回復ケア論実習】 

配 当  年 次 ：3 年次前期・後期 

単位数（時間）：3 単位（135 時間） 

 

1.科目の概要 

 精神看護学に関する既修得内容を活用し、精神看護の対象の特性を理解し、在宅、医療機関、就労施設 

等における交流を通して援助関係を構築し、精神の健康障害の種類と療養過程に応じた看護の展開の実際 

を学ぶ。具体的には、対象から信頼される関係を形成するために求められる看護者としての基本的態度を 

修得するために、対象との交流場面における相互作用過程を自己洞察し、それらの成果を関りに生かすこ 

との必要性を実際に実施して理解する。また、対象の精神障害と回復過程を理解し、対象の言動を精神障 

害やその治療法、生活環境、入院環境などから総合的に解釈し、その意味を理解できるようになる。そし 

てその意味を踏まえながら対象の有するストレングスと健康障害から生じる生活面への影響を、心理・社 

会・身体的側面から総合的にアセスメントし、対象が望む生活をその人らしく送れるようになるためのケ 

ア計画を対象と共に計画実施、評価するという一連の看護の展開の仕方について学ぶ。また、精神障害に 

おける各種治療法、精神保健福祉法に基づく患者処遇、精神科におけるチーム医療の実際を体験すること 

によって、それらにおいて看護職の果たすべき役割について理解するとともに、精神医療の現状を知り、 

今後の在り方について考察することができる。 

 

2.到達目標 

1)精神障がいが対象者の暮らしに及ぼしている影響について説明できる。 

2)対象者の精神障がいと病態、行われている治療、回復過程について説明できる。 

3)精神障がいの程度と社会機能レベルを明らかにし、必要な看護を計画・実施・評価できる。 

4)対象者の看護計画に沿った適切な看護を、根拠に基づいて選択し、実施できる。 

5)保健医療チームの一員として自覚を持ち、倫理的行動がとれる。 

6)対象を取り巻く保健医療チームにおける看護師の役割、専門性について理解、説明できる。 

7)主体的に学びを深め、自己の看護観と課題を明らかにできる。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

    4～5 名を 1 グループとして編成する。教員 1 名が 1～2 グループを担当し、実習指導者と連携し

ながら実習を展開する。 

 

2)実習スケジュール 

(1)1 週目 1 日目：学内実習(1 日間) 

＜理論と実践の統合Ⅰ＞ 

・オリエンテーション     

・既修得内容の復習・整理 

     ・実習課題の予習・明確化  
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・自己の実習課題の明確化   

(2)1 週目 2 日目〜3 週目 3 日目：臨地実習(12 日間) 

 (実習施設) 

 ・4～7 月  蒼風会こだま病院 病棟・デイケア・外来 

       社会福祉法人こだま会 社会復帰施設 

      （就労継続支援Ｂ型施設・地域活動支援グループ・グループホーム） 

 ・10～11 月 慈愛会谷山病院(病棟) 今村総合病院(病棟) 

       就労支援Ｂ型事業所 あい 

       伊敷病院デイケア 

(3)3 週目 4～5 日目：学内実習(2 日間) 

 ＜理論と実践の統合Ⅱ＞ 

・実習内容の振り返りと整理  

・理論と実践の統合         

・普遍的看護と精神看護学分野特有の看護の明確化  

   ・実習成果の発表・討論・まとめ 

   ・実習用 e-ポートフォリオの記載 

   ・実習自己評価・担当教員との個人面接 

 

【在宅健康回復ケア論実習】 

配 当  年 次 ：3 年次前期・後期 

単位数（時間）：3 単位（135 時間） 

 

1.科目の概要 

在宅看護学に関する既修得内容を活用し、在宅看護の対象の特性を理解し、自宅や入所施設等におい

て交流することを通して対象を尊重した援助関係を構築し、健康障害の種類と回復過程に応じた看護の

展開の実際を学ぶ。具体的には、在宅で生活する様々な健康レベルにある人々や家族に対して QOL の維

持・向上、生き生きとした日々の暮らしの実現に向けた看護について学ぶ。在宅看護を支える制度と関

係者の組織を超えた多職種連携を通して、ケアマネジメント及び在宅ケアの実際について学ぶ。 

 

2.到達目標 

1)在宅療養生活にむけての意思決定支援のため、看護師が関わる支援について説明できる。 

2)在宅療養へ移行していく上で、入院中に実施しておくべき準備支援を説明できる。 

3)在宅療養へ移行していく際の、チーム医療の内容と必要性について説明できる。 

4)在宅療養に入ったあとの、自宅・地域で必要な看護支援について説明できる。 

5)在宅療養が継続できるための、地域包括ケアシステムにおける連携・協働の必要性を説明できる。 

 

3.実習計画の概要 

1)グループ編成 

    4～6 名を 1 グループとして編成する。教員 1～2 名で 1 グループを担当し、実習指導者と連携し

ながら実習を展開する。遠隔地となる病院については、実習期間中は臨地実習サポーターを配置す

る。 

2)実習スケジュール 

(1)1 週目 1 日目：学内実習（1 日間） 

＜理論と実践の統合Ⅰ＞ 

・オリエンテーション     

・既修得内容の復習・整理 

      ・実習課題の予習・明確化  

・自己の実習課題の明確化  

-設置等の趣旨(資料)-45-



（2）1 週目 2 日目〜3 週目 3 日目：臨地実習（12 日間） 

 （実習施設）   

     ＊対象者が健康レベルや生活状態に応じて多様な地域生活を支援する施設を利用していること

を理解できるように、以下の施設ごとに一連の関連施設で実習できるようにした。 

・南風病院、ケアサポートみなみ風 

 訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所、療養通所介護事業所、 

看護小規模多機能施設、地域包括ケア病棟 

 

            ・クオラリハビリテーション病院、社会福祉法人クオラ 

地域連携室、地域包括ケア病棟、老健(通所リハ)、グループホーム、 

訪問看護ステーション、特別養護老人ホーム 

 

      ・田上記念病院、友星メディカル（訪問看護） 

        地域連携室、通所リハビリテーション、介護支援事業所 

介護老人保健施設、訪問看護ステーション 

(3)3 週目 4 日～5 日目：学内実習（2 日間） 

 ＜理論と実践の統合Ⅱ＞ 

・実習内容の振り返りと整理       

・理論と実践の統合         

・普遍的看護と在宅看護学分野特有の看護の明確化  

    ・実習成果の発表・討論・まとめ 

    ・実習用 e-ポートフォリオの記載 

    ・実習自己評価・担当教員との個人面接 

 

【長期療養生活ケア論実習】 

配 当  年 次 ：4 年次前期 

単位数（時間）：2 単位（90 時間） 

 

1.科目の概要 

全教育課程における学修成果を統合、活用し、長期にわたる治療等が必要な疾病を抱えた対象の健康

課題の解決を手助け、支援する看護の実際について学ぶ。日々を豊かに暮らそうと願う人や家族の思い

を実現するために、多職種と連携し生活機能の回復・維持と QOL の向上のための取り組みの実際、また

長期療養者の生活を組織として支える看護管理の在り方について学ぶ。そして、それらの看護体験をと

おして、一年次からはぐくんできた自らの看護観を省察し、自身の成長過程を説明できるようになる。 

 

2.到達目標 

1)長期にわたって構築してきた対象とその家族の生活を尊重した関りを通して援助関係を築くことが 

できる。 

 2)対象の病状や病態、行われている治療について説明できる。 

3)対象が自分の病気とどのような折り合いをつけながら生活しているかに気づき、理解することがで 

 きる。 

 4)対象が必要とする健康課題に気づき、解釈、ケアする過程を実践し、省察することができる。 

5)長期療養者とその家族が多職種チームによってどのように支援されているかを理解し、チームにお 

ける看護職の役割、専門性を理解しながら行動することができる 。 

6)長期療養者の安全でＱＯＬの高い生活を組織としてどのように支えているかを理解し、組織の一員 

として行動することができる。 

 7)長期療養者の看護実践を通して「その人らしい暮らしをささえることができる」とはどのようなこ 

とかを説明することができる 。 
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3.実習計画の概要

1)グループ編成

4～5 名を 1 グループとして編成する。教員 1 名が 2～3 グループを担当し、実習指導者と連携し

ながら実習を展開する。

2)実習スケジュール

(1)1 週目月曜日：学内実習（1 日間）

＜理論と実践の統合Ⅰ＞

・オリエンテーション

・既修得内容の復習

・実習課題の予習・明確化

・自己の実習課題の明確化

・技術演習

(2) 1 週目火曜日～2 週目木曜日：臨地実習（8 日間）

（実習施設）

・南九州病院 （9 病棟）

・鹿児島医療センター（8 病棟）

(3)2 週目金曜日：学内実習（1 日間）

＜理論と実践の統合Ⅱ＞

・実習内容の振り返りと整理

・理論と実践の統合

・実習成果の発表・討論・まとめ

・全実習過程を振り返り「その人らしい暮らしを支える」看護についての考えを整理し、

記述

・実習用の e-ポートフォリオ記載

・実習自己評価・担当教員との個人面接

【健康増進ケア論発展実習】 

配 当  年 次 ：4 年次前期 

単位数（時間）：2 単位（90 時間） 

1. 科目の概要

健康と職業の両立を支える産業保健活動の実際と労働者の健康の維持増進のための看護支援の方法に

ついて学ぶ。生徒の発達段階に応じたセルフケア能力を高める保健活動の実際について学ぶ。

2．到達目標 

1)労働者とその家族のヘルスニーズを説明できる。

2)働く場における看護の実際について理解できる。

3)生徒の成長発達とヘルスニーズを説明できる。

5)他機関、多職種、地域や家族との連携について説明できる。

6)対象特性に合わせた保健指導について理解できる。

3．実習計画の概要 

1)グループ編成

5 名を 1 グループとする。教員 1 名が 1 グループを担当し、臨地実習サポーター、臨床指導者と

連携しながら実習を展開する。
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2)実習スケジュール

(1)学内実習：1 日間

＜理論と実践の統合Ⅰ＞

・オリエンテーション

・実習の目的目標を確認し、準備性を高める

・実習プログラムを踏まえ、自らの課題を整理し、取り組み方法を明確にする

・生徒及び働く人々の健康ニーズについて復習・整理

(2)学校保健実習(4 日間)

(実習施設)

・鹿児島高等学校 鹿児島修学館中学校・高等学校

（実習内容） 

①教育機関である中学校・高等学校に所属する養護教諭の活動を体験する

②生徒のヘルスニーズの把握方法、成長・発達段階の特性に合わせた援助方法を学ぶ

③養護教諭の担う役割について考察する

(3)産業保健実習 (3～4 日間)

(実習施設)

ヘルスサポートセンター鹿児島

鹿児島県民総合保健センター 

JA 鹿児島厚生連病院健康管理センター 

全国健康保険協会鹿児島県支部  

（実習内容） 

*中小企業等から健康管理業務を委託されている施設を実習場とし、以下の産業保健活動に

ついて実習する

① 組織として、従業員の健康管理がどのように行われているかを理解する

② 訪問企業の健康関連データの分析により、従業員の健康状態の概要を把握

③ 訪問企業の従業員へ健康管理についての聞き取り調査を行う

④ 捉えたデータから労働者のヘルスニーズの分析、健康教育計画立案

⑤ 働く人への健康教育について発表・討論・まとめを行う

(4)学内実習：1～2 日間

＜理論と実践の統合Ⅱ＞

・実習体験からの学びをもとに、労働者の健康生活を支える看護のあり方と学校生活を送る

子どもの健康を守る看護活動のあり方について意見交換し、自身の実習体験を客観的にとら

えるとともに多角的な視点によってそれらの活動の基盤となる看護学について検討し、理解

を深める。公衆衛生分野における看護職の社会的使命について考え、まとめを行い、記述す

る。

・実習用の e-ポートフォリオ記載

・実習自己評価・担当教員との個人面接
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資料14

1 独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター 30 80 40 鹿児島県鹿児島市城山町8-1 4.8 バス 30分 10分

2 独立行政法人国立病院機構南九州病院　 15 80 40 鹿児島県姶良市加治木町木田1882 24.2 バス・JR 1時間20分 27分
小児 産科

40 56

4 鹿児島市立病院 16 24 鹿児島県鹿児島市上荒田町37-1 5.6 バス 33分 15分

5 霧島市立医師会医療センター 10 40 40 鹿児島県霧島市隼人町松永3320 38.3 バス・JR 2時間 1時間

6 公益社団法人鹿児島共済会　南風病院　 8 10 40 48 鹿児島県鹿児島市長田町14-3 3.4 バス 33分 10分

7 公益財団法人慈愛会　今村総合病院 16 5 6 鹿児島県鹿児島市鴨池新町11-23 7.6 バス 44分 18分

8 公益財団法人慈愛会　谷山病院 30 鹿児島県鹿児島市小原町８-１ 10.4 バス 56分 27分

9 JA鹿児島厚生連病院 8 5 鹿児島県鹿児島市与次郎１丁目13－1 6.9 バス 40分 19分

10 社会医療法人博愛会　相良病院 8 鹿児島県鹿児島市松原町3-31 4.9 バス 31分 12分

11 公益社団法人昭和会　いまきいれ総合病院 8 鹿児島県鹿児島市高麗町43-25 5.3 バス 27分 13分

12 医療法人蒼風会　こだま病院　 50 鹿児島県南九州市川辺町田部田3525 38.4 バス 1時間30分 41分

13 医療法人クオラ　クオラリハビリテーション病院 24 鹿児島県薩摩郡さつま町船木2311-6 22.6 バス 1時間30分 1時間

14 すこやか子育て交流館　りぼんかん 鹿児島県鹿児島市与次郎1丁目10-17 8.3 バス 55分 29分

15 東部親子つどいの広場　なかまっち 鹿児島県鹿児島市中町4-13 4.4 バス 21分 12分

16 南部親子つどいの広場　たにっこりん 鹿児島県鹿児島市西谷山１丁目3-2 16.5 バス・JR 1時間 20分

17 北部親子集いの広場　なかよしの 鹿児島県鹿児島市吉野町3256-1 7.5 バス 1時間 19分

18 西部親子つどいの広場　いしきらら 鹿児島県鹿児島市下伊敷1丁目10-3 0.9 徒歩 11分 3分

19 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　やくし乳児院 16 鹿児島県鹿児島市薬師2丁目41-8 3.0 バス 30分 8分

20 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　玉里保育園　 16 鹿児島県鹿児島市下伊敷１丁目11−7  1.2 バス 15分 4分

21 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　あたご保育園　 16 鹿児島県鹿児島市下伊敷１丁目32-1 1.0 徒歩 13分 3分

22 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　薬師保育園 16 鹿児島県鹿児島市薬師2丁目41-10 3.0 バス 30分 8分

23 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　下伊敷保育園 16 鹿児島県鹿児島市下伊敷2丁目26-10 1.9 バス 15分 6分

24 鹿児島医療センター内つくし保育園 16 鹿児島県鹿児島市城山町8-1 4.8 バス 30分 10分

25 鹿児島県立加治木養護学校 24 鹿児島県姶良市加治木町木田1784 23.7 バス・JR 1時間30分 29分

26 医療法人春風会　グループホームはるかぜ 鹿児島県鹿児島市西陵6丁目21-21 8.6 バス 47分 10分

27 医療法人春風会　グループホーム明和の家 鹿児島県鹿児島市明和5丁目1-15 1.2 徒歩 16分 4分

28 医療法人春風会　グループホームはるかぜ黎明 鹿児島県鹿児島市照国町3-18 3.8 バス 23分 9分

29 医療法人春風会　グループホームはるかぜ西伊敷 鹿児島県鹿児島市西伊敷４丁目45-5 4.4 バス 19分 10分

30 医療法人春風会　グループホームはるかぜ新屋敷 鹿児島県鹿児島市新屋敷町4-1 4.8 バス 35分 12分

31 社会福祉法人こだま会　地域活動支援センター にじの途　 鹿児島県南九州市川辺町田部田3535 38.7 バス 1時間30分 41分

32 社会福祉法人こだま会　就労継続支援B型事業所ゆめの樹 鹿児島県南九州市川辺町田部田3535 38.7 バス 1時間30分 41分

33 社会福祉法人こだま会　グループホームピア・アクティヴ 鹿児島県南九州市川辺町田部田3541-1 38.7 バス 1時間30分 41分

34 医療法人有隣会伊敷病院（デイケア） 30 鹿児島県鹿児島市下伊敷2丁目4-15 0.8 徒歩 10分 3分

35 就労継続支援B型事業所あい 30 鹿児島県鹿児島市上荒田町23-21-101 5.1 バス 36分 14分

36 社会福祉法人クオラ　特別養護老人ホーム　マモリエ 24 鹿児島県薩摩郡さつま町船木2315-1 22.6 バス 1時間30分 53分

37 医療法人クオラ　介護老人保健施設　クオリエ 24 鹿児島県薩摩郡さつま町船木2311-8 22.6 バス 1時間30分 54分

38 医療法人クオラ　グループホーム　アリエ 24 鹿児島県薩摩郡さつま町船木2311-8 22.6 バス 1時間30分 54分

39 医療法人クオラ　訪問看護・リハ　クオラU 24 鹿児島県薩摩郡さつま町船木2311-6 22.6 バス 1時間30分 54分

40 公益社団法人鹿児島共済会　訪問看護ステーションみなみ風 鹿児島県鹿児島市下竜尾町10-3 3.8 バス 30分 10分

41 公益社団法人鹿児島共済会　居宅介護事業所みなみ風 鹿児島県鹿児島市下竜尾町10-3 3.8 バス 30分 10分

42 公益社団法人鹿児島共済会　療養通所介護事業所みなみ風 鹿児島県鹿児島市下竜尾町10-3 3.8 バス 30分 10分

43 公益社団法人鹿児島共済会　看護小規模多機能型居宅介護事業所みなみ風 鹿児島県鹿児島市下竜尾町１0-3 3.8 バス 30分 10分

44 医療法人春風会　田上記念病院 鹿児島県鹿児島市西別府町1799 10.4 バス 55分 16分

45 医療法人春風会　介護老人保健施設ナーシングホーム田上苑 鹿児島県鹿児島市西陵6丁目21-18 8.6 バス 45分 15分

46 医療法人春風会 　介護支援事業所はるかぜ 鹿児島県鹿児島市下荒田2丁目39-1 6.0 バス 30分 16分

47 有限会社友星メディカル　西陵訪問看護ステーション 12 鹿児島県鹿児島市西陵8丁目32-19 8.8 バス 50分 15分

48 びっぐすまいる訪問看護ステーション 23 鹿児島県薩摩川内市平佐町1872グランドール平佐11号館 45.0 バス・JR 1時間10分 47分

保育園等

80

承諾書：鹿児島市
から一括取得

80

承諾書：医療法人
春風会から一括取得

精神障害者社会復帰施設等

50

承諾書：社会福祉法
人こだま会から一括取
得

地域生活支援施設等

48

承諾書：公益社団法
人鹿児島共済会在宅
ケアサポートみなみ風
から一括取得

12

承諾書：医療法人
春風会から一括取得

グループホーム

鹿児島県指宿市十二町4145 51.5 バス・JR 2時間15分405 1時間13分

96

3 独立行政法人国立病院機構指宿医療センター

病院

在宅健康
回復ケア
論実習

健康増進
ケア論
実習

長期療養
生活ケア
論実習

健康増進
ケア論発
展実習

所在地

大学からの距離等

備考
距離
（ｋｍ）

交通機関
片道所要

時間

車を利用した
場合の

所要時間

■実習施設一覧

No 実習施設
健康回復看
護総論実習

看護展開
基礎実習

成育健康
回復ケア
論実習Ⅰ

成育健康
回復ケア
論実習Ⅱ

成人健康
回復ケア
論実習

老年健康
回復ケア
論実習

精神健康
回復ケア
論実習
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在宅健康
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論実習

健康増進
ケア論
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長期療養
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健康増進
ケア論発
展実習

所在地

大学からの距離等

備考
距離
（ｋｍ）

交通機関
片道所要

時間

車を利用した
場合の
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No 実習施設
健康回復看
護総論実習

看護展開
基礎実習

成育健康
回復ケア
論実習Ⅰ

成育健康
回復ケア
論実習Ⅱ

成人健康
回復ケア
論実習

老年健康
回復ケア
論実習

精神健康
回復ケア
論実習

49 伊集院保健所 鹿児島県日置市伊集院町下谷口1960-1 23.1 バス・JR 52分 23分

50 加世田保健所 鹿児島県南さつま市加世田村原2丁目1-1 39.6 バス 1時間55分 43分

51 指宿保健所 鹿児島県指宿市十二町301 51.6 バス・JR 2時間 1時間9分

52 川薩保健所 鹿児島県薩摩川内市隈之城町228-1 46.0 バス・JR 1時間30分 42分

53 出水保健所 鹿児島県出水市昭和町18-18 90.7 バス・新幹線 1時間15分 1時間33分

54 姶良保健所 鹿児島県霧島市隼人町松永3320-16 38.3 バス・JR 2時間 39分

55 大口保健所 鹿児島県伊佐市大口里53-1 121.0 バス・新幹線 2時間25分 1時間12分

56 鹿屋保健所 鹿児島県鹿屋市打馬2-16-6 58.3 バス・フェリー 2時間30分 1時間25分

57 志布志保健所 鹿児島県志布志市志布志町志布志2-1-11 94.0 バス・フェリー 2時間40分 1時間28分

58 西之表保健所 鹿児島県西之表市西之表7590 124.2 バス・高速船 2時間45分

59 名瀬保健所 鹿児島県奄美市名瀬永田町17-3 388.0 バス・飛行機 2時間50分

60 鹿児島市北部保健センター 鹿児島県鹿児島市吉野町3275−3 7.9 バス 46分 20分

61 鹿児島市東部保健センター 鹿児島県鹿児島市山下町11-1 4.6 バス 26分 10分

62 鹿児島市西部保健センター 鹿児島県鹿児島市永吉2丁目21−6 1.5 バス 12分 4分

63 鹿児島市中央保健センター　　　　 鹿児島県鹿児島市鴨池2丁目25-1−11 6.7 バス・市電 42分 16分

64 鹿児島市南部保健センター 鹿児島県鹿児島市西谷山1丁目3−2 12.9 バス・JR 1時間15分 19分

65 いちき串木野市長寿介護課 4 鹿児島県いちき串木野市昭和通133-１ 27.9 バス・JR 1時間40分 37分

66 串木野健康増進センター 4 鹿児島県いちき串木野市新生町183-3 34.2 バス・JR 1時間40分 40分

67 日置市役所健康保険課　　　　　　　 6 鹿児島県日置市伊集院町郡1丁目100 17.7 バス・JR 1時間10分 24分

68 知覧保健センター　　　　　　　 3 鹿児島県南九州市知覧町郡17530 41.1 バス 2時間 42分

69 指宿市健康福祉部 6 鹿児島県指宿市十町2424 33.4 バス・JR 1時間20分 1時間8分

70 阿久根市健康増進課                                                 4 鹿児島県阿久根市鶴見町200 80.6 バス・新幹線 1時間20分 1時間15分

71 霧島市役所保健福祉部すこやか保健センター　　　 9 鹿児島県霧島市隼人町内山田1丁目10-33 33.2 バス・JR 1時間20分 34分

72 鹿屋市保健福祉部健康増進課　保健相談センター 3 鹿児島県鹿屋市北田町11-6 102.9 バス・フェリー 2時間20分 1時間30分

73 垂水市役所保健課　　　　　　　　　 6 鹿児島県垂水市上町114 26.9 バス・フェリー 1時間35分 1時間21分

74 東串良町役場福祉課 3 鹿児島県肝属郡東串良町川西1543 92.6 バス・フェリー 2時間30分 1時間32分

75 錦江町役場健康保険課 3 鹿児島県肝属郡錦江町城元963 64.6 バス・フェリー 2時間30分 2時間

76 南大隅町役場町民保健課・介護福祉課 2 鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北226 62.3 バス・フェリー 2時間30分 2時間5分

77 肝付町役場健康増進課 3 鹿児島県肝属郡肝付町新富98 96.6 バス・フェリー 2時間40分 1時間35分

78 曽於市役所保健課 10 鹿児島県曽於市末吉町二之方1980 69.3 バス・フェリー 3時間35分 1時間16分

79 志布志市役所有明支所保健課　 3 鹿児島県志布志市有明町野井倉1756 91.6 バス・フェリー 3時間20分 1時間30分

80 大崎町役場保健福祉課健康増進係 3 鹿児島県曽於郡大崎町仮宿1029 102.0 バス・フェリー 3時間 1時間30分

81 鹿児島市長寿あんしん相談センター中央 鹿児島県鹿児島市城南町32-11 5.7 バス 45分 15分

82 鹿児島市長寿あんしん相談センター上町 鹿児島県鹿児島市大竜町3-17 4.9 バス 29分 10分

83 鹿児島市長寿あんしん相談センター鴨池北 鹿児島県鹿児島市鴨池2丁目25-1-11 6.7 バス・市電 42分 16分

84 鹿児島市長寿あんしん相談センター鴨池南 鹿児島県鹿児島市新栄町1-11 8.5 バス・市電 51分 21分

85 鹿児島市長寿あんしん相談センター城西 鹿児島県鹿児島市薬師1丁目16-9 3.4 バス 21分 9分

86 鹿児島市長寿あんしん相談センター武・田上 鹿児島県鹿児島市田上3丁目13-2 6.4 バス 45分 16分

87 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山北 鹿児島県鹿児島市自由ヶ丘1丁目1-8 12.5 バス・市電 1時間10分 22分

88 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山中央 鹿児島県鹿児島市谷山中央3丁目383-18 13.2 バス・市電 1時間10分 23分

89 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山南 鹿児島県鹿児島市坂之上2丁目17-1 14.9 バス・JR 1時間 23分

90 鹿児島市長寿あんしん相談センター伊敷台 鹿児島県鹿児島市伊敷台2丁目17-15 2.8 バス 13分 7分

91 鹿児島市長寿あんしん相談センター西伊敷 鹿児島県鹿児島市西伊敷3丁目16-18 4.0 バス 18分 9分

92 鹿児島市長寿あんしん相談センター吉野 鹿児島県鹿児島市吉野町3046 11.7 バス 50分 18分

93 鹿児島市長寿あんしん相談センター桜島 鹿児島県鹿児島市桜島藤野町1456-1 16.2 バス・フェリー 1時間 1時間4分

94 鹿児島市長寿あんしん相談センター吉田 鹿児島県鹿児島市本城町1687-2 20.0 バス 1時間12分 20分

95 鹿児島市長寿あんしん相談センター郡山 鹿児島県鹿児島市郡山町141 14.3 バス 34分 21分

96 鹿児島市長寿あんしん相談センター松元 鹿児島県鹿児島市上谷口町2883 18.5 バス・JR 47分 23分

97 鹿児島市長寿あんしん相談センター喜入 鹿児島県鹿児島市喜入町7000 30.0 バス・JR 1時間22分 43分

市町村・保健センター

23

承諾書：鹿児島市から
一括取得

地域包括支援センター

23

承諾書：社会福祉法
人高齢者予防協会か
ごしまから一括取得

57

承諾書：鹿児島県から
一括取得

保健所
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健康回復看
護総論実習
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成育健康
回復ケア
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成育健康
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回復ケア
論実習

98 公益社団法人鹿児島県労働基準協会ヘルスサポートセンター鹿児島 16 鹿児島県鹿児島市東開町4-96 11.0 バス・市電 1時間 26分

99 公益財団法人　鹿児島県民総合保健センター 32 鹿児島県鹿児島市下伊敷3丁目1-7 0.8 徒歩 10分 3分

100 JA鹿児島厚生連病院　健康管理センター 20 鹿児島県鹿児島市与次郎１丁目13－1 6.9 バス 40分 18分

101 全国健康保険協会　鹿児島支部 12 鹿児島市山之口町1-10　鹿児島中央ビル6階 4.7 バス 26分 11分

102 学校法人津曲学園 　鹿児島高等学校 56 鹿児島県鹿児島市薬師１丁目21-9 3.3 バス 18分 8分

103 学校法人津曲学園 　鹿児島修学館中学校・高等学校 24 鹿児島県鹿児島市永吉二丁目9-1 1.8 バス 15分 5分

80 240 80 160 196 240 198 80 160

健康管理センター

学校

実習生受け入れ延人数 160 240
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58

59

5

12,31
32,33
68

13,36
37,38,39

2,25

3

49,67

50

51,69

48,52

53

54

55

56
72

57

65,66

70

71

73

74

75

76

77

79

78

80

鹿児島市
（谷山・中央・松元地域）
1,4,6,7,8,9,10,11,14,15,16,19,22,24,27,28,30
35,40,41,42,43,44,45,46,47,61,62,63,64,81,82
83,84,85,86,87,88,89,96,98,100,101,102,103

鹿児島市
（伊敷・吉野・吉田・郡山地域）
17,18,20,21,23,26,29,34,60,90,91,92,94,95,99

93

97

資料15
■実習施設所在図

市町村・保健センター 90 鹿児島市長寿あんしん相談センター伊敷台

1 独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター 31 社会福祉法人こだま会　地域活動支援センター にじの途　 60 鹿児島市北部保健センター 91 鹿児島市長寿あんしん相談センター西伊敷

2 独立行政法人国立病院機構南九州病院　 32 社会福祉法人こだま会　就労継続支援B型事業所ゆめの樹 61 鹿児島市東部保健センター 92 鹿児島市長寿あんしん相談センター吉野

3 独立行政法人国立病院機構指宿医療センター 33 社会福祉法人こだま会　グループホームピア・アクティヴ 62 鹿児島市西部保健センター 93 鹿児島市長寿あんしん相談センター桜島

4 鹿児島市立病院 34 医療法人有隣会伊敷病院（デイケア） 63 鹿児島市中央保健センター　 94 鹿児島市長寿あんしん相談センター吉田

5 霧島市立医師会医療センター 35 就労継続支援B型事業所あい 64 鹿児島市南部保健センター 95 鹿児島市長寿あんしん相談センター郡山

6 公益社団法人鹿児島共済会　南風病院　 65 いちき串木野市長寿介護課 96 鹿児島市長寿あんしん相談センター松元

7 公益財団法人慈愛会　今村総合病院 36 社会福祉法人クオラ　特別養護老人ホーム　マモリエ 66 串木野健康増進センター 97 鹿児島市長寿あんしん相談センター喜入

8 公益財団法人慈愛会　谷山病院 37 医療法人クオラ　介護老人保健施設　クオリエ 67 日置市役所健康保険課　

9 JA鹿児島厚生連病院 38 医療法人クオラ　グループホーム　アリエ 68 知覧保健センター 98 公益社団法人鹿児島県労働基準協会ヘルスサポートセンター鹿児島

10 社会医療法人博愛会　相良病院 39 医療法人クオラ　訪問看護・リハ　クオラU 69 指宿市健康福祉部 99 公益財団法人　鹿児島県民総合保健センター

11 公益社団法人昭和会　いまきいれ総合病院 40 公益社団法人鹿児島共済会　訪問看護ステーションみなみ風 70 阿久根市健康増進課  100 JA鹿児島厚生連病院　健康管理センター

12 医療法人蒼風会　こだま病院　 41 公益社団法人鹿児島共済会　居宅介護事業所みなみ風 71 霧島市役所保健福祉部すこやか保健センター　 101 全国健康保険協会　鹿児島支部

13 医療法人クオラ　クオラリハビリテーション病院 42 公益社団法人鹿児島共済会　療養通所介護事業所みなみ風 72 鹿屋市保健福祉部健康増進課　保健相談センター

43 公益社団法人鹿児島共済会　看護小規模多機能型居宅介護事業所みなみ風 73 垂水市役所保健課　 102 学校法人津曲学園 　鹿児島高等学校

14 すこやか子育て交流館　りぼんかん 44 医療法人春風会　田上記念病院 74 東串良町役場福祉課 103 学校法人津曲学園 　鹿児島修学館中学校・高等学校

15 東部親子つどいの広場　なかまっち 45 医療法人春風会　介護老人保健施設ナーシングホーム田上苑 75 錦江町役場健康保険課

16 南部親子つどいの広場　たにっこりん 46 医療法人春風会 　介護支援事業所はるかぜ 76 南大隅町役場町民保健課・介護福祉課

17 北部親子集いの広場　なかよしの 47 有限会社友星メディカル　西陵訪問看護ステーション 77 肝付町役場健康増進課

18 西部親子つどいの広場　いしきらら 48 びっぐすまいる訪問看護ステーション 78 曽於市役所保健課

19 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　やくし乳児院 保健所 79 志布志市役所有明支所保健課　

20 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　玉里保育園　 49 伊集院保健所 80 大崎町役場保健福祉課健康増進係

21 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　あたご保育園　 50 加世田保健所 地域包括支援センター

22 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　薬師保育園 51 指宿保健所 81 鹿児島市長寿あんしん相談センター中央

23 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会　下伊敷保育園 52 川薩保健所 82 鹿児島市長寿あんしん相談センター上町

24 鹿児島医療センター内つくし保育園 53 出水保健所 83 鹿児島市長寿あんしん相談センター鴨池北

25 鹿児島県立加治木養護学校 54 姶良保健所 84 鹿児島市長寿あんしん相談センター鴨池南

55 大口保健所 85 鹿児島市長寿あんしん相談センター城西

26 医療法人春風会　グループホームはるかぜ 56 鹿屋保健所 86 鹿児島市長寿あんしん相談センター武・田上

27 医療法人春風会　グループホーム明和の家 57 志布志保健所 87 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山北

28 医療法人春風会　グループホームはるかぜ黎明 58 西之表保健所 88 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山中央

29 医療法人春風会　グループホームはるかぜ西伊敷 59 名瀬保健所 89 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山南

30 医療法人春風会　グループホームはるかぜ新屋敷

病院 精神障害者社会復帰施設等

地域生活支援施設等

グループホーム

健康管理センター

学校

保育園等
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■実習承諾書の写し   資料 16 

【病院】 

1. 独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター

2. 独立行政法人国立病院機構南九州病院

3. 独立行政法人国立病院機構指宿医療センター

4. 鹿児島市立病院

5. 霧島市立医師会医療センター

6. 公益社団法人鹿児島共済会 南風病院

7. 公益財団法人慈愛会 今村総合病院

8. 公益財団法人慈愛会 谷山病院

9. JA 鹿児島厚生連病院

10. 社会医療法人博愛会 相良病院

11. 公益社団法人昭和会 いまきいれ総合病院

12. 医療法人蒼風会 こだま病院

13. 医療法人クオラ クオラリハビリテーション病院

【保育園等】 

14. すこやか子育て交流館(りぼんかん)

15. 東部親子つどいの広場(なかまっち)

16. 南部親子つどいの広場(たにっこりん)

17. 北部親子集いの広場(なかよしの)

18. 西部親子つどいの広場(いしきらら)

19. 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会やくし乳児院

20. 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会 玉里保育園

21. 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会 あたご保育園

22. 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会 薬師保育園

23. 社会福祉法人鹿児島市社会事業協会 下伊敷保育園

24. 鹿児島医療センター内つくし保育園

25. 鹿児島県立加治木養護学校

【グループホーム】 

26. 医療法人春風会 グループホームはるかぜ

27. 医療法人春風会 グループホーム明和の家

28. 医療法人春風会 グループホームはるかぜ黎明

29. 医療法人春風会 グループホームはるかぜ西伊敷

30. 医療法人春風会 グループホームはるかぜ新屋敷
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【精神障害者社会復帰施設等】  

31. 社会福祉法人こだま会 地域活動支援センター にじの途   

32. 社会福祉法人こだま会 就労継続支援 B型事業所ゆめの樹 

33. 社会福祉法人こだま会 グループホームピア・アクティヴ 

34. 医療法人有隣会伊敷病院 

35. 就労継続支援 B型事業所あい 

【地域生活支援施設等】  

36. 社会福祉法人クオラ 特別養護老人ホーム マモリエ 

37. 医療法人クオラ 介護老人保健施設 クオリエ 

38. 医療法人クオラ グループホーム アリエ 

39. 医療法人クオラ 訪問看護・リハ クオラ U 

40. 公益社団法人鹿児島共済会 訪問看護ステーションみなみ風 

41. 公益社団法人鹿児島共済会 居宅介護事業所みなみ風 

42. 公益社団法人鹿児島共済会 療養通所介護事業所みなみ風 

43. 公益社団法人鹿児島共済会 看護小規模多機能型居宅介護事業所みなみ風 

44. 医療法人春風会 田上記念病院 

45. 医療法人春風会 介護老人保健施設ナーシングホーム田上苑 

46. 医療法人春風会  介護支援事業所はるかぜ 

47. 有限会社友星メディカル 西陵訪問看護ステーション 

48. びっぐすまいる訪問看護ステーション 

【保健所】  

49. 伊集院保健所 

50. 加世田保健所 

51. 指宿保健所 

52. 川薩保健所 

53. 出水保健所 

54. 姶良保健所 

55. 大口保健所 

56. 鹿屋保健所 

57. 志布志保健所 

58. 西之表保健所 

59. 名瀬保健所 

【市町村・保健センター】  

60. 鹿児島市北部保健センター 

61. 鹿児島市東部保健センター 

62. 鹿児島市西部保健センター 
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63. 鹿児島市中央保健センター     

64. 鹿児島市南部保健センター 

65. いちき串木野市長寿介護課 

66. 串木野健康増進センター 

67. 日置市役所健康保険課        

68. 知覧保健センター        

69. 指宿市健康福祉部 

70. 阿久根市健康増進課                                                  

71. 霧島市役所保健福祉部すこやか保健センター    

72. 鹿屋市保健福祉部健康増進課保健相談センター 

73. 垂水市役所保健課          

74. 東串良町役場福祉課 

75. 錦江町役場健康保険課 

76. 南大隅町役場町民保険課・介護福祉課 

77. 肝付町役場健康増進課 

78. 曽於市役所保健課 

79. 志布志市役所有明支所保健課  

80. 大崎町役場保健福祉課健康増進係 

【地域包括支援センター】  

81. 鹿児島市長寿あんしん相談センター中央 

82. 鹿児島市長寿あんしん相談センター上町 

83. 鹿児島市長寿あんしん相談センター鴨池北 

84. 鹿児島市長寿あんしん相談センター鴨池南 

85. 鹿児島市長寿あんしん相談センター城西 

86. 鹿児島市長寿あんしん相談センター武・田上 

87. 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山北 

88. 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山中央 

89. 鹿児島市長寿あんしん相談センター谷山南 

90. 鹿児島市長寿あんしん相談センター伊敷台 

91. 鹿児島市長寿あんしん相談センター西伊敷 

92. 鹿児島市長寿あんしん相談センター吉野 

93. 鹿児島市長寿あんしん相談センター桜島 

94. 鹿児島市長寿あんしん相談センター吉田 

95. 鹿児島市長寿あんしん相談センター郡山 

96. 鹿児島市長寿あんしん相談センター松元 

97. 鹿児島市長寿あんしん相談センター喜入 
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【健康管理センター】  

98. 公益財団法人鹿児島県労働基準協会ヘルスサポートセンター鹿児島 

99. 公益財団法人 鹿児島県民総合保健センター 

100.JA 鹿児島厚生連病院 健康管理センター 

101.全国健康保険協会 鹿児島支部 

【学校】  

102.学校法人津曲学園  鹿児島高等学校 

103.学校法人津曲学園  鹿児島修学館中学校・高等学校 

-設置等の趣旨(資料)-56-



令和6年度実習計画表（案）＜２年次実習計画表＞

1 8 15 22 29 6 13 22 27 3 10 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24 3 10 17 24 31
　看護展開基礎実習

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
学

生

数

17
健康回復看護総論実習

鹿児島医療
センター
有村講師
中馬教授
山田教授
一宮講師

久富木助教

鹿児島医療
センター
有村講師

鹿児島医療センター
（外来）
石川助教

鹿児島医療
センター
一宮講師

今村総合病院
（外来）
丹羽教授

鹿児島医療センター
（外来）
石川助教

鹿児島医療
センター
有村講師

鹿児島医療センター
中馬教授

鹿児島医療
センター
中馬教授

鹿児島医療センター
山田教授

鹿児島市立病院
（外来）
鳥越教授

鹿児島医療
センター
山田教授

鹿児島医療センター
梅木助教

鹿児島医療
センター
山田教授

鹿児島医療センター
持留助教

南風病院（外来）
河口教授

鹿児島医療センター
春田助教

鹿児島医療
センター
一宮講師

鹿児島医療センター
平松助教

厚生連病院（外来）
佐々木教授

鹿児島医療
センター

久富木助教

南九州病院
中俣准教授

相良病院（外来）
堤教授

鹿児島医療
センター

久富木助教

南九州病院
石川助教

いまきいれ総合病院
（外来）

安藤准教授

南九州病院
佐々木教授
厚地助手

鹿児島医療
センター
中馬教授

指宿医療センター
鳥越教授
田中助手

鹿児島市立病院
（外来）
鳥越教授

鹿児島医療
センター
山田教授

霧島市立医師会医療センター
西頭講師

鹿児島医療
センター
山田教授

霧島市立医師会医療センター
野中講師

南風病院（外来）
河口教授

厚生連病院
武准教授

いまきいれ総合病院
（外来）

安藤准教授

今村総合病院
（外来）
丹羽教授

鹿児島医療
センター
一宮講師

南風病院
河口教授
津曲助手

鹿児島医療
センター
一宮講師

南風病院
一宮講師

厚生連病院（外来）
佐々木教授

鹿児島医療
センター

久富木助教

今村総合病院
堤教授

安藤准教授相良病院（外来）
堤教授

鹿児島医療
センター

久富木助教

-設置等の趣旨(資料)-57-

■年次別実習計画 資料17



令和7年度実習計画表（案）＜3年次前期実習計画表＞

7 5 4 11 18 25

1
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4
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8

9

10

11

12
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15

16

17

18
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20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78
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80

4月 5月 6月 7月 8月
学

生

数

14 21 28 12 30 7 14 21 2819 26 2 9 16 23

【成育Ⅰ】
玉里保育園
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手 【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授

【在宅】
明和の家

河口教授・小原助教

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手
【成育Ⅱ】

指宿医療センター
（小児）

鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
あたご保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手

【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

マモ

リエ

小玉

水迫
【成育Ⅱ】

霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手

マモ

リエ

小玉

水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手 【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【成育Ⅰ】
玉里保育園
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授
【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教 【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
あたご保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【在宅】西陵訪問看護
小玉准教授・水迫助教

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通
所介護、看多機）・南風病院

丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手 【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手

【成育Ⅱ】
霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手

【在宅】

田上記念

　小玉

水迫

【在宅】

ナーシン

グホーム

田上苑

小玉・水

【健康増進】鹿児島
市保健センター
米増教授・日髙助手

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

（小児）
鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【在宅】

はるかぜ

小玉・水迫

【在宅】西陵訪問看護
小玉准教授・水迫助教

【健康増進】鹿児島市

保健センター

米増教授・日髙助手

【在宅】

ナーシン

グホーム

田上苑

小玉・水

【在宅】

はるかぜ

小玉・水迫

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通
所介護、看多機）・南風病院

丹羽教授・久富木助教

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授

【在宅】
明和の家

河口教授・小原助教

【健康増進】鹿児島
市保健センター
米増教授・日髙助手

【健康増進】地域包括

米増教授・日髙助手

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教
【健康増進】地域包括

米増教授・日髙助手

【健康増進】びっぐすまいる

米増教授・日髙助手

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【健康増進】鹿児島
市保健センター
米増教授・日髙助手

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手 【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【在宅】

田上記念

　小玉

水迫

【精神】
こだま病院（病棟）

安藤准教授・平松助教

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【成育Ⅰ】
玉里保育園
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【精神】こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ

春田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ　春

田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【精神】こだま病院
安藤准教授・平松助教

【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手
【成育Ⅱ】

指宿医療センター
（小児）

鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【精神】
こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
あたご保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手 【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【成育Ⅰ】
玉里保育園
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成育Ⅱ】
霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【精神】
こだま病院（病棟）

安藤准教授・平松助教

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授
【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教

【精神】こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ　春

田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助教

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

（小児）
鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
あたご保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【精神】
こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助教

【成育Ⅱ】
霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助教

【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ　春

田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【精神】こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅰ】
薬師保育園
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教
【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手

【精神】こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ

春田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【精神】
こだま病院（病棟）

安藤准教授・平松助教

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【精神】
こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ　春

田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【精神】こだま病院
安藤准教授・平松助教

【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手

【在宅】
明和の家

河口教授・小原助教

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
下伊敷保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通
所介護、看多機）・南風病院

丹羽教授・久富木助教

【健康増

進】

保健所
塩満

准教授

稻留

准教授

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手 【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【在宅】西陵訪問看護
小玉准教授・水迫助教

【在宅】

田上記念

　小玉

水迫

【在宅】

ナーシン

グホーム

田上苑

小玉・水

【在宅】

はるかぜ

小玉・水迫

【成育Ⅱ】
霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【在宅】
明和の家

河口教授・小原助教

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通
所介護、看多機）・南風病院

丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

（小児）
鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手

【在宅】

田上記念

　小玉

水迫

【在宅】

ナーシン

グホーム

田上苑

小玉・水

【在宅】

はるかぜ

小玉・水迫

【在宅】西陵訪問看護
小玉准教授・水迫助教

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【健康増

進】

保健所

塩満准教授

稻留准教授

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【精神】こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ

春田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【健康増

進】

保健所
塩満

准教授

稻留

准教授

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【精神】
こだま病院（病棟）

安藤准教授・平松助教

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

マモ

リエ

小玉

水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ　春

田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【健康増進】

保健所

塩満

准教授

稻留准教

授

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【精神】
こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

マモ

リエ

小玉

水迫

【精神】こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【健康増進】

保健所
塩満

准教授

稻留

准教授

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【精神】
こだま病院（病棟）

安藤准教授・平松助教

【精神】
こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助教

【健康増進】

保健所

塩満・稲留

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手
【精神】

こだま病院
（デイケア）
春田助教

【精神】にじの
途・ゆめの
樹・ピアアク

ティブ
春田助教

【精神】
こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助教

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【在宅】
明和の家

河口教授・小原助教
【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

　

【健康増進】市町村
塩満准教授・稻留准教授・日髙助手 【精神】こだま病院（病棟）

安藤准教授・平松助教

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ　春

田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手【健康増進】市町村

塩満准教授・稻留准教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助教

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

マモ

リエ

小玉

水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

【在宅】

クオリエ
小玉・水迫

【精神】にじの

途・ゆめの樹・ピ

アアクティブ　春

田助教

【精神】こだま病

院（デイケア）

春田助教

【精神】こだま病院（病棟）
安藤准教授・平松助教

【在宅】

クオリエ
小玉・水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

マモ

リエ

小玉

水迫

【健康増

進】

保健所
塩満

准教授

稻留

准教授

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

-設置等の趣旨(資料)-58-
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3月
学

生

数

15 22 29 6 13 20 27 3
9月 10月 11月 12月 1月 2月

10 17 24 1

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【健康増進】

保健所

塩満准教

授・稻留准

教授

【健康増進】市町村
塩満教授　・稻留准教授

【精神】
谷山病院

安藤准教授・春田助教

【精神】
あい

平松助教

【精神】
伊敷病院
（デイケア）
平松助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【健康増進】
鹿児島市保健セン

ター
米増教授
日髙助手

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【健康増進】
びっぐすまいる

米増教授・日髙助
手

【精神】谷山病院
安藤准教授・春田助教

【精神】伊敷
病院（デイケ

ア）
平松助教

【精神】あい
平松助教

【健康増進】地域包括

米増教授・日髙助手
【精神】
あい

平松助教

【精神】
伊敷病院
（デイケア）
平松助教

【精神】
谷山病院

安藤准教授・春田助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【健康増進】鹿児島
市保健センター
米増教授・日髙助手

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【精神】伊敷
病院（デイケ

ア）
平松助教

【精神】あい
平松助教

【精神】今村総合病院
安藤准教授・春田助教

【健康増進】鹿児島
市保健センター
米増教授・日髙助手

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【精神】
谷山病院

安藤准教授・春田助教

【精神】
あい

平松助教

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【精神】谷山病院
安藤准教授・春田助教

【精神】伊敷
病院（デイケ

ア）
平松助教

【精神】あい
平松助教

【精神】
伊敷病院
（デイケア）
平松助教

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【精神】
あい

平松助教

【精神】
伊敷病院
（デイケア）
平松助教

【精神】
谷山病院

安藤准教授・春田助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【精神】伊敷
病院（デイケ

ア）
平松助教

【精神】あい
平松助教

【精神】今村総合病院
安藤准教授・春田助教

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【在宅】
明和の家

河口教授・小原助教
【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

マモ

リエ

小玉

水迫

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

マモ

リエ

小玉

水迫

【健康増

進】

保健所

塩満准教

授

稻留准教

授

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手

【健康増進】鹿児島
市保健センター
米増教授・日髙助手

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

マモ

リエ

小玉

水迫

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【健康増進】
鹿児島市保健セン

ター
米増教授
日髙助手

【健康増進】
びっぐすまいる
米増教授・日髙助手

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【在宅】
明和の家

河口教授・小原助教
【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ

風（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【健康増進】
地域包括

米増教授・日髙助手

【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手【健康増進】
鹿児島市保健セン

ター
米増教授
塩満准教授

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【健康増進】地域包括

米増教授・日髙助手

【健康増進】びっぐすまいる

米増教授・日髙助手

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【健康増進】市町村
塩満准教授・稻留准教授

【健康増進】地域包括

米増教授・日髙助手

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手 【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

（小児）
鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

マモ

リエ

小玉

水迫

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【健康増

進】

保健所

塩満准教

授

稻留准教

授

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

マモ

リエ

小玉

水迫

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

アリ

エ

小玉

水迫

クオ

ラ

小玉

水迫

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ風

（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【在宅】
在宅ケアサポートみなみ風

（訪問看護）
丹羽教授・久富木助教

【在宅】在宅ケアサポートみ
なみ風（居宅介護、療養通所
介護、看多機）・南風病院
丹羽教授・久富木助教

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

【成育Ⅱ】
霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

クオ

ラ

小玉

水迫

【在宅】

クオリエ

小玉・水迫

【健康増進】市町村
塩満准教授・稲留准教授・日髙助手

【健康増

進】

保健所

塩満・稻留

【在宅】クオラリハビリテーショ
ン病院（病棟・連携室）
小玉准教授・水迫助教

マモ

リエ

小玉

水迫

アリ

エ

小玉

水迫

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【精神】
谷山病院

安藤准教授・春田助教

【精神】
あい

平松助教

【精神】
伊敷病院
（デイケア）
平松助教

【成育Ⅰ】
薬師保育園
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【精神】
あい

平松助教

【精神】
伊敷病院
（デイケア）
平松助教

【精神】
谷山病院

安藤准教授・春田助教

【精神】伊敷
病院（デイケ

ア）
平松助教

【精神】あい
平松助教

【精神】今村総合病院
安藤准教授・春田助教

【精神】伊敷
病院（デイケ

ア）
平松助教

【精神】あい
平松助教【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手 【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成人】鹿児島医療センター
山田教授・武准教授

【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教

【精神】谷山病院
安藤准教授・春田助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
下伊敷保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【成人】鹿児島医療センター
中俣准教授・持留助手【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【老年】
南風病院
河口教授
小原助教

【在宅】
はるかぜ

野中講師・津曲助手 【成育Ⅰ】
薬師保育園
佐々木教授
厚地助手【在宅】

明和の家
河口教授・小原助教

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授
【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教
【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【在宅】
はるかぜ西伊敷
河口教授・小原助教

【成育Ⅱ】
霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

（小児）
鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【老年】
霧島市立医師会
医療センター

野中講師
津曲助手

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
下伊敷保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【在宅】
はるかぜ新屋敷
野中講師・津曲助手

【在宅】
はるかぜ黎明

野中講師・津曲助手

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授
田中助手

【成育Ⅱ】指宿医療セ

ンター（小児）

鳥越教授・厚地助手 【成育Ⅱ】

南九州
病院
佐々木

教授

田中助手

【成育Ⅱ】霧島市立医

師会医療センター

佐々木教授

【成育Ⅰ】
薬師保育園
佐々木教授
厚地助手

【成育Ⅰ】

指宿医療センター
（産科）

鳥越教授・田中助手
【成育Ⅰ】
子育て支援
西頭講師
梅木助教

【成育Ⅰ】

やくし乳児院

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

（小児）
鳥越教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
鹿児島市立病院

(産科)
西頭講師

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・厚地助手

【成育Ⅰ】
子育て支援
佐々木教授
厚地助手

{成育Ⅰ}

加治木養護学校
佐々木教授

梅木助教

【成育Ⅰ】
下伊敷保育園

佐々木教授・西頭
講師・梅木助教

【成育Ⅰ】つくし保育園

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅰ】指宿医療セ

ンター（産科）

鳥越教授・田中助手

〔成育Ⅰ】子育て支援

佐々木教授・梅木助教

【成育Ⅱ】
霧島市立医師会
医療センター
西頭講師

【成育Ⅱ】
指宿医療センター

(産科)
鳥越教授・田中助手

【成育Ⅱ】

南九州
病院

鳥越教授

厚地助手

-設置等の趣旨(資料)-59-



令和8年度実習計画表（案）＜4年次実習計画表＞
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3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
学

生

数

【健康増進発展】
ヘルスサポート

塩満准教授
（日髙助手）

【健康増進発展】
ヘルスサポート

塩満准教授
（日髙助手）

【長期療養】
南九州病院

中俣准教授・久富木助教

【健康増進発展】
県民総合保健セ

ンター
塩満准教授
（日髙助手）

【健康増進発展】
県民総合保健セ

ンター
塩満准教授
（日髙助手）

【長期療養】
南九州病院

中俣准教授・久富木助教

【長期療養】
南九州病院

中馬教授・久富木助教
【健康増進発展】

厚生連
塩満准教授
（日髙助手）

【健康増進発展】
厚生連

塩満准教授
（日髙助手）

【長期療養】
南九州病院

中馬教授・石川助教
【健康増進発展】
健康保険協会

塩満准教授（日髙助手）

【健康増進発展】
健康保険協会

塩満准教授（日髙助手） 【長期療養】
南九州病院

有村講師・石川助教

【健康増進発展】
鹿児島高等学校

米増教授
（稻留准教授）

【健康増進発展】
鹿児島高等学校

米増教授
（稻留准教授）

【長期療養】
南九州病院

有村講師・石川助教

【長期療養】
南九州病院

一宮講師・小原助教

【長期療養】
南九州病院

一宮講師・小原助教

【健康増進発展】
修学館

米増教授
(稻留准教授）

【健康増進発展】
修学館

米増教授
(稻留准教授）

【長期療養】
南九州病院

一宮講師・小原助教

【長期療養】
鹿児島医療センター

中馬教授
石川助教

【健康増進発展】
ヘルスサポート
塩満准教授
（日髙助手）

【健康増進発展】
ヘルスサポート
塩満准教授
（日髙助手）

【健康増進発展】
県民総合保健セ

ンター
塩満准教授
（日髙助手）

【健康増進発展】
県民総合保健セ

ンター
塩満准教授
（日髙助手）

【長期療養】
鹿児島医療センター

中馬教授
石川助教

【長期療養】
鹿児島医療センター

有村講師
石川助教

【健康増進発展】
厚生連

塩満准教授
（日髙助手）

【健康増進発展】
修学館

米増教授
(稻留准教授）

【長期療養】
鹿児島医療センター

一宮講師
小原助教

【健康増進発展】
厚生連

塩満准教授
（日髙助手）【長期療養】

鹿児島医療センター
有村講師
石川助教

【健康増進発展】
健康保険協会

塩満准教授（日髙助手）

【健康増進発展】
健康保険協会

塩満准教授（日髙助手）

【長期療養】
鹿児島医療センター

中俣准教授
久富木助教

【健康増進発展】
鹿児島高等学校

米増教授
（稻留准教授）

【健康増進発展】
鹿児島高等学校

米増教授
（稻留准教授）

【長期療養】
鹿児島医療センター

中俣准教授
久富木助教

【長期療養】
鹿児島医療センター

一宮講師
小原助教

【健康増進発展】
修学館

米増教授
(稻留准教授）
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健康回
復看護
総論
実習

看護展
開基礎
実習

健康
増進

ケア論
実習

成育健
康回復
ケア論
実習Ⅰ

成育健
康回復
ケア論
実習Ⅱ

成人健
康回復
ケア論
実習

老年健
康回復
ケア論
実習

精神健
康回復
ケア論
実習

在宅健
康回復
ケア論
実習

長期療
養生活
ケア論
実習

健康増
進ケア
論発展
実習

中馬成子 中馬成子 米増直美 鳥越郁代 鳥越郁代 山田巧 河口朝子 堤由美子 丹羽さよ子 中馬成子 米増直美

鳥越郁代 鳥越郁代 佐々木くみ子 佐々木くみ子

佐々木くみ子 佐々木くみ子

山田巧 山田巧

河口朝子 河口朝子

堤由美子 堤由美子

丹羽さよ子

安藤光子 中俣直美 稻留直子 中俣直美 安藤光子 小玉博子 中俣直美 稻留直子

武亜希子 塩満智子 武亜希子 塩満智子

安藤光子

有村優子 有村優子 西頭知子 西頭知子 野中弘美 有村優子

一宮絵美 西頭知子 一宮絵美

一宮絵美

野中弘美

石川志保 石川志保 梅木由紀 梅木由紀 持留里奈 小原めぐみ 春田陽子 水迫友和　 石川志保

久富木有加 梅木由紀 平松明子 久富木有加 久富木有加

持留里奈 小原めぐみ

春田陽子

平松明子

専任
教員数

12 18 3 4 4 4 3 4 4 7 3

田中友和子 日髙紗由美 田中友和子 田中友和子 津曲真二 日髙紗由美

厚地ゆり 厚地ゆり 厚地ゆり

津曲真二

非常勤臨
地実習サ
ポーター

2
※1

1
2

※2
1 2

※1　健康増進ケア論実習の非常勤臨地実習サポーターは、鹿児島、南薩、北薩、姶良・伊佐、大
隅、熊毛、大島の7地域に1人ずつ配置し、当該地域の実習時に配置する。

※2　成育健康回復ケア論実習Ⅱの非常勤臨地実習サポーターは2名となっているが、成育健康回復ケ
ア論実習Ⅰと実習施設が同じため、2名の内1名はⅠと兼任とする。

助手

資料18

教授

助教

■実習担当教員配置概要表及び実習科目別指導体制

講師

准教授
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健康回復看護総論実習（1単位：45時間）
科目責任者：有村優子

実習期間：6月第3週

国立病院機
構鹿児島医
療センター

南風病院 厚生連病院 相良病院
いまきいれ
総合病院

8病棟 外来A 外来B 外来A 外来B 外来 外来A 外来B 外来 外来 外来

80名 8名 8名 8名 8名

5名 4名 4名 4名 4名

1

2

1
有村

2
中馬

3
山田

4
一宮 久富木

5
（80名） (成育健康回復ケア論実習Ⅰ)

1
有村 西頭・梅木・（厚地・田中）

2
中馬 (成育健康回復ケア論実習Ⅱ)

3
山田 西頭・梅木・（厚地・田中）

4
一宮 久富木 (成人健康回復ケア論実習)

5 （40名）
中俣・武・持留

1
(老年健康回復ケア論実習)

2
野中・小原・（津曲）

3
(精神健康回復ケア論実習)

4
春田・平松

5
(在宅健康回復ケア論実習)

1
有村 小玉・水迫

2
中馬

3
山田

4
一宮 久富木

5 （40名）

1

2

3

4

5

1

2

石川

石川

石川

石川 丹羽鳥越 河口 丹羽

鳥越

担当教員：中馬成子・一宮絵美・石川志保・久富木有加（基礎看護学）
　　　　　鳥越郁代・佐々木くみ子（成育看護学）
　　　　　山田巧（成人看護学）
          河口朝子（老年看護学）
　　　　　堤由美子・安藤光子（精神看護学）
　　　　　丹羽さよ子（在宅看護学）

月

他学年の授業は休講にして本
実習を実施する。3年次の健康
回復ケア論実習は同時進行と
なるため、本実習以外の下記
担当者で行う。

1G当たり

総数

実習施設
今村総合病院

16名

鹿児島市立
病院

8（4×2）名 8（4×2）名 8（4×2）名

主担当科目の授業予定及び
実習代行者

16名

国立病院機
構鹿児島医
療センター

16名

土
学内実習
・実習内容の振り返りと整理　　　・理論と実践の統合
・実習成果の発表・討論・まとめ　・実習用e-ポートフォリオの記載

火

水

木

金 鳥越

石川

石川

石川

河口

河口

河口

鳥越

鳥越

鳥越

土
学内実習
・全体オリエンテーション　　　　　　・実習グループ別オリエンテーション
・既修得内容の復習・整理　　    　　・実習課題の予習・明確化

鳥越

石川

鳥越

堤

安藤

安藤

安藤

安藤佐々木

佐々木

佐々木

丹羽 堤

堤

堤

丹羽

丹羽 佐々木

丹羽

丹羽

丹羽
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看護展開基礎論実習（2単位：90時間）

科目責任者：有村優子

実習期間：9月第3週

病棟A 病棟B 病棟C 病棟D 病棟E 病棟F 病棟A 病棟B 病棟C 病棟A 病棟B 病棟A 病棟B

5名 5名 5名

5名 5名 5名

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

梅木

実習施設

国立病
院機構
指宿医
療セン
ター

今村総
合病院

厚生連
病院

主担当科目の授業
予定及び実習代行

者

持留

持留

持留

持留

山田

山田

山田

山田

山田

山田

山田

国立病院機構南
九州病院

15名

5名

国立病院機構
鹿児島医療センター

30名

5名

山田

梅木

梅木

梅木

梅木

梅木

平松

平松

平松

平松

梅木

平松

平松

平松

春田

春田

持留

持留

持留

春田

春田

春田

春田

春田

石川

石川

石川

石川

石川

石川

石川

石川

佐々
木

厚地

佐々
木

厚地

佐々
木

厚地

佐々
木

厚地

佐々
木

厚地

佐々
木

厚地

佐々
木

厚地

堤
安藤

武

武

野中

野中

野中

霧島市立
医師会
医療セン

ター

10名

5名

野中

野中

野中

野中

野中

南風病院

10名

5名

一宮

一宮

一宮

一宮

一宮

河口
津曲

中馬 中俣
鳥越
田中

西頭
河口
津曲

堤
安藤

鳥越
田中

鳥越
田中

西頭中俣
河口
津曲

堤
安藤

一宮

一宮梅木

中俣
鳥越
田中

西頭
河口
津曲

堤
安藤

武

西頭
河口
津曲

堤
安藤

武

武

一宮
佐々
木

厚地

水

木

金 中馬 中俣

学内実習
・実習内容の振り返りと整理　　　・理論と実践の統合
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

中馬 中俣
鳥越
田中

西頭
河口
津曲

堤
安藤

鳥越
田中

武平松春田持留

鳥越
田中

西頭
河口
津曲

堤
安藤

武

西頭

中馬

担当教員：中馬成子・一宮絵美・石川志保（基礎看護学）
　　　　　鳥越郁代・佐々木くみ子・西頭知子・ 梅木由紀・助手：田中友和子・厚地ゆり
　　　　　(成育看護学)
　　　　　山田巧・中俣直美・武亜希子 ・持留里奈（成人看護学）
　　　　　河口朝子・野中弘美・助手：津曲真二（老年看護学）
　　　　　堤由美子・安藤光子・春田陽子・平松明子（精神看護学）

月

火 武

夏季休業期間であ
るため、授業等は
ない。健康増進ケ
ア論実習のみ重複
するが、健康増進
ケア論実習の担当
者は、本実習は担
当しない。

総数

1G当たり

学内実習
・全体オリエンテーション　　・実習グループ別オリエンテーション
・既修得内容の復習・整理　　・実習課題の予習・明確化
・自己の実習課題の明確化　　・技術演習

中馬 中俣
鳥越
田中

西頭
河口
津曲

堤
安藤

水

木

金

中馬 中俣

中馬 中俣月

火 中馬
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健康増進ケア論実習（3単位：135時間）
科目責任者：米増直美

実習期間：（前期）5月第2週～7月末、（後期）9月第3週～12月第1週

57名 23名 23名

2～9名 2～3名 2～3名

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

金

2後）健康増進ケア論Ⅳ：塩満・稻留

木

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

2前)保健医療福祉行政論：米増→日髙代行、稻留→塩満代行稻留・塩満
（日髙） 米増

日髙

学内実習＜理論と言実践の統合Ⅱ＞
・実習体験の学びをもとに討論し、生活の営みの中で人々の健康生活を支える看護のあり方と看護活動、それらの活
動の基盤となる看護学についての理解を深めるとともに、看護職の社会的使命について考える機会とする。
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

1後)看護学概論：稻留→塩満代行
4後)看護統合演習：米増→日髙代行

火
稻留
塩満

米増
日髙

米増
日髙

1後)健康増進看護総論Ⅰ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと
調整
2前)健康増進ケア論Ⅰ：米増→日髙代行
2後)健康増進ケア論Ⅱ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと調
整
2後)健康増進ケア論Ⅲ：米増→日髙代行、塩満・稻留→臨地実
習サポーターと調整
4前)看護管理論：米増→日髙代行

水

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

稻留
塩満

（日髙）

稻留・塩満
（日髙）

米増
日髙

米増
日髙

1後)健康と看護：米増→日髙代行
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ：米増→日髙代行、塩満・稲留→臨地実
習サポーターと調整

金

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

2後）健康増進ケア論Ⅳ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと調
整

月

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

稻留・塩満
（日髙） 米増

日髙

稻留・塩満
（日髙） 米増

日髙

2前)保健医療福祉行政論：米増→日髙代行、稻留→塩満代行

水

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

1後)看護学概論：稻留→塩満代行
4後)看護統合演習：米増→日髙代行

木

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

稻留・塩満
（日髙）

稻留・塩満
（日髙）

米増
日髙

米増
日髙

1後)健康増進看護総論Ⅰ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと
調整
2前)健康増進ケア論Ⅰ：米増→日髙代行
2後)健康増進ケア論Ⅱ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと調
整
2後)健康増進ケア論Ⅲ：米増→日髙代行、塩満・稻留→臨地実
習サポーターと調整
4前)看護管理論：米増→日髙代行

月

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

1後)健康と看護：米増→日髙代行
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ：米増→日髙代行、塩満・稲留→臨地実
習サポーターと調整

火
稻留
塩満

米増
日髙

米増
日髙

稻留・塩満
（日髙）

稻留
塩満

（日髙）

米増
日髙

米増
日髙

2後）健康増進ケア論Ⅳ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと調
整

木

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

2前)保健医療福祉行政論：米増→日髙代行、稻留→塩満代行

金

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

稻留・塩満
（日髙）

稻留・塩満
（日髙）

米増
日髙

米増
日髙

米増
日髙

1後)健康増進看護総論Ⅰ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと
調整
2前)健康増進ケア論Ⅰ：米増→日髙代行
2後)健康増進ケア論Ⅱ：塩満・稻留→臨地実習サポーターと調
整
2後)健康増進ケア論Ⅲ：米増→日髙代行、塩満・稻留→臨地実
習サポーターと調整
4前)看護管理論：米増→日髙代行

水

稻留
塩満 米増

日髙
米増
日髙

稻留
塩満

（日髙）

稻留・塩満
（日髙）

米増
日髙

米増
日髙

※（　）内に示す教員は、鹿児島市の実習がない週は市町村実習の実習補助者とする

担当教員：塩満智子・稻留直子・日髙紗由美（助手）

月

1後)健康と看護：米増
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ：米増・塩満・稲留

鹿児島県保健所
（伊集院、加世田、指宿、川

薩、出水、姶良、大口、鹿屋、

志布志、西之表、名瀬）

鹿児島市
保健センター

（北部、東部、西部、
中央、南部）

びっぐすま
いる

総数

1G当たり

5月第2週～7月末、9月第3週～12月第1週 7月第2週～4週、9月第3週～10月第3週

23名

鹿児島市長寿あんしん相
談センター（中央、上町、
鴨池北、鴨池南、城西、武・田
上、谷山北、谷山中央、谷山
南、伊敷台、西伊敷、吉野、桜
島、吉田、郡山、松元、喜入）

1～2名

57名

1～3名

県内市町村
（いちき串木野、日置、南九
州、指宿、阿久根、霧島、鹿
屋、垂水、東串良、錦江、南大
隅、肝付、曽於、志布志、大
崎）

学内実習＜理論と実践の統合Ⅰ＞
・オリエンテーション
・実習の目的目標を確認し、準備性を高める
・実習プログラムを踏まえ、自らの課題を整理し、取り組み方法を確認する
・健康教育の準備を行う

主担当科目の授業予定及び実習代行者

実習施設

1後)看護学概論：稻留→塩満代行
4後)看護統合演習：米増→日髙代行

火
稻留
塩満

米増
日髙

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名

（臨地実習サポーター）2名
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成育健康回復ケア論実習Ⅰ（3単位：135時間）

科目責任者：佐々木くみ子

実習期間：（前期）4月第2週～7月末、（後期）10月第1週～12月第1週

玉里 あたご 薬師 下伊敷 つくし

16名 16名 16名 16名 16名 80名 40名 16名 24名

4名 4名 4名 4名 1～2名 10(2～5×3)名 5(2～3×2）名 2名 3名

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1

2

3

4

5

※遠隔地である国立病院機構指宿医療センターについては、非常勤の臨地実習サポーター1名ずつ配置

金

学内実習＜理論と実践の統合＞
・実習内容の振り返りと整理 ・理論と実践の統合
・実習の学びから実習内容に関連するテーマを設定し、意見交換、まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載　・実習自己評価・担当教員との個人面接

2後)家族看護論:佐々木

4後)看護統合演習:佐々木→梅木代行

木
西頭
梅木

1前)成育健康回復ケア論Ⅰ:佐々木・西頭→梅
木代行
2後)生活機能援助論Ⅶ:西頭→梅木代行

水
西頭
梅木

佐々木
西頭
梅木

佐々木
西頭
梅木

佐々木
梅木

佐々木
梅木

2前)成育健康回復ケア概論:佐々木・西頭→梅
木代行
2後)成育健康回復ケア論Ⅱ:佐々木・西頭→梅
木代行
4前･後)卒業研究Ⅰ･Ⅱ:佐々木・西頭→梅木代
行

火
西頭
梅木

1後)健康増進看護総論Ⅱ:佐々木・西頭→梅木
代行

佐々木
西頭
梅木

佐々木
西頭
梅木

佐々木
梅木

佐々木
梅木

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

木
佐々木
梅木

佐々木
梅木

佐々木
梅木

2前)成育健康回復ケア概論:鳥越→田中代行、佐々木
→厚地代行
2後)成育健康回復ケア論Ⅱ:鳥越→田中代行、佐々木
→厚地代行
4前･後)卒業研究Ⅰ･Ⅱ:鳥越→田中代行、佐々木→
厚地代行
4後)看護キャリア発達論：鳥越→田中代行

1後)健康増進看護総論Ⅱ:鳥越→田中代行、
佐々木→厚地代行

2後)家族看護論:佐々木

月
西頭
梅木

1前)成育健康回復ケア論Ⅰ:鳥越→田中代行、
佐々木→梅木代行

金
学内実習＜理論と実践の統合＞
・実習内容の振り返りと整理 ・理論と実践の統合
・実習の学びから実習内容に関連するテーマを設定し、意見交換、まとめ

佐々木
厚地

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

鳥越
田中

(臨地実習サポー
ター)

月
佐々木
梅木

佐々木
梅木

佐々木
梅木

2前)成育健康回復ケア概論:鳥越→田中代行、佐々木
→梅木代行
2後)成育健康回復ケア論Ⅱ:鳥越→田中代行、佐々木
→梅木代行
4前･後)卒業研究Ⅰ･Ⅱ:鳥越→田中代行、　佐々木→ 
梅木代行
4後)看護キャリア発達論：鳥越→田中代行

1後)健康増進看護総論Ⅱ:鳥越→田中代行、
佐々木→梅木代行

水
佐々木
梅木

佐々木
梅木

佐々木
梅木

1後)いのちと看護:鳥越→田中代行
4後)看護統合演習:鳥越→田中代行、佐々木→
梅木代行

火
佐々木
梅木

佐々木
梅木

佐々木
梅木

水
佐々木
厚地

佐々木
厚地

佐々木
厚地

2後)家族看護論:佐々木

金
学内実習＜理論と実践の統合＞
・実習内容の振り返りと整理 ・理論と実践の統合
・実習の学びから実習内容に関連するテーマを設定し、意見交換、まとめ

火
佐々木
厚地

総数

主担当科目の授業予定及び実習代行者

実習施設
国立病院機構指
宿医療センター
（産科外来）

子育て支援施設
（りぼんかん、なか
まっち、たにっこり
ん、なかよしの、い

しきらら）

やくし乳児
院

加治木養護
学校

佐々木
厚地

1後)いのちと看護:鳥越→田中代行
4後)看護統合演習:鳥越→田中代行、佐々木→
厚地代行

木
佐々木
厚地

1前)成育健康回復ケア論Ⅰ:鳥越→田中代行、
佐々木→厚地代行

保育園

佐々木
厚地

担当教員：鳥越郁代・西頭知子・梅木由紀・田中友和子（助手）・厚地ゆり（助手）

1G当たり

月
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成育健康回復ケア論実習Ⅱ（3単位：135時間）

科目責任者：鳥越郁代

実習期間：（前期）4月第2週～7月末、（後期）10月第1週～12月第1週

産科病棟 小児病棟・外来

56名 40名 40名 24名

7(3～4×2)名 5(2～3×2)名 5(2～3×2)名 3名

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2

3

4

5

1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5

※遠隔地である国立病院機構指宿医療センター、霧島市立医師会医療センターについては、非常勤の臨地実習サポーター
を1名ずつ配置

1前)成育健康回復ケア論Ⅰ:鳥越→厚地代行
2前)成育健康回復ケア論Ⅰ:鳥越→厚地代行

金

学内実習＜理論と実践の統合＞（80名）
・実習内容の振り返りと整理 ・理論と実勢の統合
・実習の学びから実習内容に関連するテーマを設定し、意見交換、まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載　・実習自己評価・担当教員との個人面接

木
鳥越
厚地

学内実習＜理論
と実践の統合＞
（40名）
・実習内容の振
り返りと整理
・理論と実践の
統合
・実習の学びか
ら実習内容に関
連するテーマを
設定し、意見交
換、まとめ

水
鳥越
厚地

1後)いのちと看護:鳥越→厚地代行

火

金

月

2前)成育健康回復ケア概論:佐々木→田中代行
2後)成育健康回復ケア論Ⅱ:佐々木→田中代行
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ：佐々木→田中代行

鳥越
田中

鳥越
厚地

佐々木
(臨地実習サポー

ター)
西頭

1後)健康増進看護総論Ⅱ：佐々木→田中代行

学内実習＜理論
と実践の統合＞
（40名）
・実習内容の振
り返りと整理
・理論と実践の
統合
・実習の学びか
ら実習内容に関
連するテーマを
設定し、意見交
換、まとめ

佐々木
田中

佐々木
田中

水

鳥越
田中

鳥越
厚地

佐々木
（臨地実習サポー

ター）
西頭

火

鳥越
田中

鳥越
厚地

佐々木
(臨地実習サポー

ター)

2前)成育健康回復ケア概論:鳥越→田中・厚地代
行、西頭→臨地実習サポーターと調整
2後)成育健康回復ケア論Ⅱ:鳥越→田中・厚地代
行、西頭→臨地実習サポーターと調整
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ:鳥越→田中・厚地代
行、佐々木・西頭→臨地実習サポーターと調整
4後)看護キャリア発達論：鳥越→厚地代行

西頭

西頭

1後)いのちと看護:鳥越→田中・厚地代行

2前)成育健康回復ケア論Ⅰ:鳥越→田中・厚地代
行、佐々木→臨地実習サポーターと調整、西頭→
実習指導者と連携
2後)生活機能援助論Ⅶ:西頭→実習指導者と連携

西頭木

鳥越
田中

鳥越
厚地

佐々木
(臨地実習サポー

ター)

1後)健康増進看護総論Ⅱ:鳥越→田中・厚地代
行、佐々木→臨地実習サポーターと調整、西頭→
実習指導者と連携

月
鳥越
田中

鳥越
厚地

佐々木
(臨地実習サポー

ター)

1後)健康増進看護総論Ⅱ:鳥越→梅木・田中代
行、西頭→臨地実習サポーターと調整

水

鳥越
田中

鳥越
梅木

西頭
(臨地実習サポー

ター)

1後)いのちと看護:鳥越→梅木・田中代行

火

鳥越
田中

鳥越
梅木

西頭
(臨地実習サポー

ター)

鳥越
田中

担当教員： 佐々木くみ子・西頭知子・梅木由紀・田中友和子（助手）・厚地ゆり（助手）

月
鳥越
田中

鳥越
梅木

西頭
(臨地実習サポー

ター)

2前)成育健康回復ケア概論:鳥越→梅木・田中代行、西頭
→臨地実習サポーターと調整
2後)成育健康回復ケア論Ⅱ:鳥越→梅木・田中代行、西頭
→臨地実習サポーターと調整
4前･後)卒業研究Ⅰ･Ⅱ:鳥越→梅木・田中代行、西頭→臨
地実習サポーターと調整
4後)看護キャリア発達論：鳥越→梅木・田中代行

総数

1G当たり

国立病院機構指宿医療センター
実習施設

霧島市立医師会
医療センター

鹿児島市立病
院

主担当科目の授業予定及び実習代行者

国立病院機構
南九州病院

80名

5名

鳥越
梅木 西頭

(臨地実習サポー
ター)

木

鳥越
田中

2前)成育健康回復ケア論Ⅰ:鳥越→梅木・田中代
行、西頭→臨地実習サポーターと調整
2後)生活機能援助論Ⅶ:西頭→臨地実習サポー
ターと調整

鳥越
梅木 西頭

(臨地実習サポー
ター)

金

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）

(臨地実習サポーター）
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成人健康回復ケア論実習（3単位：135時間）

科目責任者： 山田巧

実習期間：（前期）4月第2週～7月末、（後期）10月第1週～12月第1週

A病棟 B病棟 C病棟 D病棟 E病棟

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1前）生活機能援助論Ⅰ:中俣→持留代行、生活機能援助論
Ⅱ：山田→武代行
2前)健康回復過程論Ⅰ:山田→武代行、中俣→持留代行
2後)成人健康回復ケア論:山田→武代行、生活機能援助論
Ⅷ:山田→武代行

金

学内実習＜理論と実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理 ・理論と実践の統合
・普遍的看護と成人看護学分野特有の看護の明確化
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

2後)健康増進看護総論Ⅲ:武

実習施設

＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション ・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化・自己の実習課題の明確化
・技術演習

木

1後)生活機能援助論Ⅳ:武→山田代行

水

国立病院機構鹿児島医療センター

火
山田
武

中俣
持留

2前)成人老年健康回復ケア概論:山田→武代行
4後)看護統合演習:山田→武代行、中俣→持留代行山田

武
中俣
持留

金

2後)健康増進看護総論Ⅲ:武→山田代行

月

1後)健康回復過程論Ⅲ:武→山田代行
4前）長期療養生活ケア論:中俣→持留代行
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ:山田・中俣・武→持留代行

山田
武

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

2前)成人老年健康回復ケア概論:山田→武代行
4後)看護統合演習:山田→武代行、中俣→持留代行

木

1前）生活機能援助論Ⅰ:中俣→持留代行、生活機能援助論
Ⅱ:山田→武代行
2前)健康回復過程論Ⅰ:山田→武代行、中俣→持留代行
2後)成人健康回復ケア論:山田→武代行、生活機能援助論
Ⅷ：山田→武代行

水

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

2後)健康増進看護総論Ⅲ:武→山田代行

月

木

1後)健康回復過程論Ⅲ:武→山田代行
4前）長期療養生活ケア論:中俣→持留代行
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ:山田・中俣・武→持留代行

火

1後)生活機能援助論Ⅳ:武→山田代行

金

担当教員：中俣直美・ 武亜希子・持留里奈

月

1後)健康回復過程論Ⅲ:武
4前）長期療養生活ケア論:中俣
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ:山田・中俣・武

総数

1G当たり

80名

主担当科目の授業予定及び実習代行者

10（2～3×5）名

1後)生活機能援助論Ⅳ:武→山田代行

水

2前)成人老年健康回復ケア概論:山田→武代行
4後)看護統合演習:山田→武代行、中俣→持留代行

火

1前）生活機能援助論Ⅰ:中俣→持留代行、生活機能援助論
Ⅱ：山田→武代行
2前)健康回復過程論Ⅰ:山田→武代行、中俣→持留代行
2後)成人健康回復ケア論:山田→武代行、生活機能援助論
Ⅷ：山田→武代行

山田
武

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

山田
武

中俣
持留

山田
武
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老年健康回復ケア論実習（3単位：135時間）

科目責任者：  河口朝子

実習期間：（前期）4月第2週～7月末、（後期）10月第1週～12月第１週

はるかぜ 明和の家
はるかぜ
黎明

はるかぜ
西伊敷

はるかぜ
新屋敷

40名 40名

5名 5名

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

1後)健康増進看護総論Ⅲ:河口
1後）暮らし探索フィールドワーク:河口

1前)成人老年健康回復ケア概論:河口→小原代行
2後)老年健康回復ケア論:河口→小原代行
4後)看護統合演習:河口→小原代行水

野中
津曲

河口
小原

野中
津曲

河口
小原

野中
津曲

河口
小原

野中
津曲

河口
小原

金

木
学内実習＜理論と実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・普遍的看護と老年看護学分野特有の看護の明確化
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

金
河口
小原

野中
津曲

1後)健康増進看護総論Ⅲ:河口→小原代行
1後）暮らし探索フィールドワーク:河口→小原代
行

1後)健康回復過程論Ⅲ:河口→小原代行
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ:河口→小原代行、野中→
津曲代行月

野中
津曲

野中
津曲

河口
小原

野中
津曲

河口
小原

火
野中
津曲

1前)人間と看護:河口→小原代行
4前)看護管理論：河口→小原代行野中

津曲

水

1前)成人老年健康回復ケア概論:河口→小原代行
2後)老年健康回復ケア論:河口→小原代行
4後)看護統合演習:河口→小原代行

野中
津曲

木
河口
小原

野中
津曲

河口
小原

野中
津曲

1後)健康回復過程論Ⅲ:河口→小原代行
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ:河口→小原代行、野中→
津曲代行

1前)人間と看護:河口→小原代行
4前)看護管理論：河口→小原代行

火
河口
小原

野中
津曲

10（2×5）名

河口
小原

1前)成人老年健康回復ケア概論:河口→小原代行
2後)老年健康回復ケア論:河口→小原代行
4後)看護統合演習:河口→小原代行水

河口
小原

野中
津曲

木
河口
小原

野中
津曲

1後)健康増進看護総論Ⅲ:河口→小原代行
1後）暮らし探索フィールドワーク:河口→小原代
行金

河口
小原

野中
津曲

月

主担当科目の授業予定及び実習代行者

1後)健康回復過程論Ⅲ:河口
4前･後）卒業研究Ⅰ･Ⅱ:河口、野中

1前)人間と看護:河口→小原代行
4前)看護管理論：河口→小原代行

担当教員：野中弘美・小原めぐみ・津曲真二（助手）

実習施設

総数

月
＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション　・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化　・自己の実習課題の明確化　・技術演習

南風病院
霧島市立医師会
医療センター

1G当たり

火
河口
小原

野中
津曲

グループホーム

80名
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精神健康回復ケア論実習（3単位：135時間）

科目責任者： 堤由美子

実習期間：4月第2週～7月末

A病棟 B病棟 デイケア

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

火

2前)生活機能援助論Ⅵ:安藤→平松代行

春田

春田水

春田

春田

安藤
平松

金

2前)健康回復看護総論:安藤

木

安藤
平松

4前)卒業研究Ⅰ:安藤→平松代行

金

2前)健康回復看護総論:安藤→平松

春田

春田月

春田

春田
安藤
平松

安藤
平松

水 春田

春田木

春田

春田

安藤
平松

安藤
平松

2前)生活機能援助論Ⅵ:安藤→平松代行

月

4前)卒業研究Ⅰ:安藤→平松代行

春田

春田火

春田

春田

木 春田

春田

春田

春田

安藤
平松

安藤
平松

金

2前)健康回復看護総論:安藤→平松

火

2前)生活機能援助論Ⅵ:安藤→平松代行

春田

春田水

春田

春田

安藤
平松

安藤
平松

50名

5名（2～3×2）名

学内実習＜理論と実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・普遍的看護と精神看護学分野特有の看護の明確化
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

担当教員：安藤光子・春田陽子・平松明子

実習施設

総数

月
＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション ・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化　・自己の実習課題の明確化

4前)卒業研究Ⅰ:安藤

1G当たり

地域活動セ
ンターにじの

途

就労継続支
援B型事業
所ゆめの樹

グループ
ホームピア・
アクティブ

主担当科目の授業予定及び実習代行者

こだま病院

50名

5名（2～3×2）名

安藤
平松

安藤
平松
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精神健康回復ケア論実習（3単位：135時間）

科目責任者： 堤由美子

実習期間：10月第1週～12月第1週

A病棟 B病棟

6人 30名 30名

2名 5(2～3×2)名 5(2～3×2)名

1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5
1
2
3
4
5

担当教員：安藤光子・春田陽子・平松明子

実習施設
谷山病院

就労継続支援B
型事業所あい

伊敷病院
（デイケア）

主担当科目の授業予定及び実習代行者

総数 24人

1G当たり 5（2～3×2）名

今村総合病院

月
＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション ・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化　・自己の実習課題の明確化

4後)卒業研究Ⅱ:安藤

火 平松 平松

水 平松 平松

1後)健康増進看護総論Ⅳ:安藤→春田代行

金 平松 平松

木 平松 平松

4後)卒業研究Ⅱ:安藤→春田代行

火 平松 平松

月 平松 平松

安藤
春田

安藤
春田

安藤
春田

安藤
春田

安藤
春田

安藤
春田

2後)精神健康回復ケア論:安藤→春田代行

2後)精神健康回復ケア論:安藤→春田代行

水
安藤
春田

安藤
春田

平松 平松

安藤
春田

平松 平松

4後)卒業研究Ⅱ:安藤→春田代行

金
安藤
春田

安藤
春田

平松 平松

1後)健康増進看護総論Ⅳ:安藤→春田代行

木
安藤
春田

安藤
春田

平松 平松

火
安藤
春田

安藤
春田

平松 平松

月
安藤
春田

木
学内実習＜理論と実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・普遍的看護と精神看護学分野特有の看護の明確化
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

2後)精神健康回復ケア論:安藤

金

水
安藤
春田

安藤
春田

平松 平松

1後)健康増進看護総論Ⅳ:安藤→春田代行
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在宅健康回復ケア論実習（3単位：135時間）
科目責任者：丹羽さよ子

48名 24名 24名 24名 24名 24名 12名

6(3×2）名 4(2×2）名 4(2×2）名 4(2×2）名 4(2×2）名 4(2×2）名 4(2×2）名

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1前)健康回復過程論Ⅱ:丹羽→小玉代
行
4前･後)卒業研究Ⅰ･Ⅱ:丹羽→久富木
代行、小玉→水迫代行

金
丹羽

久富木

2前)健康回復看護総論:小玉→水迫代
行

月
丹羽

久富木

小玉
水迫

小玉
水迫

金

2前)健康回復看護総論:小玉

木

2前)精神・在宅健康回復ケア概論:丹
羽
2後)生活機能援助論Ⅸ:小玉

学内実習＜理論と実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・普遍的看護と在宅看護学分野特有の看護の
明確化
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

2後)在宅健康回復ケア論:丹羽→久富
木代行、小玉→水迫代行

火
丹羽

久富木

1後)健康増進看護総論Ⅰ:小玉→水迫
代行
2前)生活機能援助論Ⅴ:丹羽→久富木
代行
2後)暮らしと看護:丹羽→久富木代行

水
丹羽

久富木
丹羽

久富木

学内実習＜理論と実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・普遍的看護と在宅看護学分野特有の看護の
明確化
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

学内実習＜理論と実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・普遍的看護と在宅看護学分野特有の看護の
明確化
・実習成果の発表・討論・まとめ
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

小玉
水迫

小玉
水迫

1後)健康増進看護総論Ⅰ:小玉→水迫
代行
2前)生活機能援助論Ⅴ:丹羽→久富木
代行
2後)暮らしと看護:丹羽→久富木代行

月
丹羽

久富木

1前)健康回復過程論Ⅱ:丹羽→小玉代
行
4前･後)卒業研究Ⅰ･Ⅱ:丹羽→久富木
代行、小玉→水迫代行

火
丹羽

久富木

2前)精神・在宅健康回復ケア概論:丹
羽→久富木代行
2後)生活機能援助論Ⅸ:小玉→水迫代
行

水

2後)在宅健康回復ケア論:丹羽→久富
木代行、小玉→水迫代行

木
丹羽

久富木

小玉
水迫

小玉
水迫

2後)在宅健康回復ケア論:丹羽→久富
木代行、小玉→水迫代行

火
丹羽

久富木

1後)健康増進看護総論Ⅰ:小玉→水迫
代行
2前)生活機能援助論Ⅴ:丹羽→久富木
代行
2後)暮らしと看護:丹羽→久富木代行

水
丹羽

久富木

2前)健康回復看護総論:小玉→水迫代
行

木
丹羽

久富木

2前)精神・在宅健康回復ケア概論:丹
羽→久富木代行
2後)生活機能援助論Ⅸ:小玉→水迫代
行

金
丹羽

久富木

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

担当教員：小玉博子・水迫友和・久富木有加

月

＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション
・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化
・自己の実習課題の明確化

1前)健康回復過程論Ⅱ:丹羽
4前)卒業研究Ⅰ･Ⅱ:丹羽、小玉

南風病院

総数

1G当たり

主担当科目の授業予定
及び実習代行者

48名

実習施設

4月第2週～7月末、10月第1週～12月第1週
4月第3週～5月第4週、7月第2週～7月末

10月第1週～12月第1週

訪問看
護・リハ
クオラU

特別養護
老人ホー
ムマモリ

エ

介護老人
保健施設
クオリエ

グループ
ホームア

リエ

＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション
・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化
・自己の実習課題の明確化

介護支
援事業
所はる
かぜ

6月第1週～7月第1週

＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション
・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化
・自己の実習課題の明確化

西陵訪問看護ス
テーション

田上記
念病院
（地域
連携

室・通
リハ）

介護老
人保健
施設

ナーシ
ング

ホーム
田上苑

※遠隔地となるクオラリハビリテーション病院については、実習期間中は臨地実習サポーターを配置する。

8名

4（2×2）名

クオラリ
ハビリ

テーショ
ン病院

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

6（3×2）名

在宅ケアサポートみなみ風
（訪問看護、居宅介護、療養
通所介護、看護小規模多機

能）

丹羽
久富木

丹羽
久富木

丹羽
久富木

丹羽
久富木

丹羽
久富木

丹羽
久富木

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

丹羽
久富木

丹羽
久富木

丹羽
久富木

丹羽
久富木

小玉
水迫

小玉
水迫

実習期間：（前期）4月第2週～7月末、（後期）10月第1週～12月第１週

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

丹羽
久富木

丹羽
久富木

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫

小玉
水迫
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A病棟 B病棟 C病棟 D病棟 E病棟 F病棟 G病棟 H病棟 A病棟 B病棟 C病棟 D病棟 E病棟 F病棟 G病棟 H病棟 I病棟

5名 5名 5名 5名 5名 5名 5名 5名 4～5名 4～5名 4～5名 4～5名 4～5名 4～5名 4～5名 4～5名 4～5名

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1後)生活機能援助論Ⅲ:中馬→石川代行

月

2前)健康回復過程論Ⅱ:中馬→石川代行
4前)長期療養生活ケア論:中俣→久富木
代行
4前･後)卒業研究Ⅰ:中馬→石川代行、中
俣→久富木代行、有村→石川代行、

火

中馬
久富
木

中馬
石川

金

2後)看護倫理:中馬

1前)生活機能援助論Ⅰ:中俣→久富木代
行
2前)健康回復過程論Ⅰ:中俣→久富木代
行
2後)生活機能援助論Ⅸ:一宮→小原代行

水

2前)看護展開基礎論:中馬→石川・久富
木代行

木

学内実習＜理論と言実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・実習成果の発表・討論・まとめ
・全実習過程を振り返り「その人らしい暮らしを
支える」看護についての考えを整理し、記述
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

中馬
石川

中俣
久富木

中馬
久富
木

中馬
石川

中俣
久富木

中俣
久富木

有村
石川

有村
石川

一宮
小原

一宮
小原

中馬
久富
木

2後)看護倫理:中馬→石川・久富木代行

木

1前)生活機能援助論Ⅰ:中俣→久富木代
行
2前)健康回復過程論Ⅰ:中俣→久富木代
行
2後)生活機能援助論Ⅸ:一宮→小原代行

中馬
久富
木

中馬
石川

金

長期療養生活ケア論実習（2単位：90時間）

科目責任者： 中俣直美
担当教員：中馬成子・有村優子・一宮絵美・石川志保・久富木有加・小原めぐみ
実習期間：6月第4週～7月第2週

月

2前)健康回復過程論Ⅱ:中馬
4前)長期療養生活ケア論:中俣
4前･後)卒業研究Ⅰ:中馬、中俣、有村

総数

1G当たり

2前)看護展開基礎論:中馬→石川・久富
木代行

火

1後)生活機能援助論Ⅲ:中馬→石川代行

実習施設

主担当科目の授業予定及び実習代行者

水

6月第4週～5週

国立病院機構鹿児島医療センター

40名

＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション
・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化
・自己の課題の明確化
・技術演習

中馬
石川

中馬
石川

中馬
石川

7月第1週～2週

国立病院機構南九州病院

40人

＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション
・既修得内容の復習・整理
・実習課題の予習・明確化
・自己の課題の明確化
・技術演習

中馬
久富
木

中馬
石川

中俣
久富木

有村
石川

一宮
小原

中俣
久富木

中俣
久富木

有村
石川

有村
石川

一宮
小原

一宮
小原

中馬
久富
木

中馬
石川

中俣
久富木

有村
石川

一宮
小原

中馬
久富
木

中馬
石川

中馬
石川

学内実習＜理論と言実践の統合Ⅱ＞
・実習内容の振り返りと整理
・理論と実践の統合
・実習成果の発表・討論・まとめ
・全実習過程を振り返り「その人らしい暮らしを支え
る」看護についての考えを整理し、記述
・実習用e-ポートフォリオの記載
・実習自己評価・担当教員との個人面接

中馬
久富
木

中馬
石川

中俣
久富木

中俣
久富木

有村
石川

有村
石川

一宮
小原

一宮
小原

中馬
石川

中馬
石川

中馬
石川

有村
石川

有村
石川

有村
石川

有村
石川

有村
石川

有村
石川

有村
石川

有村
石川

中馬
石川

中俣
久富木

中俣
久富木

中俣
久富木

一宮
小原

一宮
小原

一宮
小原

一宮
小原

一宮
小原

一宮
小原

一宮
小原

一宮
小原

中俣
久富木

中俣
久富木

中俣
久富木

中俣
久富木
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健康増進ケア論発展実習（2単位：90時間）

科目責任者：米増直美

実習期間：6月第4週～7月第2週

56 24名 16名 32名 20名 12名

14名 6名 4名 8名 5名 3名

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

金

学内実習＜理論と言実践の統合Ⅱ＞
・実習体験からの学びをもとに、労働者の健康生活を支える看護のあり方と、
学校生活をおくる子どもの健康を守る看護活動の在り方について意見交換し、
自身の実習体験を客観的にとらえるとともに多角的な視点によってそれらの活
動の基盤となる看護学について検討し、理解を深める。また公衆衛生分野にお
ける看護職の社会的使命について考える機会とする。
・実習用e-ポートフォリオ記載
・実習の自己評価と担当教員との個人面接

2前)保健医療福祉行政論：米増→臨地実習サポー
ターと調整

水

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

木

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

米増
（稻留）

2前)健康増進ケア論Ⅰ：米増→臨地実習サポー
ターと調整
4前)看護管理論：米増→臨地実習サポーターと調
整

月

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

4前）卒業研究Ⅰ：米増・塩満→臨地実習サポー
ターと調整

火

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

木

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

2前)保健医療福祉行政論：米増→臨地実習サポー
ターと調整

金

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

火

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

2前)健康増進ケア論Ⅰ：米増→臨地実習サポー
ター調整
4前)看護管理論：米増→臨地実習サポーターと調
整

水

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

塩満
（日髙）

担当教員：塩満智子・稻留直子・日髙紗由美（助手）

1G当たり

月

4前）卒業研究Ⅰ：米増・塩満・稲留

ヘルスサポー
トセンター鹿

児島

総数

県民総合保健
センター

厚生連病院
健康管理セン

ター

全国健康保険
協会加鹿児島

支部

実習施設

産業保健

主担当科目の授業予定及び実習代行者

＜学内実習＞理論と実践の統合Ⅰ
・オリエンテーション
・実習の目的目標を確認し、準備性を高める。
・実習プログラムを踏まえ、自らの課題を整理し、取り組み方法を明確にする
・生徒及び働く人々の健康ニーズについて復習、整理

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

・学校保保健と産業保健に非常勤の臨地実習サポーター1名ずつ配置
・（　）内に記載している教員は、3年生の健康増進ケア論実習を中心に行うため実習補助者の位置づけ

学校保健

鹿児島高等学
校

修学館中学
校・高等学校

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

米増
（稻留）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）

（臨地実習サポーター）
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■個人情報の取り扱い 資料 19 

個人情報の取り扱いについて 

1.個人情報と守秘義務について 

個人情報には、個人を識別するための情報(氏名等)や医療情報（既往歴や検査結果等）、

さらに個人の生活背景（職業や家族構成など）を示すものなどが含まれる。これらの情報

をみだりに漏らすことはできない(守秘義務)。看護学生もこの義務を遵守しなければなら

ない。 

2.実習中に知り得た情報の守秘義務 

1)実習中に知り得た患者および家族に関する情報は臨地実習での学習という目的のみに

使用し、それ以外に使用してはならない。 

2)実習施設や施設の職員に関する情報も同様の取り扱いとする。 

3)実習施設（の病棟）以外及び学内実習以外において実習に関する情報交換を行わない。 

3)SNS等に投稿すること、実習に関するあらゆる出来事や気持ちのつぶやき等の書き込み、

写真等の掲載を厳重に禁止する。 

3．学生の個人情報の保護 

1)効果的な実習するために、実習指導に必要な最小限の情報（学生氏名・学籍番号・性

別・年齢）の他、学修状況等を実習施設に情報提供する場合がある。その際には、情

報提供についての学生の承諾を得る。 

2)情報提供に用いた学生の資料は、実習終了後、実習担当専任教員が責任をもって粉砕

処理する。 

4．実習記録の取り扱い 

 1)記録用紙、メモ類、カンファレンスの資料等に個人が特定される情報（住所、氏名、 

  生年月日、病院名、家族歴や遺伝情報等）、不必要な情報・不確実な情報は記述しな

い。 

2) 実習記録のコピーは、原則行わない。ただし、臨地実習指導者からコピーの許可を

得た場合は実習施設内で行ない、コピーしたものは、原本と同様に取り扱う。

また、実習施設内での写真撮影は絶対に行わない。

3)実習記録は、実習施設内・大学内・自宅において PC又は自筆で作成し、学外・実習

施設外の場所で記述しない。 

4)実習記録の作成に電子媒体を用いた場合には、本体のハードディスクに情報を残さな

い。複数の人と電子媒体を共有している場合、もしくはインターネットを接続してい

る場合にはセキュリティ保護を確実に行う。 

5）実習記録の保管・管理 

(1)学生氏名を記入する等、自身の記録物であることを明らかにしておく。 

  (2)実習記録が散逸しないようにファイルに綴じ第 3者の目に触れないようにする。 

(3)実習記録が入ったかばんなどの置忘れ、紛失や盗難に注意する。 

(4)実習記録およびレポートの提出は、担当教員の指定した方法で行う。 

(5)不要になった記録やメモ類はシュレッダーにかけるなど、細かく切り刻んで廃棄
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する。 

(6)電子媒体は、学籍を離れるときは内容を消去するなどの処置を行う。 

7) 実習記録の紛失時の対応 

  実習記録を紛失した場合は、直ちに教員に報告し、指示を受ける。 

5．個人情報保護に関する誓約書の運用 

  学生は毎年 1回、個人情報保護に関する誓約書を大学に提出する。そして実習を行

う施設に提出する。個人情報保護に関する誓約書の提出がなければ、実習への参加は

認めない。 

6. 対象者の同意等 

1)実習担当専任教員と実習指導者で協議し、実習指導者が実習目的に沿う学生の受け

持ち対象の候補者を選択し、実習説明書を用いて実習協力を依頼し、同意を実習同

意書に表明した人を実習受け持ち対象として決定する。 

2)対象者が途中で辞退を申し出た場合は、その意思が尊重される。 
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■実習誓約書                            資料 20 

 
実習誓約書 

 

 

〔実習施設・代表者氏名〕 様 

 

１．令和  年度の〔実習科目名〕を行うにあたり、個人情報保護に関する注意事項を十 

分に理解し、これを遵守します 

 

２．実習において知り得た対象者の個人情報は、今回の実習においてのみ使用し、個人の

責任のもと管理するとともに、個人が特定される情報は全て消去します 

 

３．実習において知り得た対象者の個人情報は、実習期間中はもとより、実習終了後も第

三者に漏えいしません 

 

 

  以上、誓約いたします 

 

 

 

                     令和  年  月  日 

 

                   

                     鹿児島国際大学 看護学部看護学科 

 

                     学籍番号              

 

                      

                     学生氏名              
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■実習説明書・同意書                           資料 21 

 

  〇〇□□様 

実習説明書〔実習施設名〕 

 

看護職を目指す学生にとりまして、実習は非常に重要で不可欠な教育となっております。  

つきましては、鹿児島国際大学看護学部看護学科の実習にあたりまして、以下の基本的考え方 

を踏まえて、学生が受け持ちをさせていただきますことをお認め下さいますようお願い致しま

す。                               

何卒、看護教育の重要性をご理解いただき、ご協力下さいますようお願い申し上げます。  

 

実習の基本的考え方 

1. 事前に十分かつわかりやすい説明を行い、患者様またはご家族の同意を得て、看護援助を実

施いたします。  

2. 安全性の確保を最優先とし、学生が看護援助を実施する際には必ず看護師や教員の助言・指

導を受けて実施いたします。  

3. 学生の実習に関するご意見やご質問があれば、いつでも教員や看護師に直接お尋ねくださ

い。  

4. 学生の受け持ちに同意なさった後でも、協力をお断りいただくことは可能です。また、学生

が実施する行為に関しても、お断りいただくことができます。お断りになったことを理由に、

看護および診療上の不利益が生じることはございません。  

5. 学生が実習を通して知り得た情報は秘密を厳守し、関係者以外に漏らすことはございませ

ん。  

 

実習科目： 

実習学生： 年 氏名 

実習期間：令和 年 月 日 〜 令和 年 月 日  

説明日  ：令和 年 月 日 

説明者  ： 

実習施設：実習指導者氏名  

鹿児島国際大学看護学部看護学科   実習担当教員氏名 
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実習同意書 

私は、鹿児島国際大学看護学部看護学科   年生〔 学生氏名 〕が、〔 実習施設名 〕 におけ

る実習において、私の受け持ちとなり、看護師もしくは教員の指導の下に看護援助を行うことに

ついて、同意します。  

令和  年  月  日 

  

患者氏名:                                       

  

代理同意人氏名:                          (続柄) 

                     

 

 

実習指導者氏名                   

 

実習担当教員氏名                                
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レベル □レベル０ □レベル１ □レベル２ □レベル３a

障害の継続性 障害の程度

レベル０ なし なし 誤った行為が発生したが、患者には実施されなかった場合

レベル１ なし なし

レベル２ 一過性 軽度

レベル３a 一過性 中等度

発生年月日 発生時刻 時 分

発生場所

報告区分 □ 当事者 □ 発見者

実習科目 （実習施設・病棟名）

対処 □ 教員へ報告 □ 指導者・職員への報告 □ 特になし

□ 薬剤投与

□与薬準備 □内服 □注射 □その他 （ ）

□ドレーン・チューブ類の使用・管理

□医療機器の使用・管理

□検査（内容： ）

□療養上の世話

□転倒 □転落 □誤嚥・誤飲 □自己管理薬に関する内容

□移送・搬送 □食事・栄養 □その他 （ ）

□その他

□実習記録・メモの置忘れ □暴力・ハラスメント

□重要所見の観察・報告忘れ □施設構造物

□患者・家族への説明、接遇 □その他 （ ）

<インシデントの具体的内容＞

<発生の要因＞

<防止策＞

<教員・指導者の所見＞ <対応策）

内容

誤った行為を患者にしたが、結果として患者に影響を及ぼすに至らな
かった場合

行った医療又は管理により、患者に影響を与えた、または何らかの影響
を与えた可能性がある場合

行った医療又は管理により、本来必要でなかった簡単な治療や処置（消
毒・湿布・鎮痛剤投与等の軽微なもの）が必要になった場合

　　年　　 月　　  日 曜日　　（実習開始 日目）

インシデントレポート
■インシデント・アクシデントレポート 資料22
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レベル □レベル３ｂ □レベル４ □レベル５

障害の継続性 障害の程度

□レベル３b 一過性 中・高度

□レベル４ 永続性 高度

□レベル５ 永続性 死亡高度

発生年月日 発生時刻　　　時　　　分

発生場所

報告区分 □　当事者 □　発見者

実習科目

対処 □　教員へ報告 □　指導者・職員への報告 □　特になし

<発生時の状況＞

<その後の対応＞

<発生の要因＞

<防止策＞

<教員・指導者の所見＞ <対応策）

（実習施設・病棟名）

行った医療又は管理により、本来必要でなかった簡単な治療や処置が必
要になった場合

行った医療又は管理により、生活に影響する重大な永続的障害が発生し
た可能性がある場合

行った医療または管理が死因となった場合

　　年　　 月　　  日　　　曜日　　（実習開始　　　日目）

アクシデントレポート
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＊実習指導者や実習担当専任教員の指導に従い、事故発生時には以下の対応を行う

１）病院等

(報告）

及び実習担当教員に報告する。

② 針刺し・切傷、皮膚・粘膜汚染時は、直ちに最も近くにいる医療職員及び実習担当教員に報告する

③ 医療機器や患者の私物を破損、紛失した場合は、速やかに最も近くにいる医療職員および実習担当教員に報

告する。

④ ハラスメント等（性的、暴力等）を受けた場合は、速やかに実習担当専任教員、実習指導者に相談する。

 (報告書の提出）

① 事故の内容に関わらず、速やかに科目責任者を通して看護部又は施設の管理者に口頭で報告する。

② 転倒･転落、誤薬等の場合、速やかに報告書(インシデントレポート又はアクシデントレポート）を記載し、

科目責任者を通して病棟師長（必要時看護部）に提出する。

　（針刺し・切傷、皮膚・粘膜汚染事故の場合）

① 直ちに最も近くにいる医療職員及び実習担当教員に報告し、創部を流水と石鹸で洗い流し、消毒（イソ

ジンなどの）する。

② 科目責任者を通して、病棟師長と看護部に報告書を提出する。

　 (賠償保険の事務手続き）

実習担当専任教員に連絡し、学生本人が学生係に連絡し、保険の事務手続きを依頼する。

（保険は実習前に必ず加入する。加入していない場合、臨地実習は、原則としてできない）

２）上記以外の実習施設での事故について

当該施設の事故対応マアニュアルに準じて対応する。

≪事故発生時の報告ルート≫
直ちに行う

一番近くにいる医療職員（受持患者担当看護師、実習指導者、看護師長、

医師等）及び実習担当専任教員

[実習施設報告経路]

看護学部長

①口頭(即時）

看護学科長

　　①

学　生

看護部

数日中に行う

実習委員会長

事故発生時の対応

実習担当専任教員

[看護学部報告経路]

病院長又は施設長
学生支援係

(賠償保険等）

科目責任者

実習委員

②報告書

医療安全管理者

医療安全管理部(長）

感染対策担当師長もしく
はそれに準ずる管理者

感染制御部(室）

誤薬や転倒・転落などの事故が起こった場合、患者の状態変化に関わらず、直ちに最も近くにいる医療職員

病棟師長又は
それに準ずる管理者

■事故発生時の報告ルート 資料23
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１．感染症対策

・十分な睡眠、適度な運動、バランスの取れた食事をこころがけ健康管理に留意する

・実習直近や実習中には、できるだけ人込みをさける

・手洗い、うがいの励行

・実習期間中は、必ず毎朝体温測定をし、体調と共に記録する。

・実習前・中に、体調不良がある場合には自己判断せずに、実習担当教員に相談する

＜感染症罹患疑いの場合の対応＞

※ 新型コロナウイルス感染症の場合は、実習施設の基準に基づいて対応する

※ 以下に示すような症状や状況があり、出席の可否を実習施設と検討する場合は、

下記のとおりとする

したうえで、以下の報告を行う）

症状 37.5℃以上の熱発、咽頭痛、咳嗽、鼻汁、倦怠感、頭痛、味覚異常

呼吸困難、下痢、嘔吐、腹痛、原因不明の発疹

眼症状（眼瞼浮腫、流涙、眼脂、充血、異物感等）

その他体調が通常と異なる場合

状況 学生の同居者および接触者が感染症（新型コロナウイルス、インフルエンザ、感染性胃腸炎

流行性角結膜炎、水痘・麻疹・風疹・流行性耳下腺炎など）に罹患した、または罹患の恐れ

がある場合、また、周囲に体調がすぐれない人がいる場合）

・科目責任者へ報告

・実習部署長又は

実習指導者へ報告

・実習部署長へ報告

(その後の経過を含む）

※ ・受診により、感染症が否定された場合⇒必要により破線矢印の報告を実施する。

・受診により、感染症罹患（新型コロナウイルス、インフルエンザ、感染性胃腸炎等)が判明した場合

⇒＜実習学生に感染症罹患が判明した場合の対応＞を実施する。

実習委員会長

看護学部長

感染対策担当
者もしくはそれ

に準ずる管理者

実習施設
看護部門長

看護学科長

感染制御部(室）

2.感染症への対応：罹患疑い

実習担当専任教員

罹患が疑われる実習学生

科目責任者

実習部署長
又は実習指導者

実習施設
教育担当統括者

受診・結果報告

（なお、新型コロナウイルス、インフルエンザ、感染性胃腸炎等が強く疑われる場合は、実習を中止

■感染症への対応 資料24
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＜感染症罹患時の対応＞

※ 新型コロナウイルス感染症の場合は、実習施設の基準に基づいて対応する

※ 感染が疑われ、実習中止と判断した後の受診結果で感染症罹患が判明した場合の対応を

下記のように定める

濃厚接触者　(学生感染者と同実習場の

学生、感染者と接触した学生）

・科目責任者へ即時報告

・実習部署長及び

実習指導者へ即時報告

・濃厚接触者の把握

・疾患に応じた指導、

経過観察

・実習部署長へ報告

・実習施設教育担当統括と

対応を協議

・対応策の実施

・実習委員会長への報告

・感染者関連情報の集約

・各分野実習責任者連絡

・学科長報告

3.感染症への対応：罹患

看護学部長

感染制御部(室）
実習施設

看護部門長

・必要に応じ委員会招集し
対応を協議

感染対策担当
者もしくはそれ

に準ずる管理者

看護学科長

受診により感染症罹患の
判明⇒実習中止

実習担当専任教員

科目責任者

実習部署長

(又は実習指導者）

実習施設
教育担当統括者

実習委員会長
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■実習委託契約書 資料 25 

実習委託契約書 

「実習施設名」（以下施設とする）と鹿児島国際大学看護学部看護学科（以下実習校とす

る）は実習において、次の通り契約を締結する 

〔内容〕 

第１条 実習校は、看護学教育の一環として、実習生の実習指導について、施設に協力 

を依頼して行う 

２ 施設における実習生数、実習期間、実習方法、実習評価については、予め施設と実習校

が協議して定める 

〔実習の期間〕 

第２条 契約の期間は、令和 年 月 日より、令和 年 月 日までとする 

〔実習の費用〕 

第３条 実習に要する費用（実習依託費）は、施設と実習校が別に協議して定める 

〔損害賠償〕 

第４条 実習校は、実習開始前に損害賠償保険（以下保険とする）に実習生を加入させる 

２ 実習生の実習期間中の事故に関しては、加入する保険をもって充てる 

３ 実習生が施設または第３者に損害を与えた場合は、法令に沿って処理し、保険により保

障する 

〔個人情報の保護〕 

第５条 施設及び実習校双方は、実習の実施にあたって対象者をはじめとする施設が保有 

する個人情報及び実習生の個人情報の漏えいなどが生じないように、個人情報等の適正

な管理を行う 

２ 実習校は、実習生に対し、個人情報等の取り扱いについて説明文書をもって周知徹底

し、実習生との間で個人情報保護等の保護に対する誓約書を取り交わす 

３ 実習校は、実習生に対し、実習終了後も個人情報等の保護を徹底するように指導監督す

る 

４ 実習校は、施設の求めがある場合に、誓約書を開示する 

５ 施設は、実習終了後も実習生の個人情報等の適正な管理を行う 

６ 施設及び実習校双方は、実習の実施にあたって知り得た他人の個人情報等について適
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切な管理を行う 

 

〔実習の中止〕 

第６条 施設は、実習生が以下に示す事項に該当すると判断した場合、実習校と協議の上、 

該当実習生の実習を中止させることができる 

１） 施設の信用を失墜するような行為を行なった場合 

２） 個人情報等の保護に関して問題があった場合 

３） 不誠実な態度で実習に臨むことにより実習目的を果たし得ないと判断した場

合 

４） 実習を継続することにより業務に支障が生じる場合 

２ 前略各号に該当し、実習を中止した場合の実習委託費の取り扱いについては、施設およ

び実習校との協議の上、決定する 

 

〔その他の事項〕 

第７条 この契約に定めない事項について疑義が生じた場合は、施設および実習校が協議 

して決定するものとする 

 

 本契約の締結を証するため、本契約書を２通作成し、施設および実習校が記名押印の上、

各自１通を保有する 

 

                    令和  年  月  日 

 

 

                    施設 

                    住所 

 

                    管理責任者氏名 

 

 

                    鹿児島国際大学 

                    住所 

 

                    代表者氏名 
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地域 期間 受入企業
参加
人数

主な業務

1 大連 9/2-9/11 大連榮乾国際貿易有限公司 2 国際貿易関係業務，事務作業補助，販売現場見学

2 大連 9/2-9/11 大連上林貿易有限公司 2 国際貿易関係業務，翻訳，事務作業補助，加工現場見学

3 大連 9/2-9/11 大連中山大酒店有限公司 3 ホテルフロント業務全般，レストランホール業務全般

4 大連 9/2-9/11 住友不動産管理会社 1 安全管理業務全般，資料整理，翻訳業務

5 大連 9/2-9/11 遼寧成大国際貿易有限公司 1 国際貿易関係業務，事務作業補助

6 台北 9/4-9/13 繁田塾 1 平仮名授業，授業見学，鹿児島紹介，授業の裏方作業等

7 台北 9/4-9/13
西華飯店（シャーウッドホテ
ル）

2 ホテルスタッフ研修，レストランホール業務全般

8 台北 9/4-9/13
東華書局東華書局股份有限公司
（トンファー）

3
英語教育関係資料の作成補助，出版施設見学，TOEICと類似
した英語の試験問題の作成（デジタル版）

9 台北 9/4-9/13 天成大飯店（コスモスホテル） 3 ホテルフロント業務全般

10 台北 9/4-9/13 圓山大飯店（グランドホテル） 2 レストランホール業務全般

11 台北 9/4-9/13 巨匠電脳（ジージェン） 1 英語の教育教材の作成補助，オンラインの英語授業補助

12 台北 9/4-9/13 星港旅行社股份有限公司 2 台湾国内旅行（インバウンド）業務全般

13 高雄 9/5-9/13 漢來大飯店 1 レストランホール業務全般

14 高雄 9/5-9/13 高雄商旅（アーバンホテル33） 3
ホテルフロント業務全般，レストランホール業務全般，ハウ
スキーピング業務全般

(1) 英語海外研修

履修者がいなかった為，休講。

(2) 韓国語海外研修

：韓国語海外研修

：2019年８月11日（日）～23日（金）　［12日間］

：培材大学校（韓国　太田広域市）

：９名（内訳：社会福祉学科２名，国際文化学科７名）

■令和元年度 海外インターンシップ及び海外語学研修受入先等一覧

ア 科 目 名

イ 研 修 日 程

ウ 研 修 先

エ 参 加 学 生

１　海外インターンシップ

２　海外語学研修

資料26
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　　教育課程

3 2 2 2 2 2

必修選択

新入生ゼミナール 1前 2 15 ② ②
暮らし データサイエンス・AI入門※1 1前 2 15 ② ②

情報処理 1前 2 15 ② ②

確率と統計 1後 2 15 ②

コミュニケーション力育成 1前(後) 2 15 ②

キャリア形成のための一般教養Ⅰ 1前 2 15 ②

人間 キャリア形成のための一般教養Ⅱ 1後 2 15 ②

キャリア形成のための一般教養Ⅲ 3前 2 15 ②

キャリア形成のための一般教養Ⅳ 3後 2 15 ②

論理的思考と数的処理 2後 2 15 ②

キャリア形成のための文章力育成 3前 2 15 ②

日本文学 1前(後) 2 15 ②

外国文学 1前 2 15 ②

音楽文化論 1後 2 15 ②

日本史 1前(後) 2 15 ②

人間 西洋史 1前(後) 2 15 ②

東洋史 1前(後) 2 15 ②

東西文化の交流 1前 2 15 ②

哲学 1前(後) 2 15 必修 ②

倫理学 1前(後) 2 15 10単位 ②

心理学 1前(後) 2 15 　　+ ②

法学 1前 2 15 選択 ②

日本国憲法 1前(後) 2 15 8単位 ②
暮らし 政治学 1前 2 15 ②

経済学 1前(後) 2 15 ②

社会学 1後 2 15 ②

地理学 1前 2 15 ②

数学Ⅰ 1前 2 15 ②

数学Ⅱ 1後 2 15 ②

生命科学 1前(後) 2 15 ②

環境科学 1前(後) 2 15 ②

地域創生Ⅰ 1前 2 15 ②

地域創生Ⅱ 1後 2 15 ②

人間 Japanology 1後 2 15 ②

地域から世界へ 1前 2 15 ②

かごしま教養プログラム 1前 2 15 ②

かごしまフィールドスクール 1前 2 15 ②

ボランティア活動 1後 2 45 ②

海外インターンシップ 2前(後) 3 15,45 ③

教養特講Ⅰ 1前 2 15 ②

教養特講Ⅱ 1後 2 15 ②

教養特講Ⅲ 1前 2 15,40 ②

4

23(※）

暮らし

人
間
教
養
科
目

人文科学

社会科学

自然科学

暮らし

いのち

地域志向

暮らし

暮らし

人間

31
(28)

看
護
学
科
共
通
教
育
科
目

基
礎
科
目

新入生ゼミナール

18
0

数理・データサイエ
ンス・AI

キャリアデザイン

暮らし

16(14) 2 2
4

(3)
2 34 4 4

102
(100)

26 11
6

(4)
6 4 4

公
衆
衛
生
看
護
管
理

論
実
習

区　分

主
要
概
念

授業科目
配当
年次

単位数

1単
位
当
た
り
の
時
間
数

履修方法
及び

卒業要件

14 16

公
衆
衛
生
看
護
学

概
論

個
人
・
家
族
・
集

団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
活
動

展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理

論

個
人
・
家
族
・
集

団
・
組
織
の
支
援
実

習

公
衆
衛
生
看
護
活
動

展
開
論
実
習

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
の
統
合
と
実
践

臨地実習 公衆衛生看護学実習

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会

の
理
解

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保

障
制
度

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

臨地実習指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野

計

公衆衛生看護学

疫
学

保
健
統
計
学

様式第２号（その２）

教　育　課　程　と　指　定　規　則　と　の　対　比　表

　（看護師学校）（保健師学校）（鹿児島国際大学看護学部看護学科）

計

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

別表３（看護師課程） 別表１（保健師課程）

■教育課程と指定規則との対比表 資料27
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　　教育課程

3 2 2 2 2 2

必修選択

4

23(※）

31
(28)

16(14) 2 2
4

(3)
2 34 4 4

102
(100)

26 11
6

(4)
6 4 4

公
衆
衛
生
看
護
管
理

論
実
習

区　分

主
要
概
念

授業科目
配当
年次

単位数

1単
位
当
た
り
の
時
間
数

履修方法
及び

卒業要件

14 16

公
衆
衛
生
看
護
学

概
論

個
人
・
家
族
・
集

団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
活
動

展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理

論

個
人
・
家
族
・
集

団
・
組
織
の
支
援
実

習

公
衆
衛
生
看
護
活
動

展
開
論
実
習

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
の
統
合
と
実
践

臨地実習 公衆衛生看護学実習

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会

の
理
解

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保

障
制
度

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

臨地実習　　　　　指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野

計

公衆衛生看護学

疫
学

保
健
統
計
学

計

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

別表３（看護師課程） 別表１（保健師課程）

英語オーラル・コミュニケーションⅠ 1前 1 30 ①

英語オーラル・コミュニケーションⅡ 1後 1 30 ①

英語海外研修 1前 2 45 ②

英語リーディング 1前(後) 1 30 ①

英語ライティング 1後 1 30 ①

英文読解の技法 1前 2 15 ②

TOEIC・TOEFL対策 1後 2 15 ②

コミュニケーションのための英文法 1前 2 15 ②

人間 Global Economy and Business 1後 2 15 ②

基礎中国語Ⅰ 1前 1 30 ①

基礎中国語Ⅱ 1後 1 30 ①

基礎フランス語Ⅰ 1前 1 30 ①

基礎フランス語Ⅱ 1後 1 30 ①

基礎ドイツ語Ⅰ 1前 1 30 ①

基礎ドイツ語Ⅱ 1後 1 30 ①

基礎韓国語Ⅰ 1前 1 30 ①

基礎韓国語Ⅱ 1後 1 30 ①

韓国語海外研修 1前 2 45 ②

日常生活に生かすスポーツ科学 1前(後) 2 15 ②

現代社会とスポーツ 1前(後) 2 15 ②

スポーツ実習Ⅰ（屋内集団球技） 1前(後) 1 30 ①

スポーツ実習Ⅱ（屋内個人球技） 1前(後) 1 30 ①

スポーツ実習Ⅲ（個人種目） 1前(後) 1 30 ①

スポーツ実習Ⅳ（屋外個人球技） 1前 1 30 ①

スポーツ実習Ⅴ（屋外集団球技） 1前(後) 1 30 ①

18単位 018 0 0 0 0 0

韓国語

ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
科
目

講義

健康

実習

小計

看
護
学
科
共
通
教
育
科
目

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
ス
キ
ル
ズ
科
目

英語

コア

関連

第
二
外
国
語

中国語

フランス語

ドイツ語
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　　教育課程

3 2 2 2 2 2
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23(※）

31
(28)

16(14) 2 2
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(3)
2 34 4 4
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26 11
6

(4)
6 4 4

公
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衛
生
看
護
管
理

論
実
習

区　分

主
要
概
念

授業科目
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年次

単位数
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位
当
た
り
の
時
間
数

履修方法
及び

卒業要件

14 16
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衆
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生
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個
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家
族
・
集

団
・
組
織
の
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援

公
衆
衛
生
看
護
活
動

展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理

論

個
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・
家
族
・
集
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・
組
織
の
支
援
実

習
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衆
衛
生
看
護
活
動

展
開
論
実
習

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
の
統
合
と
実
践

臨地実習 公衆衛生看護学実習

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会

の
理
解

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保

障
制
度

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

臨地実習　　　　　指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野

計

公衆衛生看護学

疫
学

保
健
統
計
学

計

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

別表３（看護師課程） 別表１（保健師課程）

いのちをはぐくむ地球 1前 1 15 ①

地球で生きるいのち 1後 1 15 ①

教育方法学 1前 2 15 ②

文化人類学 1前 2 15 ②

人間 社会心理学 1後 2 15 ②

日本史特論 1後 2 15 ②

鹿児島の歴史 1前 2 15 ②

生涯発達論 2後 2 15 ②

地域社会論 1前 2 15 ② 　

まちづくり概論 1前 2 15 ②

地域経済論 1後 2 15 ②
暮らし 環境経済論Ⅰ 1前 2 15 ②

環境経済論Ⅱ 1後 2 15 ②

医療情報活用論 2後 1 15 ① ①

暮らしをまもる制度 2後 1 15 ① ①

からだの仕組みと働きⅠ 1前 1 30 ＋ ①

からだの仕組みと働きⅡ 1後 1 30 選択必修 ①

代謝と栄養 1後 1 30 8単位※2 ①

からだの異常と発生メカニズム 1後 1 30 ①

感染と防御 1後 1 30 ①

からだの異常の診断技術 1後 1 30 ①

薬理学 2前 1 30 ①

働く人の健康 1後 1 15 ① ①

健康障害とその治療Ⅰ 2前 1 30 ①

健康障害とその治療Ⅱ 2前 1 30 ①

健康障害とその治療Ⅲ 2前 1 30 ①

健康障害とその治療Ⅳ 2後 1 30 ①

保健統計学 2前 1 30 ① ①

疫学 2前 2 15 ② ②

健康をまもる法律 2前 1 30 ① ①

保健医療福祉行政論 2前 2 15 ② ②

32単位

いのち いのちと看護 1後 1 15 ①

人間 人間と看護 2前 1 15 ①
暮らし 暮らしと看護 2後 1 15 ①

健康 健康と看護 2後 1 15 ①

看護 看護への招待 1前 1 30 ①

看護学概論 1後 1 30 ①

援助関係論 1後 1 30 ①

看護倫理 2後 1 30 ①

生活機能援助論Ⅰ：安全をまもる機能 1前 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

生活機能援助論Ⅱ：生きるを支える機能 1前 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

生活機能援助論Ⅲ：食物・水分摂取を支える機能 1後 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

生活機能援助論Ⅳ：排便・排尿を支える機能 1後 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

生活機能援助論Ⅴ：動くを支える機能 2前 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

生活機能援助論Ⅵ：休むと情報交換を支える機能 2前 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

生活機能援助論Ⅶ：子どもを産み育てることを支
える機能

2後 1 30 ① ① ①

生活機能援助論Ⅷ：救命救急・診療の補助 2後 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

生活機能援助論Ⅸ：在宅展開・事例展開 2後 1 30 ① ① ① ① ① ① ① ①

家族看護論 2後 1 30 ① ① ① ①

看護展開基礎論 2前 1 30 ① ① ① ① ① ① ①

看護展開基礎実習 2前 2 45 ②

看護実践コア科目 看護

9

必修
24単位

健康

小計 4 28 0 0 1 8

看
護
学
科
専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

看護構想科目

いのち

32

0

専
門
科
目

看護構想
科目

看護導
入科目
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　　教育課程
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護
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看
護
学

小
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看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

看
護
の
統
合
と
実
践

臨地実習 公衆衛生看護学実習

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会

の
理
解

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保

障
制
度

基
礎
看
護
学

地
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・
在
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看
護
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保
健
医
療
福
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行
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論

臨地実習指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野

計

公衆衛生看護学

疫
学

保
健
統
計
学

計

基
礎
看
護
学

地
域
・
在
宅
看
護
論

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

別表３（看護師課程） 別表１（保健師課程）

健康増進看護総論Ⅰ：地域保健 1後 1 30 ① ①

健康増進看護総論Ⅱ：成育保健 1後 1 30 ① ① ①

健康増進看護総論Ⅲ：成人老年保健 1後 1 30 ① ① ①

健康増進看護総論Ⅳ：精神保健 1後 1 15 ① ①

健康増進ケア論Ⅰ：地域保健看護活動の基礎 2前 1 30 ①

健康増進ケア論Ⅱ：対象の発達段階に応じた地域
看護活動

2後 1 30 ① ① ①

健康増進ケア論Ⅲ：健康課題の特性に応じた地域
看護活動

2後 1 30 ① ① ①

健康増進ケア論Ⅳ：学校・産業保健活動 2後 1 30 ① ① ①

健康増進ケア論実習 3前後 3 45 ③ ③ ③

健康回復看護総論 2前 1 30 ① ① ① ① ① ①

健康回復過程論Ⅰ：急性-回復期・治療過程にお
ける看護

2前 1 30 必修 ① ① ① ① ① ①

健康回復過程論Ⅱ：リハビリ期・慢性期の看護 2前 1 30 79単位 ① ① ① ① ① ①

健康回復過程論Ⅲ：人生の最期のとき・外来通院
期の看護

2後 1 30 ① ① ① ① ① ①

成育健康回復ケア概論 2前 1 30 ① ①

成人老年健康回復ケア概論 2前 1 30 ① ①

精神・在宅健康回復ケア概論 2前 1 30 ① ①

成育健康回復ケア論Ⅰ 2前 1 30 ① ①

成育健康回復ケア論Ⅱ 2後 1 30 ① ①

成人健康回復ケア論 2後 1 30 ①

老年健康回復ケア論 2後 1 30 ①

精神健康回復ケア論 2後 1 30 ①

在宅健康回復ケア論 2後 1 30 ① ①

健康回復看護総論実習 2前 1 45 ①

成育健康回復ケア論実習Ⅰ 3前後 3 45 ③ ③ ③

成育健康回復ケア論実習Ⅱ 3前後 3 45 ③ ③ ③

成人健康回復ケア論実習 3前後 3 45 ③

老年健康回復ケア論実習 3前後 3 45 ③ ③

精神健康回復ケア論実習 3前後 3 45 ③ ③

在宅健康回復ケア論実習 3前後 3 45 ③ ③

長期療養生活看護総論 3後 1 15 ① ①

長期療養生活ケア論 4前 1 30 ① ①

長期療養生活ケア論実習 4前 2 45 ②

健康増進ケア論発展実習 4前 2 45 ② ②

看護管理論 4前 1 30 ① ①

看護統合演習 4後 1 30 ① ① ① ① ① ① ① ①

地域包括チームケア論 3後 1 30 ① ①

災害支援論 3後 1 30 ① ①

暮らし探索フィールドワーク 1後 1 30 ①

看護研究 2後 1 30 ①

卒業研究Ⅰ 4前 1 30 ①

卒業研究Ⅱ 4後 1 30 ①

看護キャリア発達論 4後 1 30 ①

79 1

129 118 33

0 0

※1 データサイエンス・AI入門は履修指定科目とし、配当された年次に全員必ず登録し授業を受けなけらばならない。

※2 看護学科専門基礎科目における選択必修科目は、教育方法学、文化人類学、社会心理学、日本史特論、鹿児島の歴史の5科目から4単位以上、地域社会論、まちづくり概論、地域経済論、環境経済論Ⅰ、環境経済論Ⅱの5科目から4単位以上の計8単位以上を修得しなければならない。

※3 成育健康回復ケア論実習Ⅰ、成育健康回復ケア論実習Ⅱ、老年健康回復ケア論実習、精神健康回復ケア論実習、在宅健康回復ケア論実習においては、地域で生活する人々を対象とする実習を導入しているため、「個人・家族・集団・組織の支援実習」の欄に単位数を記入したが、臨地実習単位数として
は換算していない。

指定規則に対する増単位数 0 0 0 0 0 0 0

8 5 33

保健師国家試験受験資格を取得する場合の最低必要単位数 22 28 45 23 20 8 5

卒業要件単位数（最低単位数） 129 22 28 45 23 118 20

看
護
学
科
専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

統
合
科
目

長期療養生
活看護

発展

学部横
断科目

看
護
探
究

科
目

探究

68
24

看
護
実
践
能
力
育
成
科
目

健康増進看護

看護

健康回復看護

0 5小計 0 0 45 23 18

※3
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鹿児島国際大学教育職員の定年の特例に関する規程 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、学校法人津曲学園定年規程（以下「定年規程」という。）第 2 条第 3 項の規

定に基づき、鹿児島国際大学教育職員（以下「教育職員」という。）の定年の特例について必要

な事項を定めるものとする。 

（定年の特例） 

第 2条 次の各号のいずれかに該当する場合、その対象となる教育職員の定年については、定年

規程第 2条第 1項第 1号の規定にかかわらず、当該各号に掲げる年齢とする。 

（1）新たな学部等の開設に伴い、その認可等に際し、65歳を超えて専任教員として採用する場合

完成年度（学部等の開設後、学年進行が終了する 4 年度目をいう。）の末日におけるその者

の年齢 

（2）その他理事会が特に必要と認める場合

理事会が認める年齢 

（規程の改廃） 

第 3条 この規程の改廃は，理事会が行う。 

附則 

この規程は、令和 3年 12月 8日から施行する。 

資料28■鹿児島国際大学教育職員の定年の特例に関する規程
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■鹿児島国際大学看護学部顧問規程                   資料29 

 

鹿児島国際大学看護学部顧問規程 

令和４年２月22日 

制定 

 

第１条 鹿児島国際大学看護学部（以下「看護学部」という。）に顧問を置くことができる。 

第２条 顧問は，独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター（以下「医療センター」と

いう。）と学校法人津曲学園鹿児島国際大学（以下「大学」という。）との看護学部設立・

運営に関する包括連携協定に基づき，看護学部の連携協力事項について相互協力を行うた

め，医療センターの院長が就任する。 

第３条 顧問は，医療センターと大学が設置する連絡協議会（仮称）の代表者として協議会

に出席する。 

第４条 顧問の任期は医療センター院長の就任期間とする。 

第５条 顧問の報酬は無償とする。ただし，必要に応じて交通費等の実費を支給することが

できる。 

 

   附 則 

 この規程は，令和５年４月１日から施行する。 
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■鹿児島国際大学看護学部顧問就任承諾書 資料 30
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■法令上必要な校地面積及び校舎面積（看護学部完成年度次）令和 8年度     資料 31 

 

１ 校地面積 

  坂之上キャンパス 30,200平方メートル 伊敷キャンパス 3,200平方メートル 

 ※大学設置基準第 37条 

  校地面積は，収容定員上の学生 1人あたり 10 平方メートルとして算出した面積とする。 

 

  【算出式】本学の収容定員数：3,020 名 

       3,020×10＝30,200平方メートル 

  【算出式】看護学科 入学定員 80名  収容定員 320名 

      320×10＝3,200平方メートル 

 

２ 校舎面積 

  坂之上キャンパス 21,286平方メートル 伊敷キャンパス 4,561平方メートル 

 ※大学設置基準第 37条の 2 

  校舎面積は，複数の学部を置く大学にあっては，当該複数の学部のうち別表第 3 イ（学

部の種類に応じ定める校舎の面積）に定める面積が最大である学部についての同表に定め

る面積に当該学部以外の学部についてのそれぞれ別表第 3 ハ（医学又は歯学に関する学部

以外の学部に係る加算校舎面積）を合計した面積を加えた面積以上とする。 

 

  【算出式】経済学部収容定員：1,280 名 

        （1,280－800）×1,322÷400＋4,958＝6,544.4…① 

       福祉社会学部 

        社会福祉学科収容定員：360名 

        （360－200）×661÷200＋2,644＝3,172.8…② 

        児童学科収容定員：480名 

        （480－400）×1,653÷400＋3,305＝3,635.6…③ 

        ⇒ ②＋③ = 6,808.4…④ 

       国際文化学部 

        国際文化学科収容定員：460名 

        （460－400）×1,653÷400＋3,305＝3,552.95…⑤ 

        音楽学科収容定員：120 名 3,438…⑥ 

        ⇒ ⑤＋⑥ = 7,238.9…⑦ 

       看護学部 

        看護学科収容定員：320 名 

        （320－200）×992÷200＋3,966＝4,561.2…⑧ 

  4 学部（①，④，⑦，⑧）のうち国際文化学部の面積 7,238.9 が最大であるので，この

面積に経済学部，福祉社会学部及び看護学部の面積を加える。 
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  経済学部⇒ 5,785…⑨ 

  福祉社会学部（2,148（社会福祉学科）＋2,975（児童学科）） ⇒ 5,123…⑩ 

  看護学部⇒ 3,140…⑪ 

 

  ⑦＋⑨＋⑩＋⑪＝7238.9＋5,785＋5,123＋3,140=21,286.9≒21,286平方メートル 

 

 ※大学設置基準第 40条の２ 

  それぞれの校地ごとに教育研究に支障のないように必要な施設及び設備を備えるものと

する。 

 注）校地，校舎面積については，複数キャンパスの合計値に基づいて判断。 
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■定期建物賃貸借契約書 資料32
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■事業用定期借地権設定契約公正証書 資料33
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■売買契約書 資料34
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伊敷キャンパス周辺図

《伊敷キャンパス建物配置図》

伊敷キャンパス

所在地：鹿児島市下伊敷一丁目52番17号

《土地》

大学所有： 0㎡

借用： 867㎡

3652㎡ ※借用建物の建築面積合計

（国立医療法人医療センター所有：13,173㎡）

《建物》

所有：3,023㎡ （B棟（創生棟））

借用：9,117㎡ （全ての既存建物・構築物）

屋内運動場棟

鉄筋コンクリート造

平屋建て

652㎡ その他

借用

A棟（本館）※仮称

鉄筋コンクリート造4階建

3,458㎡ その他

借用

宿舎棟1

鉄筋コンクリート造3階建て

1,992㎡ 借用

鹿児島中央駅より

市営バス利用15分、徒歩5分

正門

■伊敷キャンパス校舎図面

宿舎棟2

鉄筋コンクリート造4階建て 2,542㎡ 借用

B棟（創生館）

鉄骨造4階建 3,064㎡ 校舎

（R4.2.1着工/R5.2.28完成予定）

所有

駐輪場6 構築物 借用

駐輪場7

構築物

借用

駐輪場8 構築物 借用

駐輪場1

構築物

借用

ポンプ室

構築物

借用

プレハブ

構築物

借用

キュービクル

構築物

借用

ゴミ置場

構築物

借用

駐輪場10

構築物 借用

駐輪場9

構築物

借用

駐輪場3

構築物 借用

駐輪場4

構築物

借用

食堂棟

鉄骨造3階建て

324㎡

借用

受水槽

構築物

借用

資料 35
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■図書・雑誌・データベース・視聴覚資料等の一覧 資料36

種別 数量 単位

専門図書 2063 冊

一般教養図書 737 冊

外国書 170 冊

内国雑誌 42 種

外国雑誌(OJパッケージ　1種44誌） 1 種

視聴覚資料 62 点

種別 数量 単位

外国書 50 冊

内国雑誌 42 種

外国雑誌(OJパッケージ　1種44誌） 1 種

視聴覚資料 21 点

データベース (電子書籍含む) 5 種

種別 数量 単位

外国書 60 冊

内国雑誌 42 種

外国雑誌(OJパッケージ　1種44誌） 1 種

視聴覚資料 15 点

データベース (電子書籍含む) 5 種

種別 数量 単位

内国雑誌 42 種

外国雑誌(OJパッケージ　1種44誌） 1 種

データベース (電子書籍含む) 5 種

種別 数量 単位

内国雑誌 42 種

外国雑誌(OJパッケージ　1種44誌） 1 種

データベース (電子書籍含む) 5 種

2026年度

開設4年次

開設1年次

2025年度

開設3年次

内国書 専門図書 600 冊

2024年度

開設2年次

内国書 専門図書 600 冊

総括表

2022年度

開設前年度

内国書

2023年度
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雑誌名 ISSN 刊行頻度名出版社名

1 ＢＲＡＩＮ　ＮＵＲＳＩＮＧ（含増刊）                        0910-8459 隔月刊      メディカ出版

2 ＣＬＩＮＩＣＡＬ　ＳＴＵＤＹ（含増刊）                      0388-5585 月刊        メヂカルフレンド社

3 エキスパートナース（含増刊）                                0911-0194 月刊        照林社

4 家族看護学研究                                                       年刊        日本家族看護学会

5 看護（含増刊）                                              0022-8362 月刊        日本看護協会出版会

6 看護管理                                                    0917-1355 月刊        医学書院

7 看護教育                                                    0047-1895 月刊        医学書院

8 看護技術（含増刊）                                          0449-752X 月刊        メヂカルフレンド社

9 看護研究（含増刊） 隔月刊      医学書院

10 看護展望（含増刊）                                          0385-549X 月刊        メヂカルフレンド社

11 看護人間工学会誌                                                     年刊        看護人間工学会

12 がん看護（含増刊）                                          1342-0569 隔月刊      南江堂

13 コミュニティケア（含増刊）                                           月刊        日本看護協会出版会

14 産業保健と看護（含増刊）                                             隔月刊      メディカ出版

15 消化器ナーシング（含増刊）                                  2434-4575 月刊        メディカ出版

16 小児看護（含増刊）                                          0386-6289 月刊        へるす出版

17 小児がん看護                                                         年２回      日本小児がん看護学会

18 整形外科看護（含増刊）                                      1342-4718 月刊        メディカ出版

19 精神看護                                                    1343-2761 隔月刊      医学書院

20 地域ケアリング（含増刊）                                    1345-0123 月刊        北隆館

21 透析ケア（含増刊）                                          1341-1489 月刊        メディカ出版

22 糖尿病ケア（含増刊）                                        1348-9968 月刊        メディカ出版

23 公衆衛生                                                    0368-5187 月刊        医学書院

24 ＨＥＡＲＴ　ＮＵＲＳＩＮＧ（含増刊） 月刊        メディカ出版

25 ＮＵＲＳＩＮＧ　ＢＵＳＩＮＥＳＳ（含増刊）                  0917-1495 月刊        メディカ出版

26 訪問看護と介護                                              1341-7045 月刊        医学書院

27 ほうもん看護                                                         月刊        日本訪問看護財団

28 ＹＯＲｉ－ＳＯＵ　がんナーシング（含増刊）                  2433-7390 隔月刊      メディカ出版

学術雑誌42種(内国雑誌) 明細
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雑誌名 ISSN 刊行頻度名出版社名

29 看護診断                                                             年刊        日本看護診断学会

30 子どもの虐待とネグレクト 年３回      岩崎学術出版社

31 緩和ケア（含増刊）                                          1349-7138 隔月刊      青海社

32 保健師ジャーナル                                            1348-8333 月刊        医学書院

33 助産雑誌 月刊        医学書院

34 ＰＥＲＩＮＡＴＡＬ　ＣＡＲＥ（含増刊） 月刊        メディカ出版

35 周産期医学（含増刊） 月刊        東京医学社

36 学術の動向 月刊        日本学術協力財団

37 地域保健                                                    0385-2229 隔月刊      東京法規出版地域保健編集部

38 ＩＣＮＲ（アイシーエヌアール）                                       季刊        学研メディカル秀潤社

39 チャイルドヘルス                                            1344-3151 月刊        診断と治療社

40 精神科看護(含増刊) 月刊        （株）精神看護出版

41 老年精神医学雑誌（含増刊） 月刊        （株）ワールドプランニング

42 教育と医学 隔月刊      慶應義塾大学出版会株式会社
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タイトル ISSN
1 Advanced Emergency Nursing Journal 1931-4485/ 0164-2340
2 Advances in Neonatal Care 1536-0903
3 Advances in Nursing Science 0161-9268
4 Advances in Skin & Wound Care 1527-7941
5 American Journal of Nursing (AJN) 0002-936X
6 Cancer Nursing 0162-220X
7 CIN: Computers, Informatics, Nursing 1538-2931/ 1098-7126/ 0736-8593
8 Clinical Nurse Specialist: 0887-6274
9 Critical Care Nursing Quarterly 0887-9303

10 Dimensions of Critical Care Nursing 0730-4625
11 Family & Community Health 0160-6379
12 Gastroenterology Nursing 1042-895X
13 Health Care Management Review 0361-6274
14 Holistic Nursing Practice 0887-9331
15 Home Healthcare Now (former: Home Healthcare Nurse) 0884-741X/ 2374-4529
16 JBI Evidence Synthesis (Name Changed) * 2689-8381

17
Journal for Nurses in Professional Development (former: Journal for
Nurses in Staff Development -JNSD)

1098-7886 / 2169-9798/2169-981X

18 Journal of Cardiovascular Nursing 0889-4655
19 Journal of Addictions Nursing 1088-4602
20 Journal of Christian Nursing 0743-2550
21 Journal of Hospice and Palliative Nursing 1522-2179
22 Journal of Infusion Nursing 1533-1458 / 0896-5846
23 Journal of Nursing Administration ** 0002-0443
24 Journal of Nursing Care Quality 1057-3631
25 Journal of Patient Safety 1549-8417
26 Journal of Perinatal and Neonatal Nursing 0893-2190
27 Journal of Trauma Nursing 1078-7496
28 Journal of WOCN: Wound, Ostomy, and Continence Nursing 1071-5754
29 LPN (Back File only) 1553-0582
30 MCN, The American Journal of Maternal/Child Nursing 0361-929X
31 Nurse Educator 0363-3624
32 Nurse Practitioner 0361-1817
33 Nursing 0360-4039
34 Nursing Administration Quarterly 0363-9568
35 Nursing Critical Care 1558-447X
36 Nursing Made Incredibly Easy 1544-5186
37 Nursing Management 0744-6314
38 Nursing Research 0029-6562
39 Nutrition Today 0029-666X
40 OR Nurse 1933-3145
41 Orthopaedic Nursing 0744-6020
42 Plastic Surgical Nursing 0741-5206
43 Professional Case Management 1932-8087 / 1529-7764
44 Journal of the Dermatology Nurse’s Association 1945-760X

※Ovidが提供するパッケージ「Nursing FullText」でのご提供です。

外国雑誌OJパッケージ1種44誌含む(Ovid Nursing Fulltext)　明細
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No. データベース名

1 医中誌WEB

2 最新看護索引WEB

3 メディカルオンライン

4 メディカルオンライン イーブックスライブラリー

5 ナーシングチャンネルVPN

データベース５種(内電子書籍１種含む) 明細
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【前期】1年生坂之上キャンパス:月・火・水・金

選択 科目名 教室 選択 科目名 教室 選択 科目名 教室 選択 科目名 教室 選択 科目名 教室

兼:濱中 8329 兼:山本 710

兼:宮路 第2 兼:吉田 第2 鳥越 第2 丹羽 中馬 第2 兼:中島 第2

佐々木 小玉 厚地 兼:森内

西頭 野中 兼:大塚

久富木 兼:東元

梅木

水迫

ゼミ室

技術

多目的

成育

第3

ゼミ室 中俣 第4

武

持留

小原

春田

兼:児玉谷 711 兼:平野 726 兼:表 727

米増　 第2 河口 第2 丹羽 技術 安藤 技術

日高 多目的 野中 厚地 山田 石川 堤 石川

小原 有村 久富木 有村 久富木

梅木 武 平松 中俣 春田

水迫 小玉 春田 小玉 平松

津曲 一宮 水迫 一宮 水迫

米増 河口 第4

兼:ポラード 222 兼:トーランド 222 兼:表 727

兼:ゴーラム 232 兼:ゴーラム 232

山田 第2 中馬 第2 兼:郡山(千) 第2 兼:山形 第2 兼:宮元 第2

河口 兼:郡山(暢)

兼:松岡

兼:松崎

兼:松下

兼:川畑

堤 第1 兼:蓮井 第1 中俣 技術 山田 技術 堤 鳥越 多目的

中馬 丹羽 中馬 石川 有村 石川 山田 丹羽

鳥越 有村 持留 中俣 持留 稻留 有村

佐々木 武 小原 武 小原 西頭 野中 水迫

山田 一宮 厚地 一宮 厚地

河口 野中 田中 野中 津曲

米増　 第2 山田 中俣 第2 堤 第2 鳥越 第2 小玉 平松

稻留 武 津曲 丹羽 佐々木

石川 西頭 

梅木 梅木

持留

田中

ｒ

720 兼:大久保 421

安藤 第2 兼:恒松 第2

小玉 兼:田中(裕)

兼:田中(康)

ゼミ室 ゼミ室

多目的

成育

第3　　

担当者

1 必修 新永

共通教育科目

　有村　　　　堤　　鳥越　　山田　　丹羽　　一宮　　久富木

中馬　佐々木　河口　　安藤　　石川　 専門基礎科目

　有村 堤　　鳥越　　山田　　西頭　　武　　一宮　　石川　　持留　　平松　　田中

中馬　佐々木　河口　　中俣　安藤　　野中　　梅木　　春田　　厚地　　津曲 専門科目

　米増 塩満　稻留　日高

 佐々木 鳥越　西頭　梅木　厚地　田中 内は坂之上

　鳥越 佐々木　西頭　梅木　厚地　田中 キャンパス開講科目

　山田 中俣　武　持留　

　河口 野中　小原　津曲

 堤 安藤　春田　平松

　丹羽 小玉　久富木　水迫

　中俣 中馬　有村　一宮　石川　久富木　小原

　米増 塩満　稻留　日高
必修

長期療養生活ケア論実習

健康増進ケア論発展実習

3

必
修
（

通
年
）

健康増進ケア論実習

成育健康回復ケア論実習Ⅰ

成育健康回復ケア論実習Ⅱ

成人健康回復ケア論実習

老年健康回復ケア論実習

精神健康回復ケア論実習

臨
地
実
習

科目名 担当者

2
必修 健康回復看護総論実習

必修 看護展開基礎実習

在宅健康回復ケア論実習

4

集中
講義

科目名

いのちをはぐくむ地球 伊敷キャンパス講義室等の名称

3
実習最終日:

学内
発表等

金
曜
日

4

2 必修
健康回復看護総

論 必修
健康障害とその

治療Ⅲ

まちづくり
概論

兼:アイリッシュ

選択 地域から世界へ1 選択
データサイエン

ス・AI入門
（履修指定）

兼：大久保

選択

4

720

成育健康回復ケ
ア論Ⅰ

チュート
リアル

3

中俣 石川 津曲

武　 梅木 厚地

2 必修
保健医療福祉行

政論
必修

健康回復過程論
Ⅰ:急性-回復
期・治療過程に
おける看護

必修
精神・在宅健康
回復ケア概論 必修

必修
生活機能援助論Ⅰ:
安全をまもる機能

必修
生活機能援助論Ⅱ:
生きるを支える機

能
必修

新入生ゼミナー
ル

木
曜
日

1 必修 看護への招待 必修
からだの仕組み

と働きⅠ

チュートリ
アル

4

水
曜
日

英語オーラル・コ
ミュニケーションⅠ

（クラス③④）

3

必修 薬理学 必修
健康障害とその

治療Ⅱ

堤   河口 石川 チュートリ
アル米増 丹羽 梅木

鳥越 有村 平松

佐々木 武

山田 一宮

1 必修
英語オーラル・コ

ミュニケーションⅠ
（クラス①②）

必修 必修
情報処理

（クラス②）

4 看護管理論

2 必修
成人老年健康回

復ケア概論
必修 看護展開基礎論 必修 疫学

必修

3

人間と看護
（全8回）

必修
生活機能援助論Ⅴ:
動くを支える機能

必修
生活機能援助論Ⅵ:
休むと情報交換を

支える機能

チュートリ
アル

必修
情報処理

（クラス①）

火
曜
日

1 選択 環境科学 選択 教育方法学

2 必修

健康増進ケア論
Ⅰ:地域保健看護

活動の基礎
必修

3

実習初日:
学内（オリエン
テーション・演

習）

4 必修 卒業研究Ⅰ

堤 河口 中俣

必修
長期療養生活

ケア論

中馬 丹羽 武

米増 有村 安藤

鳥越 塩満 小玉

佐々木 稻留 野中

山田 西頭

必修
健康回復過程論
Ⅱ:リハビリ期・
慢性期の看護

必修
健康障害とその

治療Ⅰ

チュート
リアル

2 必修
健康をまもる

法律
必修 保健統計学 必修

担当

月
曜
日

1 必修

1時限 2時限 3時限 4時限 5時限

現代社会と
スポーツ

必修 日本国憲法

担当 担当 担当 担当

成育健康回復
ケア概論

第1 第1講義室

第2 第2講義室

第3 第3講義室

第4 第4講義室

技術 看護技術実習室

成育 成育看護実習室

多目的 多目的実習室

ゼミ室 ゼミ室

チュートリ

アル

チュートリアル

ルーム1～8

講義室等の名称
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【後期】1年生坂之上キャンパス:月・木

選択 科目名 教室 選択 科目名 教室 選択 科目名 教室 選択 科目名 教室 選択 科目名 教室

兼:藤内 710 兼:榊原 712

中馬　 第3 米増 第2 武 河口 第2 佐々木 第2 兼:林 第2

有村 塩満 日高 安藤 日高 鳥越 成育 兼:中崎

一宮 稻留 久富木 西頭

中俣 多目的 春田 梅木　

持留 平松 厚地

小原 津曲 田中

ゼミ室 丹羽 小玉 第3

技術 稻留 野中

多目的 中俣

成育 久富木

第2 春田

水迫　

堤 第4 ゼミ室

中馬

鳥越

塩満 第1 堤 第1 佐々木 第1 中馬 技術 武 技術

小玉 安藤 田中 鳥越 山田 梅木 有村 梅木

稻留 持留 津曲 西頭 有村 春田 西頭 持留

小原 安藤 水迫 一宮 小原

春田 一宮 田中 野中 平松

平松 石川 津曲 石川 厚地

兼:久留須 第2 丹羽 第2 稻留 第2 米増 第2

塩満 平松 塩満 多目的 稻留 多目的

安藤 水迫　 日高 塩満

小玉　 多目的 日高

久富木

春田

中馬 第1 鳥越 第1 兼:亀山 第1 兼:野元 第1 兼:井手上 第1

稻留 佐々木 梅木 兼:城ケ崎 技術

兼:岩穴口 山田　 厚地

西頭 田中 多目的

武　

小玉 丹羽 第2 河口 第2 兼:飯干 第2 兼:宇都 第4

野中 津曲 多目的 野中 水迫 多目的

久富木 久富木 津曲

水迫　 持留

厚地 小原

田中 春田

中俣 第3

有村 山田 第4

堤 河口

中馬 丹羽

米増 中俣

鳥越

佐々木

兼:山下(孝) 222 兼:ポラード 222 兼:八木 411 兼:平 724

兼:トーランド 232 兼:トーランド 232

山田　 第2 安藤 第2 鳥越　西頭 技術 山田 技術 小玉 一宮 技術

中俣 平松 多目的 堤 厚地 多目的 佐々木 梅木 有村 石川 河口 中馬

武 日高 石川 日高 有村 持留 中俣 小原 丹羽 有村

持留 持留 一宮 厚地 武 春田 中俣 西頭

小原 春田 石川 田中 小玉 水迫 一宮 中俣

春田 平松 久富木 一宮 津曲 野中 安藤

久富木 小玉

持留 石川

平松 小原

水迫 春田

日高 津曲

兼:吉家 第1 兼:堀内 第1 武　 第1 兼:侯 第1 河口 第1

河口 兼:崎向 塩満 野中 春田

稻留 久富木 平松

西頭 梅木 水迫

安藤 持留 津曲

小玉 小原 田中

佐々木 第2 塩満 第2 中馬 第2

兼:松本 稻留 多目的 兼:江口

日高

ゼミ室 安藤　 中馬 多目的

多目的 西頭

成育 米増 平松

第3 塩満

武

梅木

共通教育科目

　米増 塩満　稻留　日高

 佐々木 鳥越　西頭　梅木　厚地　田中 専門基礎科目

　鳥越 佐々木　西頭　梅木　厚地　田中

　山田 中俣　武　持留 専門科目

　河口 野中　小原　津曲

　 堤 安藤　春田　平松 内は坂之上
　丹羽 小玉　久富木　水迫 キャンパス開講科目

老年健康回復ケア論実習

精神健康回復ケア論実習

在宅健康回復ケア論実習

臨
地
実
習

科目名 担当者

3

必
修
（

通
年
）

健康増進ケア論実習

成育健康回復ケア論実習Ⅰ

成育健康回復ケア論実習Ⅱ

成人健康回復ケア論実習

看護倫理

3
実習最終日:

学内
発表等

必修

災害支援論
（ケア論実習終了

後）

代謝と栄養 必修
暮らし探索

フィールドワー
ク

2 必修 家族看護論 必修
健康増進ケア論
Ⅳ:学校・産業保

健活動
必修

金
曜
日

1 必修 感染と防御 必修 働く人の健康 必修
健康増進看護総

論Ⅲ
:成人老年保健

必修

4

4

木
曜
日

1 必修
英語オーラル・コ

ミュニケーションⅡ
（クラス①②）

必修
英語オーラル・コ

ミュニケーションⅡ
（クラス③④）

3

必修 看護統合演習

2 必修
成人健康回復

ケア論
必修

精神健康回復
ケア論

必修
生活機能援助論Ⅶ:子
どもを産み育てるこ

とを支える機能
必修

生活機能援助論Ⅷ:救
命救急・診療の補助

必修
生活機能援助論
Ⅸ:在宅展開・事

例展開

選択 地域経済論 必修
地球で生きる

いのち

必修 生涯発達論 必修 医療情報活用論

3 必修

長期療養生活看
護総論

（ケア論実習終了
後）

水
曜
日

1 必修 看護学概論 必修

いのちと看護
（全8回）

チュートリ
アル

健康増進看護総論Ⅳ:精
神保健（全8回）

安藤 第1

2 必修
在宅健康回復

ケア論
必修

老年健康回復
ケア論

4

4

必修
からだの仕組み

と働きⅡ
必修

からだの異常と
発生メカニズム

必修
からだの異常の

診断技術

チュートリ
アル

3

必修
生活機能援助論Ⅲ:食
物・水分摂取を支え

る機能
必修

生活機能援助論Ⅳ:排
便・排尿を支える機

能

火
曜
日

1 必修
健康増進看護総
論Ⅰ:地域保健

必修 援助関係論

チュート
リアル

2 必修
暮らしをまもる

制度
必修

暮らしと看護
（全8回）

必修
健康増進看護総

論Ⅱ
:成育保健

必修

健康増進ケア論
Ⅱ:対象の発達段
階に応じた地域

看護活動

必修

健康増進ケア論
Ⅲ:健康課題の特
性に応じた地域

看護活動

堤 河口 中俣

中馬 丹羽 武

米増 有村 安藤

鳥越 塩満 小玉

佐々木 稻留 野中

山田 西頭 

4
看護キャリア

発達論
必修 卒業研究Ⅱ

3

実習初日:
学内（オリエン
テーション・演

習）

必修

地域包括チーム
ケア論

（ケア論実習終了

後）

必修

月
曜
日

1 選択 西洋史 選択

必修
成育健康回復
ケア論Ⅱ

必修
健康障害とその

治療Ⅳ

チュートリ
アル

チュートリ
アル

社会心理学

2 必修 看護研究 必修
健康と看護
（全8回）

必修

健康回復過程論Ⅲ:
人生の最期のと
き・外来通院期の

看護

1時限 2時限 3時限 4時限 5時限

担当 担当 担当 担当 担当

伊敷キャンパス講義室等の名称

第1 第1講義室

第2 第2講義室

第3 第3講義室

第4 第4講義室

技術 看護技術実習室

成育 成育看護実習室

多目的 多目的実習室

ゼミ室 ゼミ室

チュートリ

アル

チュートリアル

ルーム1～8

講義室等の名称
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 資料38

鹿児島国際大学自己点検・評価規程 
  平成 16年 5月 26日制定 

 (趣旨)  

第 1 条 この規程は，学校教育法第 109 条及び鹿児島国際大学学則第 2 条に基づき，鹿児島国際大学

及び鹿児島国際大学大学院（以下「本学」という。）の教育研究の水準の向上を図り，本学の目的

及び社会的使命を達成するため，本学の教育研究活動，組織及び運営並びに施設及び設備の状況に

ついて，自ら行う点検・評価(以下「自己点検・評価」という。)に関し，必要な事項を定める。 

(組織)  

第 2条 本学は，自己点検・評価を実施するため，次の各号に掲げる組織により構成する。 

(1) 自己点検・評価運営委員会(以下「運営委員会」という。)

(2) 自己点検･評価実施部会（以下「実施部会」という。）

(3) 自己点検・評価実施委員会（以下「実施委員会」という。）

(4) 鹿児島国際大学事務組織規則に定める事務局(以下「事務局」という。)

2 実施部会は，企画部会，総務部会，教育研究部会，教務部会，学生支援部会及び産学官地域連携部

会を置く。 

3 実施委員会は，各学部・研究科及びその附属施設（以下「各学部・研究科」という。）に置く。 

 (運営委員会)  

第 3 条 運営委員会は，内部質保証の推進に責任を負う組織として，自己点検・評価に関する基本方

針を定め，実施部会を経て実施委員会及び事務局から報告された結果を総括し，本学の自己点検・

評価報告書として取りまとめる。 

2 運営委員会は，各学部・研究科及び事務局が実施する改善・向上に向けた取組みの指示及び支援を

行うとともに，実施するにあたり必要な予算措置等を行う。 

3 運営委員会は，学長，学長補佐，副学長，研究科長，学部長，学生総合支援センター長，学生部長，

教務部長，研究教育開発センター長，産学官地域連携センター長，地域総合研究所長，図書館長，事

務局長，事務局次長，総務部長及び総合企画部長をもって構成する。  

4 運営委員会は，学長が委員長となり，これを招集し，その議長となる。 

5 学長不在のときは，学長が指名する学長補佐又は副学長が職務を代行する。 

6 運営委員会は，必要に応じて学内関係者の出席を求めることができる。 

7 運営委員会は，必要に応じて学外者の出席を求め，意見を聴取することができる。 

（実施部会） 

第 4 条 実施部会は，運営委員会の意を受け，別表 1 に定める認証評価機関の基準に基づき，事務局

が行う自己点検・評価を指導し，作業を確認，調整する。 

2 実施部会は，事務局の報告を基に，適切性の検証を行いその経過及び結果を取りまとめ，運営委員

会に報告する。 

3 実施部会の構成員及び取りまとめ事務局は，別表 1に定める。 

4 部会長は，別表 1の取りまとめ事務局の長とし，副部会長は，部会長が指名する。 

5 実施部会は，必要に応じて関係者の出席を求めることができる。 

 (実施委員会) 

第 5 条 実施委員会は，運営委員会の基本方針に基づき,各学部・研究科の活動について自己点検・評

価シート及びカリキュラム・アセスメント・チェックリスト等を活用した自己点検・評価を行い，そ

の経過及び結果をまとめる。 

2 実施委員会が実施した自己点検・評価は，各学部教授会又は大学院研究科会議での審議を経て，運

営委員会及び事務局に報告する。 

 (事務局) 

第 6 条 事務局は，運営委員会の基本方針に基づき,実施委員会からの報告及び自らの活動について，

自己点検・評価ノートを活用した全学的な観点による自己点検・評価を行い，その経過及び結果を事

務局が所管する委員会等での審議を経てとりまとめ，実施部会に報告する。 

■鹿児島国際大学自己点検・評価規程
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2 事務局は，実施委員会と連携してそれぞれの長所・特色や問題点を明らかにし，改善・向上に向け

て全学的な観点による年度の適切な目標等を設定した上で，評価の視点及び根拠に基づいた達成度評

価を行う。 

 (自己点検項目)  

第 7条 基本的な自己点検項目は，次のとおりとする。 

 (1) 大学の理念及び各組織の目的に関する事項 

 (2) 内部質保証に関する事項 

 (3) 教育研究組織に関する事項 

 (4) 教育課程・学習成果に関する事項 

 (5) 学生の受入れに関する事項 

 (6) 教員及び教員組織に関する事項 

 (7) 学生支援に関する事項 

 (8) 教育研究等環境に関する事項 

 (9) 社会連携及び社会貢献に関する事項 

 (10) 管理運営，事務組織及び財務に関する事項 

 (11) その他必要な事項 

2 前項に規定する項目の追加は，運営委員会において行う。 

 (自己点検・評価報告書の公表) 

第 8条 学長は，運営委員会が取りまとめた自己点検・評価報告書を毎年度公表しなければならい。 

2 公表の方法及び内容は，運営委員会の審議を経て，学長がこれを決定する。 

 (結果等の活用)  

第 9条 学長，事務局及び各学部・研究科の長は，毎年度作成する自己点検・評価報告書及び認証評

価機関の評価結果を有効に活用し，改善が必要と認められるものについては，自己点検・評価ノート

に年度の適切な目標等を設定した上で，その改善と質の向上に努めなければならない。 

 (庶務) 

第 10条 運営委員会の庶務は，総合企画部が処理する。 

2 実施部会の庶務は，別表１の取りまとめ事務局が処理する。 

 (規程の改廃)  

第 11条 この規程の改廃は，運営委員会及び大学評議会の審議を経て，学長の承認を得なければなら

ない。 

   附 則 

1 この規程は，平成 16年 5月 26日より施行する。 

2 鹿児島国際大学自己点検・評価委員会規程(平成 7年 1月 31日制定)は廃止する。 

3 この規程は，平成 19年 7月 25日より施行する。 

4 この規程は，平成 27年 4月 1日から施行する。 

5 この規程は，平成 28年 5月 25日から施行する。 

6 この規程は，平成 29年 1月 25日から施行する。 

7 この規程は，平成 30年 4月 1日から施行する。 

8 この規程は，平成 31年 4月 1日から施行する。 

9 この規程は，令和２年 10月１日から施行する。 
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別表１（第４条，第 10条関係） 

（自己点検・評価実施部会） 

実施部会 認証評価機関の基準 関係事務局 構成員 取りまとめ事務局 

企画部会 

1.理念・目的 

2.内部質保証 

5.学生の受け入れ 

企画･国際課 

入試・広報課 

教務部 

学生部 

研究教育開発センター 

法人本部総務企画部 

各研究科長 

各学部長 

◎総合企画部長 

総合企画部次長 

教務部長 

教務部次長 

研究教育開発センター長 

研究教育開発センター次長 

法人本部総務企画部長 

総合企画部 

総務部会 
8.教育研究等環境 

10.大学運営・財務 

総務部 

研究教育開発センター 

教務部 

図書館 

情報処理センター 

企画・国際課 

法人本部経理部 

◎総務部長 

研究教育開発センター長 

研究教育開発センター次長 

教務部長 

教務部次長 

図書館長 

図書館次長 

情報処理センター所長 

総合企画部長 

総合企画部次長 

法人本部経理部長 

総務部 

教育研究部会 
3.教育研究組織 

6.教員･教員組織 

研究教育開発センター 

教務部 

総務部 

産学官地域連携センター 

地域総合研究所 

企画・国際課 

◎研究教育開発センター長 

研究教育開発センター次長 

教務部長 

教務部次長 

総務部長 

各研究科長 

各学部長 

研究教育開発センター 

教務部会 4.教育課程・学習成果 

教務部 

研究教育開発センター 

企画・国際課 

就職キャリアセンター 

産学官地域連携センター 

各研究科長 

各学部長 

各学科長 

◎教務部長 

教務部次長 

研究教育開発センター長 

研究教育開発センター次長 

教務部 

学生支援部会 7. 学生支援 

教務部 

学生部 

就職キャリアセンター 

企画・国際課 

◎学生総合支援センター長 

学生総合支援センター次長 

教務部長 

教務部次長 

学生部長 

学生部次長 

就職キャリアセンター所長 

学生部 

産学官地域連携部会 9.社会連携･社会貢献 

産学官地域連携センター 

地域総合研究所 

企画･国際課 

図書館 

教務部 

研究教育開発センター 

◎産学官地域連携センター長 

産学官地域連携センター次長 

地域総合研究所長 

地域総合研究所次長 

就職キャリアセンター所長 

総合企画部長 

総合企画部次長 

産学官地域連携センター 

（注）◎は部会長。 
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学生支援に関する方針 

学生支援に関する基本方針 

学生一人ひとりが学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、大学の基本理

念・目的に基づいてキャンパスライフの満足度を高め、人間的成長を促し社会人としての自

立に向けた支援を行う。 

修学支援に関する方針 

1. 学生の資質・能力に応じた補修・補充教育を充実するとともに、学生の自主的な学

習を促進するなどの修学支援を充実する。

2. 学生の修学状況の把握・分析に努め、関係する各部局と教職員が連携して適切な指

導を行う。

3. 大学独自の各種奨学金制度の充実を図り、定期的に点検し適切に運用する。また、

学外の奨学金に関する広報・相談業務を充実する。

4. 留学生に対し、入学後のスムーズな学修のための多様な支援を行う。

5. 「障がいのある学生の受入れ及び支援に関する基本方針」に基づき、有償ボランテ

ィア制度など障がいのある学生への支援を充実する。

生活支援に関する方針 

1. 学生からの心身の健康や生活上の問題に関する相談に対応し、適切なカウンセリン

グを行う。

2. ボランティア活動やサークル活動をはじめ、学生が意欲的に取り組んでいる課外活

動を支援し、若者文化としての醸成を促す。

3. ハラスメントなどの人権侵害の防止に取り組み、健全なキャンパスライフを促進す

る。

4. 安全・快適なキャンパスライフを促進するため、学生の視点に立った福利厚生施設

等を充実する。

進路支援に関する方針 

1. 学生一人ひとりのキャリア形成を実現するために、国内外インターンシップなどの

キャリア教育を充実する。

資料39■学生支援に関する方針
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2. 各種ガイダンスなど就職活動支援の充実を図るとともに、就職活動支援のツールを

活用し就職意識の向上を促す。 

3. 地元雇用を拡大するために、本学の卒業生、同窓会及び本学卒業企業経営者の会と

の連携を強化する。 

4. 留学生が職業的・社会的役割を果たせるよう適切な進路支援を行う。 
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2 

鹿児島国際大学就職キャリア委員会規程

平成 24年 3月 21日 制定 

（名 称） 

第 1条 本学に鹿児島国際大学就職キャリア委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（目 的） 

第 2 条 委員会は，学生のキャリア形成支援，就業力育成支援および進路支援を積極的に進

めることを目的とする。 

（構成および招集） 

第 3 条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって構成し，学生総合支援センター次長が招集

し，議長となる。 

（1）学生総合支援センター長

（2）インターンシップ委員会委員長

（3）学生総合支援センター次長

（4）各学科から選出された教授（または，准教授，講師）１名

2  委員会が必要と認めるときは、その他の職員を委員会に出席させることができる。 

（審議事項） 

第 4条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

（1）学生のキャリア形成に関する事項

（2）学生の就業力育成支援に関する事項

（3）学生のインターンシップ（国内）に関する事項

（4）学生の就職活動に関する事項

（5）大学院進学等学生の進学に関する事項

（6）その他，学生のキャリア形成支援および進路支援に関する事項

（任 期） 

第 5条 委員の任期は，２年とする。ただし再任は妨げない。 

2  委員に欠員が生じた場合は，新たに選出された委員の任期は前任者の任期満了までの期間

とする。 

（委員会事務） 

第 6条 委員会に関する事務は，就職キャリアセンターが担当する。 

（規程の改廃） 

第 7条 この規定の改廃は，委員会及び大学評議会の審議を経て，学長の承認を得なければ 

ならない。 

附 則 

1  この規程は，平成 24年 4月 1日から施行する。 

2 鹿児島国際大学進路支援委員会規程（平成 17年 7月 27日制定）は廃止する。 

附    則 

1  この規程は，平成 26年 4月 1日から施行する。 

附 則 

1  この規程は，平成 27年 4月 1日から施行する 

資料40■鹿児島国際大学就職キャリア委員会規程
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■令和4年度　就職支援行事年間予定表 資料 41

◎全学年対象

月　日 行事

6月15日 資格取得講座説明会

8月上旬～9月中旬 マイクロソフトオフィススペシャリスト講座

9月下旬～12月下旬 ＦＰ技能士3級講座

8月下旬～11月下旬 日商簿記3級講座

8月中旬 ＡＮＡ総合研究所エアラインセミナー（夏期）

12月上旬～2月下旬 南日本新聞社との連携「新聞でコミュ力アップ講座」

2月中旬 ＡＮＡ総合研究所エアラインセミナー（冬期）

◎1・2年生対象

月　日 行事

5月20日 公務員受験対策セミナー

5月上旬～6月上旬 キャリアガイダンス

6月1日 自分研究＆適職診断テスト受検会（自己分析）

6月11日・18日 「鹿児島総合卸商業団地協同組合」との連携就業力育成研修（2年生以上）

7月6日・8日 筆記試験対策全国一斉ＷＥＢ模擬テスト受検会

8月下旬～10月上旬 公務員受験対策講座「入門講座」

10月19日 自分研究＆適職診断テスト受検会（自己分析）

10月下旬～翌8月 教員採用試験サクセス学内講座

12月7日・9日 筆記試験対策全国一斉ＷＥＢ模擬テスト受検会

2月上旬 ＪＡ鹿児島県連就業力育成研修

3月中旬 就職活動先取り講座

3月下旬 就職キャリア説明会（インターンシップ・公務員試験対策等）

-設置等の趣旨(資料)-159-



◎3年生対象

月　日 行事

5月11日・13日 第1回就職ガイダンス　「就活スタートアップ」

5月20日 公務員受験対策セミナー

5月25日・27日 第2回就職ガイダンス　「自己分析講座」

6月1日 自分研究＆適職診断テスト受検会（自己分析）

6月8日・10日 第3回就職ガイダンス　「インターンシップ活用法と業界・企業研究」

6月11日・18日 「鹿児島総合卸商業団地協同組合」との連携就業力育成研修

6月22日・24日 第4回就職ガイダンス　「業界・企業研究セミナー」

7月6日・8日 筆記試験対策全国一斉ＷＥＢ模擬テスト受検会

8月下旬～10月上旬 公務員受験対策講座「入門講座」

10月5日・7日・12日 第5回就職ガイダンス　「就活直前ガイダンス」

10月19日 自分研究＆適職診断テスト受検会（自己分析）

10月下旬～翌8月 教員採用試験サクセス学内講座

11月2日・4日 第6回就職ガイダンス　「履歴書・エントリーシート等対策（「自己ＰＲ・ガクチカ」編）」

11月9日・11日 第7回就職ガイダンス　「履歴書・エントリーシート等対策（「志望動機」編）」

11月16日・25日・30日 第8回就職ガイダンス　「業界・企業研究セミナー」

12月7日・9日 筆記試験対策　全国一斉ＷＥＢ模擬テスト受検会

12月16日・21日 第9回就職ガイダンス　「面接対策＆マナー講座」

1月下旬 面接実践対策　「対面型」個人・集団面接，「オンライン型」個人面接・ＧＤ

2月上旬 ＪＡ鹿児島県連就業力育成研修

2月21日・22日 学内合同企業説明会事前説明会

3月2日 大学主催合同企業説明会

3月下旬 就職手続きガイダンス・公務員受験対策プログラム説明会

◎4年生対象

月　日 行事

4月下旬～翌年3月 学内個別企業説明会（随時）

5月中旬 鹿児島県公立学校教員採用試験説明会

9月中旬 学内合同企業説明会
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